
本
訳
注
は
、
い
わ
ゆ
る
敦
煌
変
文
の
一
つ
で
あ
る
「
金
剛
醜
女
因
縁
」
に
つ
い

て
、
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
テ
キ
ス
ト
の
全
文
を
あ
げ
て
異
同
の
全
体
像
を
示

す
と
と
も
に
、
注
釈
と
訳
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
に
つ
い
て
は
、
抄
写
が

行
わ
れ
た
当
時
に
お
け
る
用
字
意
識
を
探
る
た
め
、
本
文
校
訂
は
行
わ
ず
、
明
ら

か
な
誤
字
・
略
字
や
修
正
の
跡
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
再
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
踊
り
字
や
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
記
号
も
、
で
き
る
限
り
原

型
に
近
い
形
で
示
す
こ
と
に
し
た
。

最
も
完
備
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
るS.4511

を
底
本
と
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を

並
列
す
る
形
を
取
る
。
訳
文
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
場
合

に
つ
い
て
は
仮
に
一
つ
の
訳
を
附
し
、
注
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ

る
形
を
取
っ
て
い
る
。

本
訳
注
は
、
京
都
府
立
大
学
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
敦
煌
変
文
研
究
会
の
成

果
で
あ
る
。
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
の
後
に
名
前

を
附
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
本
成
果
は
無
論
、
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
以

外
の
メ
ン
バ
ー
ら
を
含
め
た
研
究
会
に
お
け
る
議
論
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
ま
た
彼
ら
は
原
稿
の
確
認
・
修
正
等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
全
員

を
共
著
者
と
す
る
。

先
行
し
て
発
表
し
た
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
同
様
、
分
量
が
多
い

た
め
、
分
割
し
て
掲
載
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
掲
載
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
：「
目
連
訳
注
」
と
略
称

（
一
）『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告  

人
文
』
第
七
〇
号
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

（
二
）『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
六
号
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

（
三
）『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告  

人
文
』
第
七
一
号
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
）

（
四
）『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
七
号
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

（
五
）『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告  

人
文
』
第
七
二
号
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
：「
醜
女
訳
注
」
と
略
称

（
一
）『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
八
号
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

（
二
）
本
稿

（
三
）『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
九
号
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

今
回
訳
注
を
作
成
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
。
な

お
、
黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』
と
対
照
す
る
際
の
便
宜
を
考
え

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）

小
松
謙
・
井
口
千
雪
・
大
賀
晶
子
・
川
上
萌
実
・
孫
琳
浄
・

玉
置
奈
保
子
・
田
村
彩
子
・
藤
田
優
子
・
宮
本
陽
佳

四
一

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



て
、
以
下
本
文
を
あ
げ
る
際
に
は
テ
キ
ス
ト
番
号
と
同
書
に
お
け
る
略
号
を
併
記

す
る
。（

）
内
に
記
す
の
が
当
該
の
略
号
で
あ
る
。

S.4511
（
甲
）

P.3048

（
乙
）

S.2114

（
丙
）

P.3592

（
丁
）

P.2945

（
戊
）

【
凡
例
】

・
字
体
は
可
能
な
限
り
原
文
に
従
っ
た
。

・
□
は
欠
字
。
紙
が
破
れ
て
い
る
た
め
に
欠
字
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
な
ど
。

・
■
は
判
読
不
能
の
文
字
。

・
×
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
存
在
す
る
本
文
が
、
あ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
こ
と

を
示
す
。

・
は
っ
き
り
見
え
な
い
が
お
そ
ら
く
そ
の
文
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
場
合
に

は
、
字
の
回
り
に
□
を
附
す
。
例
：

・
単
に
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
誤
字
と
思
わ
れ
る
場
合
は
「
マ
マ
」
記
号

を
附
し
て
、
注
は
つ
け
な
い
。

・
小
字
は
字
の
周
辺
（
右
上
・
右
横
・
右
下
）
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。

・
小
字
の
「
乙
」
は
倒
置
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る
（
日
本
漢
文
に
お
け
る
レ
点
）。

原
本
で
は
「
レ
」
に
見
え
る
例
も
多
い
が
、「
乙
」
に
統
一
す
る
。

・
字
の
右
横
に
記
さ
れ
る
「
ト
」
は
誤
字
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る
（
日
本
に
お

け
る
み
せ
げ
ち
）。

・
台
詞
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
」
を
入
れ
る
。

・
韻
文
部
分
は
全
文
二
字
下
げ
と
す
る
。

・
注
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
近
年
の
校
訂
を
経
た
刊
行
物
で
確

認
し
、
初
出
時
に
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
る
。
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
な
い
も

の
は
、仏
典
に
つ
い
て
は『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、そ
の
他
は『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

に
よ
っ
て
い
る
。

・
参
照
し
た
活
字
本
・
校
注
・
辞
書
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』（
中
華
書
局

一
九
九
七
年
）：「『
校

注
』」
と
略
称

王
重
民
ほ
か
編
『
敦
煌
變
文
集
』（
人
民
文
学
出
版
社

一
九
八
四
年
）：「『
敦

煌
變
文
集
』」
と
呼
称

項
楚
『
敦
煌
變
文
選
注
（
增
訂
本
）』（
中
華
書
局

二
〇
〇
六
年
）：「『
選
注
』」

と
略
称

蔣
禮
鴻
『
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
』（
中
華
書
局

一
九
五
九
年
、
上
海
古
籍
出

版
社

一
九
八
一
年
〔
増
訂
本
〕）：「
蔣
禮
鴻
」
と
略
称

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍

二
〇
〇
一
年
）：「『
広
説
』」

と
略
称

・
こ
の
他
、
主
と
し
て
以
下
の
辞
典
類
を
参
照
し
た
。

古
田
紹
欽
・
金
岡
秀
友
・
鎌
田
茂
雄
・
藤
井
正
雄
『
佛
教
大
事
典
』（
小
学
館

一
九
八
八
年
）

石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
小
学
館

一
九
九
七
年
）

中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波

仏
教
辞
典

第
二
版
』（
岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年
）

望
月
信
亨
編
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会

一
九
五
四
年
）

四
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



織
田
得
能
編
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版

一
九
五
四
年
）

江
藍
生
・
曹
廣
順
編
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上
海
教
育
出
版

一
九
九
七
年
）

  4《
唱
》

  S.4511

（
甲
）：「
卿
今
聴
朕
語（
一
）、
子
細
説
来
由
䖏（

二
）
。
緣
是
國
夫
人（
三
）、
有
一
親

  P.3048

（
乙
）：「
卿
今
聴
朕
語
、
子
細
説
来
×
䖏
。
緣
為
國
夫
王
、
有
一
親

  S.2114

（
丙
）：「
卿
今
聴
朕
語
、
子
細
説
来
×
䖏
。
緣
是
國
夫
人
、
有
一
親

  P.3592

（
丁
）：「
卿
今
聴
朕
語
、
子
細
説
来
×
䖏
。
緣
是
國
夫
人
、
有
一
親

  P.2945

（
戊
）：「
卿
今
聴
朕
義語

、
子
細
説
来
×
䖏
。
緣
是
國
夫
人
、
有
□
□

      

生
女
。
天
生
㒵
不
強（
四
）、

只
要
直
𦜈

。
覓
取
好
兒

如
郎（
六
）、

娉
×
与

為
夫
婦（
七
）。」

  

生
女
。
天
生
㒵
不
強
、
只
要
且

駐
。
覓
取
×
一
兒
郎
、
娉
她

与
為
夫
婦
。」

  

生
女
。
天
生
㒵
不
強
、
只
要
且
賩
貯
。
覓
取
×
一
児
郎
、
娉
×
与
為
夫
婦
。」

  

生
女
。
天
生
㒵
不
強
、
只
要
且

。
覔
取
×
一
児
郎
、
娉
×
為乙与
夫
婦
。」

  

□
□
。
天
生
㒵
不
強
、
只
要
且
𥇱

。
覓
取
×
一
児
郎
、
娉
×
与
為
夫
婦
。」

    

　
　
　

×

　
　
　

×

  

云
〻
平（
八
）

　
　
　

平

【
現
代
語
訳
】

「
そ
な
た
ら
は
た
だ
今
朕
の
言
葉
を
聞
け
。
子
細
に
わ
け
を
語
っ
て
進
ぜ
よ
う
。

わ
が
国
の
妃
に
、
血
を
分
け
た
一
人
の
娘
が
い
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
容
貌

す
ぐ
れ
ず
、
ひ
と
ま
ず
は
ひ
た
す
ら
片
目
で
見
つ
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
良
き
若
者
を
探
し
選
び
、
め
あ
わ
せ
て
夫
婦
と
な
そ
う
。」

【
注
】

（
一
）
語
：P.2945

（
戊
）
は
「
語
」
を
「
義
」
に
作
り
、
右
肩
に
「
語
」
一
字

を
書
き
入
れ
る
。

（
二
）
来
由
䖏
：S.4511

（
甲
）「
来
由
䖏
（
処
）」
の
例
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
ず
、

こ
の
部
分
の
み
六
字
句
と
な
る
点
で
も
違
和
感
が
あ
る
。
他
本
の
よ
う
に
「
来
䖏

（
い
わ
れ
、わ
け
）」と
し
て
全
体
を
五
字
句
に
作
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。『
校

注
』
はS.4511

（
甲
）
の
「
来
由
䖏
」
に
対
し
、「
来
由
（
い
わ
れ
、
わ
け
）」
で

は
押
韻
し
な
い
た
め「
䖏
」字
を
加
え
た
も
の
と
の
見
地
に
立
つ
。
あ
る
い
は「
来
」

に
つ
ら
れ
て
「
来
由
」
と
書
き
誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
緣
是
國
夫
人
：「
縁
」
に
は
縁
分
・
宿
縁
の
意
、
理
由
を
表
す
「
…
ゆ
え
に
」

の
意
、
ま
た
特
別
な
意
味
を
持
た
ず
、
述
語
に
か
か
っ
て
口
調
を
整
え
る
用
法
な

ど
が
あ
る
。
醜
女
訳
注
（
一
）
3
注
（
二
四
）「
我
緣
一
國
帝
王
身
、
眷
属
由
来

宿
業
囙
」
参
照
。
本
変
文
で
は
理
由
を
導
く
語
と
考
え
、
後
文
の
「
只
要
直

」

ま
で
か
か
る
も
の
と
解
釈
し
た
。「
国
夫
人
」
は
、
高
位
の
人
の
母
や
妻
に
授
け

ら
れ
る
封
号
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
国
王
の
夫
人
の
意
を
三
音
節
で
表
し
、
全

体
を
五
字
句
に
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
。P.3048

（
乙
）
は
「
緣
為
國
夫
王
」

と
し
、『
校
注
』
に
「
夫
王
」
は
「
夫
人
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

四
三

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



（
四
）
㒵
不
強
：
容
貌
が
す
ぐ
れ
な
い
。
本
変
文
中
に
複
数
例
見
え
る
。「
強
」
は

よ
い
、
す
ぐ
れ
る
の
意
。『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
一
九
六
〇
年
）
巻
八
九
九
所
収

の
無
名
氏
「
菩
薩
蠻
」
詞
前
闋
に
「
含
笑
問
檀
郎
。
花
強
妾
貌
強
（
笑
み
を
浮
か

べ
て
愛
し
い
お
方
に
問
い
か
け
る
。
花
と
わ
た
し
の
器
量
と
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て

い
る
の
と
）」
と
あ
る
。

（
五
）
只
要
直

：「
只
要
」
は
ひ
た
す
ら
…
ね
ば
な
ら
な
い
。S.4511

（
甲
）

の
「
直
（
ず
っ
と
、
一
途
に
）」
は
、
他
本
い
ず
れ
も
「
且
（
ひ
と
ま
ず
、
と
り

あ
え
ず
）」
に
作
る
。
両
者
は
字
形
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、『
選
注
』
に
従
っ
て

S.4511

（
甲
）
の
誤
り
と
し
て
お
く
。
次
の
二
字
は
諸
本
と
も
字
形
が
異
な
る
。

①S.4511

（
甲
）「
𦜈

」、P.3592

（
丁
）「

」：S.4511

（
甲
）の
一
字
目「
𦜈
」

は
「
䐑
」
の
異
体
字
（
冉
友
主
編
『
漢
語
異
体
字
大
字
典
』〔
四
川
辞
書
出
版
社

二
〇
一
八
年
〕）。「
䐑
」
は
肉
を
薄
く
切
る
の
意
（『
玉
篇
』「
肉
部
」「
䐑
：
治
輒
切
。

薄
切
肉
也
」）。
こ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。P.3592

（
丁
）
の
一
字
目
も
に
く

づ
き
の
字
と
思
わ
れ
る
が
旁
が
判
然
と
せ
ず
、『
校
注
』
は
「

」
と
翻
字
す
る

も
の
の
字
義
へ
の
言
及
は
な
い
。S.4511

（
甲
）の「
𦜈
」を
書
き
誤
っ
た
も
の
か
。

字
形
が
類
似
す
る
も
の
に
「
睬
（
見
る
、
わ
か
る
）」
が
あ
る
が
、
こ
の
字
は

『
説
文
解
字
』『
玉
篇
』
等
の
字
書
に
記
載
が
な
く
、
宋
代
以
前
の
用
例
も
見
出

し
が
た
い
点
が
や
や
問
題
で
あ
る
。
二
文
字
目
はS.4511

（
甲
）・P.3592

（
丁
）

と
も
「

」。
字
義
は
未
詳
。
敦
煌
写
本
で
は
目
偏
と
に
く
づ
き
の
混
同
が
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
校
注
』は「
䁋
眝
」の
誤
り
と
す
る
。こ
れ
で
あ
れ
ばP.2945

（
戊
）
の
表
記
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。「
䁋
眝
」
に
つ
い
て
は
④
を
参
照
。

②P.3048

（
乙
）「

駐
」：『
敦
煌
變
文
集
』
校
記
は
「

駐
」
と
翻
字
す
る
。

影
印
で
は
日
扁
の
字
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
字
義
は
不
明
。
目
偏
と
の
混
同
で

あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
仮
に
「
瞠
（
見
つ
め
る
、
目
を
見
張
る
）」
の
誤
字
と

し
て
お
く
。「
駐
（
と
ど
ま
る
、と
ど
め
る
）」
に
つ
い
て
は
「
眝
（
目
を
見
張
る
）」

の
異
体
字
「
𥅖
」
に
通
じ
る
と
い
う
『
校
注
』
の
説
の
ほ
か
、
動
作
の
固
定
を
表

す
補
語
的
用
法
の
可
能
性
も
考
え
う
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
二
字
と
も
に
「
目
を

見
張
る
」
の
意
。
後
者
の
場
合
は
「
じ
っ
と
見
つ
め
る
」「
目
を
見
張
っ
た
ま
ま

で
い
る
」
な
ど
の
意
に
な
る
か
。

③S.2114

（
丙
）「
賩
貯
」：『
校
注
』
は
こ
れ
も
「
䁋
眝
」
の
誤
り
と
見
な
す
。

一
方
『
校
注
』
に
引
く
潘
校
は
「
賩
」
字
を
「
賨
」
に
同
じ
と
い
い
、
確
証
は
な

い
と
し
な
が
ら
も
「
賨
貯
」
二
字
を
「
財
賦
（
宝
物
）」
の
意
か
と
す
る
。「
賨
」

は
南
蛮
の
貢
賦
。『
説
文
解
字
』に「
南
蠻
賦
也
」と
あ
り
、『
玉
篇
』「
貝
部
」に「
蠻

賦
也
。
税
也
」
と
あ
る
。「
貯
」
は
た
く
わ
え
る
、
貯
蔵
す
る
。
案
ず
る
に
こ
の

一
句
は
、
財
宝
も
し
く
は
取
り
立
て
た
税
の
ご
と
く
、
倉
の
よ
う
な
場
所
へ
醜
女

を
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
を
述
べ
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
「
只
要
」
を
条
件
を
表

す
「
…
し
さ
え
す
れ
ば
」
の
意
と
と
っ
て
、「
生
ま
れ
つ
き
容
貌
が
す
ぐ
れ
な
い
が
、

金
品
を
た
く
わ
え
さ
え
す
れ
ば
、
良
き
若
者
を
探
し
選
び
、
婿
に
と
っ
て
夫
婦
に

で
き
る
」
と
い
う
文
脈
に
も
理
解
で
き
る
。

④P.2945

（
戊
）「
𥇱

」：「
𥇱
」
は
「
䁋
」
の
異
体
字
。
片
目
を
閉
じ
る
、

目
を
す
が
め
る
。「

」
は
お
そ
ら
く
「
眝
」
と
同
じ
で
、
目
を
見
張
る
、
見
つ

め
る
こ
と
。『
校
注
』は
こ
の
二
字
の
解
釈
に
つ
い
て
、陳
治
文
校
の「
即
今
常
語「
睜

一
隻
眼
閉
一
隻
眼
」
之
意
（
今
で
い
う
「
片
目
は
見
開
き
片
目
は
つ
む
る
〔
見
て

見
ぬ
振
り
を
す
る
〕」の
意
）」と
い
う
説
を
紹
介
す
る
。
本
訳
注
で
はP.2945

（
戊
）

に
従
い
、ひ
と
ま
ず
字
義
の
通
り
に「
片
目
で
見
つ
め
る
」と
訳
し
て
お
く
。S.4511

（
甲
）・P.3592
（
丁
）
の
表
記
も
、
こ
の
二
字
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



（
六
）
好
兒

如
郎
：S.4511

（
甲
）
は
「
兒
」
を
誤
っ
て
「
如
」
と
書
き
、
訂
正

し
て
右
肩
に
「
兒
」
と
書
き
入
れ
る
。
良
き
若
者
の
意
。
他
本
は
「
一
児
郎
（
一

人
の
若
者
）」
に
作
る
。

（
七
）
娉
×
与

為
夫
婦
：
め
あ
わ
せ
て
夫
婦
と
す
る
。「
娉
」
は
婚
礼
の
儀
式
の
一

種
。
男
性
側
が
仲
人
を
た
て
て
女
性
の
姓
名
な
ど
を
尋
ね
、
結
婚
を
申
し
込
む
こ

と
。
転
じ
て
婚
約
、
め
あ
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。P.3048

（
乙
）
は
「
娉
她
与
為

夫
婦
（
彼
女
に
め
あ
わ
せ
て
夫
婦
と
す
る
）」
と
す
る
。

（
八
）
云
〻

平
：S.4511

（
甲
）・P.3048
（
乙
）・S.2114

（
丙
）
に
は
こ
の
部
分

が
な
い
。P.3592

（
丁
）に
は
歌
辞
の
区
切
り
に「
云
々
」を
置
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

醜
女
訳
注
（
一
）
2
注
（
三
六
）「
却
是
趙
十
襪

」
で
は
、「
云
々
」
の
前
後

で
歌
辞
が
六
言
か
ら
七
言
に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
セ
リ
フ
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
実
演
の
場
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
飜
っ
て
本
例
の
場
合
、「
云
々
」
が
置
か
れ
た
の
は
や

は
り
歌
辞
が
五
言
か
ら
七
言
へ
と
変
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
何

ら
か
の
語
り
が
あ
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、P.3048

（
乙
）
で
は

こ
の
後
短
い
散
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
平
」
に
つ
い
て
、『
校
注
』
は
節
回
し

を
示
す
字
（「
声
腔
標
字
」）
と
い
う
。
こ
の
表
示
がP.2945

（
戊
）
に
も
見
え

る
こ
と
は
、
両
写
本
が
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
出
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
事
例

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×

P.3048

（
乙
）：
大
王
又
向
臣
下
道（
九
）、

S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×
×

P.3592

（
丁
）：
×
×
×
×
×
×
×

P.2945

（
戊
）：
×
×
×
×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

［P.3048

（
乙
）
の
み
：
大
王
は
ふ
た
た
び
臣
下
に
申
し
ま
す
。］

【
注
】

（
九
）
大
王
又
向
臣
下
道
：
こ
の
一
句
はP.3048

（
乙
）
に
し
か
な
い
。P.3592

（
丁
）
で
こ
の
直
前
に
置
か
れ
た
「
云
々
」
の
内
容
も
こ
れ
に
類
似
す
る
か
。
こ

の
散
文
を
は
さ
ん
で
歌
辞
が
五
言
か
ら
七
言
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

《
韻
文
》

S.4511

（
甲
）：「
卿
為
臣
下
×
我
為（
一
〇
）君、
今
日
商
量
只
兩
人
。
朝（
一
一
）慕切
湏
看

P.3048

（
乙
）：「
卿
為
臣
下
不
我
為
君
、
今
日
商
量
只
兩
人
。
召
暮
切
湏
看

S.2114

（
丙
）：「
卿
為
臣
下
×
我
為
君
、
今
日
商
量
只
兩
人
。
召
慕
切
湏
看

P.3592

（
丁
）：「
卿
為
臣
下
×
我
為
居
、
今
日
商
量
只
兩
人
。
召
慕
切
湏
看

P.2945

（
戊
）：「
卿
為
臣
下
×
我
為
君
、
今
日
商
量
只
兩
人
。
召
慕
切
湏
看

    

聽（
一
二
）審、

惆（
一
三
）悵莫（
一
四
）交外

人
聞
。
相（
一
五
）當莫

猒
无
才
藝
、
莽（
一
六
）路何

嫌
徹
骨
貧
。
万
計

    

穏
審
、
惆
悵
莫
遣
外
人
聞
。
相
當
莫
猒
无
才
藝
、
莽
鹵
何
嫌
徹
骨
貧
。
万
計

    

穏
審
、
惆
悵
莫
遣
外
人
聞
。
相
當
不
猒
無
才
藝
、
莽
蓾
何
嫌
徹
骨
貧
。
萬
計

    

隠
審
、
惆
悵
莫
遣
外
人
聞
。
相
當
不
猒
無
才
藝
、
莽
蓾
何
嫌
徹
骨
貧
。
萬
計

四
五

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



    
穏
審
、
惆
悵
莫
遣
外
人
聞
。
相
當
不
猒
無
才
藝
、
莽
蓾
何
嫌
徹
骨
貧
。
萬
計

    

    

事
湏
相
就（
一
七
）取、
倍
㱔
×
房
卧
莫
爭（
一
八
）論。」

    

事
湏
相
就
取
、
倍
㱔
〻
房
卧
不
爭
論
。」

    

事
湏
相
就
取
、
×
×
×
×
×
×
×
×
。」

    

事
湏
相
就
取
、
陪
㱔
×
房
卧
不
争
論
。」
云
〻

    

事
湏
相
就
取
、
倍
㱔
×
房
卧
不
爭
論
。」

【
現
代
語
訳
】

「
そ
な
た
は
臣
下
、
余
は
君
主
、
本
日
相
談
し
た
こ
と
は
我
ら
二
人
き
り
の
間

だ
け
の
こ
と
。
娘
を
欲
し
が
る
者
を
集
め
る
時
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
用
心
し
、
ば
た

ば
た
と
さ
わ
い
で
他
人
に
聞
か
れ
て
は
な
ら
ぬ
。（
娘
に
）
つ
り
合
う
な
ら
才
能

が
な
く
と
も
厭
う
で
な
い
、
い
い
加
減
に
選
ぶ
の
だ
か
ら
骨
の
髄
ま
で
貧
し
か
ろ

う
と
嫌
が
る
も
の
か
。
万
計
を
尽
く
し
て
し
っ
か
り
と
こ
ち
ら
か
ら
近
づ
か
ね
ば

な
ら
ぬ
、
多
少
の
婚
資
を
添
え
よ
う
と
も
詮
議
す
る
で
な
い
。」

【
注
】

（
一
〇
）
卿
為
臣
下
×
我
為
君
：P.3048

（
乙
）
の
み
「
卿
為
臣
下
不
我
為
君
」

と
す
る
。「
不
」
は
衍
字
。
直
前
の
「
下
」
字
と
混
同
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
一
）
朝
慕
：「
朝
暮
」
で
あ
れ
ば
朝
な
夕
な
の
意
。「
朝
慕
」
二
字
の
用
例
は

見
出
し
が
た
い
。「
朝
」
は
集
め
る
、
集
ま
る
。
あ
る
い
は
他
本
す
べ
て
「
召
」

に
作
る
こ
と
か
ら
、
音
通
ま
た
は
発
音
の
近
似
に
よ
る
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
。

S.4511

（
甲
）
に
は
「
詔
」
を
「
朝
」
と
表
記
す
る
部
分
も
散
見
さ
れ
（
醜
女
訳

注
（
一
）
3
注
（
三
三
）「
朝
」、
本
セ
ク
シ
ョ
ン
注
（
三
〇
）「
遂
朝
」
な
ど
）、

朝
・
召
・
詔
の
書
き
分
け
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。S.4511

（
甲
）

の
表
記
に
即
し
、「
慕
（
し
た
う
、
ほ
し
が
る
）」
を
目
的
語
と
と
っ
て
、
醜
女
を

慕
う
人
を
集
め
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
お
く
。P.3048

（
乙
）「
召
暮
」
は
、

S.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
と
同
じ
「
召
慕
」
の
誤
記
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
二
字
も
用
例
が
な
い
。
や
は
り
醜
女
を
慕
う
人
を
召
し
寄
せ

る
と
い
う
意
味
に
な
る
か
。『
校
注
』
が
引
く
潘
校
に
は
、い
ず
れ
も
「
招
募
（
募

集
す
る
）」
に
作
る
べ
き
と
い
い
、『
校
注
』
は
「
召
募
（
召
し
募
る
、呼
び
集
め
る
）」

説
を
挙
げ
て
「
伍
子
胥
變
文
」
の
例
「
召
募
秦
公
之
女
（
秦
公
〔
穆
公
〕
の
娘
を

召
し
寄
せ
た
）」
を
引
く
。「
伍
子
胥
變
文
」
に
お
い
て
穆
公
の
娘
が
召
し
寄
せ
ら

れ
た
の
は
、
楚
の
皇
太
子
の
結
婚
相
手
候
補
と
し
て
で
あ
り
、「
醜
女
變
文
」
に

お
け
る
婿
さ
が
し
の
文
脈
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
、「
召
募
」
は
一

般
に
兵
士
や
人
員
を
集
め
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
語
で
、
そ
れ
自
体
に
対
象
を

限
定
す
る
用
法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
一
二
）
看
聽
審
：P.3048

（
乙
）・S.2114

（
丙
）・P.2945

（
戊
）
は
「
看
穏
審
」、

P.3592

（
丁
）は「
看
隠
審
」。
蔣
禮
鴻
は
表
記
に
つ
い
て
、「
穏
審
」な
い
し「
隠
審
」

の
用
例
が
複
数
あ
る
こ
と
、お
よ
び「
醜
女
變
文
」で
もP.3048

（
乙
）・P.3592

（
丁
）

に
同
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、S.4511

（
甲
）
の
「
聽
審
」
は
「
穏
審
／
隠
審
」

の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。『
校
注
』
は
こ
う
し
た
表
記
に
つ
い
て
、「
穏
」
が
「
隠
」

か
ら
分
化
し
た
文
字
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、P.3048

（
乙
）
に
従
っ
て
校
正
し

て
い
る
。
本
訳
注
で
もP.3048

（
乙
）
の
表
記
に
従
う
。「
穏
審
／
隠
審
」
の
解

釈
と
し
て
、
蔣
禮
鴻
は
「
仔
細
、
妥
当
（
細
心
で
あ
る
、
妥
当
で
あ
る
）」「
詳
加

辨
察
（
詳
し
く
弁
別
考
察
を
加
え
る
）」
の
二
つ
を
挙
げ
、「
醜
女
變
文
」
の
例
は
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前
者
に
加
え
て
い
る
。
後
者
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た「
量（
良
）久
穏
審
不
須
驚
、

漸
向
樹
間
偸
眼
覷
、
津
傍
更
亦
没
男
夫
、
唯
見
輕
盈
打
紗
女
（
し
ば
し
吟
味
す
れ

ば
恐
る
る
必
要
も
な
し
、
よ
う
よ
う
木
陰
に
て
盗
み
見
る
に
、
水
辺
に
は
も
う
男

は
お
ら
ず
、な
よ
な
よ
と
布
を
打
つ
女
が
見
え
る
の
み
）」（「
伍
子
胥
變
文
」）
は
、

物
陰
に
隠
れ
て
様
子
を
う
か
が
う
状
況
を
描
い
た
も
の
。「
醜
女
變
文
」に
お
い
て
、

秘
密
裏
に
花
婿
選
び
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、P.3048

（
乙
）

の
表
記
「
隠
審
」
に
は
密
か
に
、
こ
っ
そ
り
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
、
全
体
を
「
用
心
を
は
か
る
」
と
い
う
方
向
で

訳
す
。

（
一
三
）
惆
悵
：
ば
た
ば
た
と
。
蔣
禮
鴻
は
本
例
を
引
き
、「
軽
率
、
造
次
（
軽
率
、

慌
た
だ
し
い
）」
の
意
と
い
う
。『
校
注
』
は
劉
凱
鳴
説
を
引
い
て
「
惆
悵
」
は

「
周
章
（
お
そ
れ
る
・
あ
わ
て
て
し
損
じ
る
／
め
ぐ
る
・
躊
躇
す
る
・
心
配
す
る
）」

の
音
借
と
の
立
場
に
立
ち
、
特
に
後
者
の
意
と
と
る
が
、「
躊
躇
す
る
・
心
配
す
る
」

と
ま
で
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
本
稿
で
は
双
声
語
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
擬
態
語
と
し
て
訳
し
て
お
く
。

（
一
四
）
交
：
他
本
は
い
ず
れ
も
「
遣
」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
使
役
「
…
さ
せ
る
」

の
意
。

（
一
五
）
相
當
：「
相
」
は
動
作
に
対
象
が
あ
る
こ
と
を
表
す
語
。「
當
」
は
つ
り
合
う
。

あ
る
い
は
名
詞
と
と
っ
て
つ
り
合
う
相
手
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
。

（
一
六
）
莽
路
：
い
い
加
減
で
あ
る
。
前
句
の「
相
當
」と
対
を
な
す
。P.3048

（
乙
）

は
「
莽
鹵
」、
そ
の
他
三
本
は
「
莽
蓾
」
と
す
る
。
蔣
禮
鴻
は
こ
れ
ら
の
表
記
の

ほ
か
に
「
莽
魯
」「
漭
鹵
」「
鹵
莽
」
な
ど
の
例
も
挙
げ
、「
軽
易
、馬
虎
、大
略
（
軽
々

し
い
、草
卒
で
あ
る
、お
お
ざ
っ
ぱ
な
）」の
意
と
す
る
。相
手
を
い
い
加
減
に
選
ぶ
、

も
し
く
は
名
詞
と
と
っ
て
い
い
加
減
な
相
手
の
意
と
も
と
れ
る
。
仮
に
後
者
と
し

た
場
合
、
前
後
を
含
め
て
訳
す
と
「
つ
り
合
う
相
手
な
ら
才
能
が
な
く
と
も
厭
う

で
な
い
、い
い
加
減
な
相
手
だ
か
ら
骨
の
髄
ま
で
貧
し
か
ろ
う
と
嫌
が
る
も
の
か
」

と
な
ろ
う
。

（
一
七
）
相
就
取
：「
相
就
」
は
自
分
か
ら
近
づ
い
て
い
く
こ
と
。「
取
」
は
手
に

入
れ
る
、
人
を
招
く
・
集
め
る
の
意
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は

補
語
「
し
っ
か
り
…
す
る
」
の
方
向
で
考
え
た
。「
取
」
は
「
娶
」
に
も
通
じ
る
が
、

通
常
は
妻
を
迎
え
る
こ
と
を
言
い
、
本
例
の
よ
う
に
婿
を
取
る
場
合
の
表
現
と
し

て
適
切
か
ど
う
か
は
や
や
疑
問
が
残
る
。

（
一
八
）
倍
㱔
×
房
卧
莫
爭
論
：
い
く
ら
か
の
婚
資
を
添
え
る
の
に
議
論
な
ど
す

る
な
。
縁
談
成
立
の
た
め
な
ら
ば
、
新
婦
側
で
金
銭
を
負
担
し
て
も
か
ま
わ
な
い

と
の
意
。S.2114

（
丙
）
に
は
こ
の
句
か
ら
次
の
散
文
冒
頭
に
か
か
る
四
句
が
な

い
。
残
り
の
三
本
は
い
ず
れ
も
「
莫
」
を
「
不
」
に
作
り
、
そ
の
場
合
は
「
議
論

を
し
な
い
」
と
な
る
。「
倍
」
はS.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）
の
「
陪
（
添
え
る
、

加
え
る
）」
や
「
賠
（
償
う
）」
と
通
用
。「
房
卧
（
臥
）」
は
私
有
の
財
産
。
醜
女

訳
注
（
一
）
2
の
「
恥
辱
房
卧
傾
國
容
（
財
）（
国
を
傾
け
る
財
を
婚
資
に
す
る

の
も
恥
ず
か
し
い
）」
と
同
様
、
こ
こ
で
は
特
に
婚
資
を
い
う
。
元
の
關
漢
卿
の

雑
劇
「
救
風
塵
」
第
三
折
の
セ
リ
フ
に
「
俺
姐
々
將
着
錦
綉
衣
服
、
一
房
一
卧
来

嫁
你
、々
到
打
我
（
う
ち
の
ね
え
さ
ん
は
錦
の
う
ち
か
け
姿
、嫁
入
道
具
ま
で
持
っ

て
あ
ん
た
に
嫁
い
で
来
な
さ
る
の
に
、
あ
ん
た
は
お
れ
を
ぶ
つ
っ
て
の
か
い
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
後
世
は
「
一
房
一
臥
」
の
形
で
女
性
側
の
婚
資
、
嫁
入
道
具
の

類
を
指
し
、本
変
文
は
そ
の
早
期
の
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。P.3592

（
丁
）

は
こ
の
韻
文
の
末
尾
に
も
「
云
々
」
を
記
す
。

四
七

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



《
散
文
》

S.4511
（
甲
）：
扵
是
宰
相
×（
一
九
）×、
拜
辤
出
内
、
便
即
私（
二
〇
）行、
坊（
二
一
）市×
×
諸（
二
二
）卅、

P.3048

（
乙
）：
扵
是
大
臣
受
勅
、
拜
辤
出
内
、
便
即
私
行
、
坊
市
巡
暦
諸
州
、

S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

防
市
×
×
諸
卅
、

P.3592

（
丁
）：
扵
是
宰
相
×
×
、
拜
辝
出
内
、
便
即
私
行
、
坊
市
×
×
諸
州
、

P.2945

（
戊
）：
扵
是
宰
相
×
×
、
拜
辤
出
内
、
便
即
私
行
、
坊
市
×
×
諸
州
、

䖏
〻
求（
二
三
）覔、

朝
〻
尋
覔
。
後
忽
𦀇
行
街（
二
四
）巷、

×
×
貧
生
子
性（
二
五
）王、

施
問
爯
三
、
當

䖏
×
問
人
、
朝
〻
尋
覔
。
後
忽
経
過
×
×
、
見
一
貧
生
子
×
×
、
試
問
婚
囙
、
他

䖏
〻
聞
人
、
朝
〻
尋
覔
。
後
忽
経
行
街
巷
、
見
×
貧
生
子
姓
王
、
施
問
爯
三
、
當

䖏
〻
聞
人
、
朝
〻
尋
覔
。
後
忽
𦀇
行
街
塂
、
見
×
貧
生
×
姓
王
、
施
問
爯
三
、
當

䖏
〻
闻
人
、
朝
〻
尋
覔
。
後
忽
経
行
街
塂
、
見
×
貧
生
兒□子

姓
王
、
□
□
再
三
、
當

時
便（
二
六
）肯。
×
×
令
到
内（
二
七
）門、
×
×
×
×
×
×
、
尋
得
皇
帝
、
×
×
大
悅
龍（
二
九
）顏、
遂

言
便
肯
。
當
時
領
到
内
門
、
先
入
見
王
言（
二
八
）奏、

尋
得
皇
帝

聞
說
大
悅
龍
顏
、
遂

時
便
肯
。
×
×
領
到
内
门
、
×
×
×
×
×
×
、
尋
得
皇
帝
、
×
×
大
脱
龍
顏
、
遂

時
便
肯
。
×
×
領
到
内
門
、
×
×
×
×
×
×
、
尋
得
皇
帝
、
×
×
大
悅
龍
顏
、
遂

時
便
肯
。
×
×
領
到
内
门
、
×
×
×
×
×
×
、
尋
得
皇
帝
、
×
×
大
悅
龍
顏
、
遂

朝（
三
〇
）宰

相（
三
一
）、

速
令
引（
三
二
）到。

詔
一
臣
、
速
令
引
對
。

詔
宰
相
、
速
令
引
到
。

詔
宰
相
、
速
令
引
到
。

詔
宰
相
、
速
令
引
到
。

【
現
代
語
訳
】

そ
こ
で
大
臣
は
、
拝
礼
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
内
廷
を
出
て
、
す
ぐ
さ
ま

身
分
を
伏
せ
て
行
き
、
街
や
市
場
、
諸
州
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
探
し
求
め
、
日
々

尋
ね
回
り
ま
す
。
そ
の
後
街
な
か
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、
貧
し
い
若
者
で
姓
は

王
と
い
う
人
に
出
会
い
、
再
三
（
婚
姻
の
こ
と
を
）
訊
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ

さ
ま
承
知
い
た
し
ま
す
。（
若
者
を
）
宮
廷
内
の
門
ま
で
行
か
せ
て
お
い
て
、
大

王
を
見
つ
け
当
て
る
と
、（
大
王
は
）
龍
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
、大
臣
に
詔
を
下
し
、

速
や
か
に
連
れ
て
来
さ
せ
ま
す
。

【
注
】

（
一
九
）
宰
相
×
×
：S.4511

（
甲
）
は
じ
め
諸
本
が
「
宰
相
」
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

P.3048

（
乙
）の
み「
大
臣
」に
作
り
、こ
の
散
文
の
末
尾
で
も
や
は
りP.3048

（
乙
）

だ
け
が
「
一
臣
」
と
表
記
し
て
い
る
。
先
の
韻
文
の
半
ば
に
お
い
てP.3048

（
乙
）

に
だ
け
見
ら
れ
た
散
文
に
は
「
大
王
又
向
臣
下
道
」
と
あ
り
、
こ
の
人
物
の
位
階

が
強
く
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
醜
女
訳
注
（
一
）
3
の
奥
方
の
セ

リ
フ
「
私
地
朝
一
宰
相
、
交
覔
薄
落
児
郞
、
官
軄
金
玉
与
伊
、
祝
娉
為
夫
婦
（
ひ

そ
か
に
一
人
の
大
臣
に
詔
を
下
し
て
、
零
落
し
た
若
者
を
探
さ
せ
、
官
職
と
金
銀

財
宝
を
そ
の
者
に
与
え
て
、
婿
に
迎
え
て
夫
婦
と
す
る
の
で
す
）」
や
、
本
セ
ク

シ
ョ
ン
後
出
の
「
皇
帝
座
想
寶
殿
、
宰
相
曲
弓
（
躬
）
来
見
（
大
王
宝
殿
に
座
し

て
思
案
す
る
に
、
大
臣
身
を
屈
し
て
朝
見
に
参
る
）」
で
は
、P.3048

（
乙
）
も

四
八
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他
本
と
同
様
「
宰
相
」
と
い
う
表
記
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
前
者
は
当
該
人
物
が

登
場
す
る
前
の
セ
リ
フ
内
の
語
で
あ
り
、
後
者
は
韻
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
書
き
換

え
が
生
じ
な
か
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。P.3048

（
乙
）
は
こ
の
後
に
「
受
勅

（
詔
を
受
け
る
）」
二
字
が
あ
り
、S.2114

（
丙
）
は
本
句
以
下
三
句
を
欠
く
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
後
掲
注
（
二
二
）「
扵
是
…
…
諸
卅
（
州
）」
に
記
す
。

（
二
〇
）
私
行
：
ひ
そ
か
に
行
く
。「
私
」
は
ひ
そ
か
に
、
こ
っ
そ
り
と
い
う
意
味

の
ほ
か
に
、
私
人
と
し
て
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
こ
で
は
勅
命
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
て
、
身
分
を
隠
し
て
行
く
こ
と
を
言
う

で
あ
ろ
う
。

（
二
一
）
坊
市
：「
坊
」
は
街
の
区
画
、ブ
ロ
ッ
ク
。「
市
」
は
市
場
を
指
す
。S.2114

（
丙
）「
防
」
字
は
、
堤
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
「
坊
」
と
通
用
す
る
が
（『
重

修
玉
篇
』
阜
部
「
防
：
扶
方
切
。
備
也
。
鄣
也
。
禁
也
。
隄
也
。
或
作
坊
」
ほ
か
）、

こ
こ
で
は
誤
字
と
見
る
べ
き
か
。

（
二
二
）
扵
是
…
…
諸
卅
（
州
）：S.4511

（
甲
）・P.3592

（
丁
）・P.2945
（
戊
）

は
四
言
四
句
か
ら
な
り
、S.2114

（
丙
）は
初
め
の
三
句
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
に
準
ず
る
。P.3048

（
乙
）
に
は
「
受
勅
（
詔
を
受
け
る
）」「
巡
暦
（「
巡
歴
」

と
も
。
経
巡
り
視
察
す
る
）」
の
語
が
あ
り
、
全
体
が
六
・
四
・
六
・
四
の
句
作
り
と

な
っ
て
い
る
（
校
合
の
便
を
図
る
た
め
、
原
文
校
勘
部
分
で
は
読
点
の
位
置
を
他

本
と
統
一
し
た
）。
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
扵
是
大
臣
受
勅
、
拜
辤

出
内
、
便
即
私
行
坊
市
、
巡
暦
諸
州
（
そ
こ
で
大
臣
は
詔
を
受
け
る
と
、
拝
礼
し

ご
挨
拶
申
し
上
げ
て
内
廷
を
出
、
す
ぐ
さ
ま
ひ
そ
か
に
街
や
市
場
へ
と
行
き
、
諸

州
を
め
ぐ
り
ま
す
）」。

（
二
三
）
求
覔
：
求
め
る
こ
と
と
探
す
こ
と
。
探
し
求
め
る
。S.4511

（
甲
）
は

こ
の
句
と
次
の
句
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
構
造
を
繰
り
返
す
。P.3048

（
乙
）は「
問

人
（
人
に
問
う
）」、
残
り
の
三
本
は
字
形
は
不
統
一
だ
が
い
ず
れ
も
「
聞
人
」
と

す
る
。
後
者
は
人
が
話
し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
、
噂
し
て
い
る
の
を
聞
く
と
い
っ

た
意
味
か
。P.3048

（
乙
）
は
こ
れ
を
よ
り
平
易
に
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
四
）

（
経
）
行
街
巷
：
街
な
か
を
通
り
か
か
る
。P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
は
「
巷
」
を
「
塂
」
に
作
る
。
こ
の
字
は
遼
の
釋
行
均
撰
『
龍
龕
手
鑑
』「
土

部
」
に
「
胡
絳
反
」
と
読
み
だ
け
を
示
し
、
明
の
章
黼
撰
・
道
長
重
訂
『
重
訂
直

音
篇
』（
續
修
四
庫
全
書
本
影
印
）「
土
部
」
で
は
「
俗
巷
字
」
と
い
う
。
し
か
し

少
な
い
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
地
名
も
し
く
は
「
港
」
字
の
誤
り
の
よ
う
に
見
え
る

う
え
、『
龍
龕
手
鑑
』以
前
の
例
も
見
い
だ
し
が
た
い
。ち
な
み
に
、『
龍
龕
手
鑑
』「
草

部
」
に
は
、「
巷
：
下
降
反
。
里
也
。
巷
街
也
。
與
街
同
」
と
い
い
、「
塂
」
と
は

反
切
が
異
な
る
。「
塂
」字
が
一
般
に
定
着
し
て
い
た
と
は
断
じ
が
た
い
が
、P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
は
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
の
表
記
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。P.3048

（
乙
）
は
「
街
巷
」
が
な
く
、「
経
行
」
を
「
経
過
（
通
る
）」
と
す
る
。

仏
教
用
語
の
「
経
き
よ
う
ぎ
よ
う
行
（
決
ま
っ
た
道
筋
を
往
復
す
る
こ
と
、
読
経
し
な
が
ら
一
定

の
場
所
を
歩
く
こ
と
）」
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
よ
り
一
般
的
な
表
現
に
書

き
換
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
五
）
×
×
貧
生
子
性
王
：
諸
本
と
も
字
数
・
表
記
に
小
異
が
あ
る
。
こ
の
文

の
主
語
は
大
臣
で
あ
る
か
ら
、S.4511

（
甲
）
が
動
詞
「
見
」
を
欠
く
の
は
誤
り
。

直
後
の
「
貧
」
字
と
見
誤
っ
て
書
き
落
と
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
な
る
と
、

S.4511

（
甲
）
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
はP.3048

（
乙
）
系
統
と
は
異
な
る
と
い

う
こ
と
か
。
あ
る
い
はP.3048

（
乙
）
が
「
一
（
一
人
の
、
と
あ
る
）」
を
加
え

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。S.4511

（
甲
）・P.3048

（
乙
）・S.2114

（
丙
）「
貧

四
九
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生
子
」、P.3592

（
丁
）「
貧
生
」
は
貧
し
い
若
者
。P.2945

（
戊
）
の
字
は
判
読

し
が
た
い
が
、「
貧
生
兒
」
と
書
い
て
「
兒
」
の
右
に
「
子
」
と
書
き
入
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
次
の
「
姓
王
」
二
字
がP.3048

（
乙
）
に
の
み
欠
け
て
い

る
の
は
、四
字
句
に
近
づ
け
る
た
め
の
操
作
で
あ
ろ
う
か
（S.4511

（
甲
）
の
「
性
」

字
は
誤
り
）。
次
の
散
文
以
降
、
こ
の
若
者
は
王
郎
と
呼
ば
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、P.3048

（
乙
）
は
そ
れ
ら
の
部
分
も
こ
と
ご
と
く
欠
く
た
め
、「
貧
し
い

若
者
＝
王
郎
」
で
あ
る
こ
と
が
本
訳
注
5
の
最
初
の
韻
文
で
唐
突
に
明
か
さ
れ
る

不
自
然
な
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
六
）
施
問
爯
（
再
）
三
、
當
時
便
肯
：
再
三
訊
ね
て
み
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
承

知
し
た
。『
校
注
』
に
、「
施
」
は
発
音
の
近
似
す
る
「
試
」
の
誤
り
と
い
い
、「
醜

女
變
文
」
に
お
け
る
類
例
（
醜
女
訳
注
（
一
）
3
注
（
二
二
）「
十
指
従
頭
長
与

短
、
各
各
従
頭
施
交
看
」
参
照
）
を
挙
げ
る
。
こ
の
説
に
従
い
「
試
問
（
訊
ね
て

み
る
）」
の
方
向
で
訳
す
。P.3048

（
乙
）
が
「
試
問
婚
囙
（
因
）、他
言
便
肯
（
婚

姻
の
こ
と
を
訊
ね
て
み
る
と
、
彼
は
承
知
し
た
と
言
っ
た
）」
と
す
る
の
は
、「
再

三
（
再
三
、
何
度
も
）」
と
「
當
時
（
す
ぐ
さ
ま
）」
の
組
み
合
わ
せ
が
状
況
的
に

矛
盾
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
か
。
こ
の
場
合
、「
便
肯
」
は
若
者
の
発
言
内
容

と
い
う
こ
と
に
な
る
。P.3048

（
乙
）
で
は
「
當
時
」
二
字
が
直
後
の
句
に
移
動

し
て
い
る
。

（
二
七
）
×
×
令
到
内
門
：
宮
廷
内
の
門
ま
で
行
か
せ
る
。P.3048

（
乙
）
に
は
、

冒
頭
に
「
當
時
（
す
ぐ
さ
ま
）」
と
あ
り
、
展
開
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

S.4511

（
甲
）「
令
到
（
…
ま
で
行
か
せ
る
）」
は
、
他
本
「
領
到
（
…
ま
で
連
れ

て
行
く
）」
に
作
る
。『
校
注
』
は
後
者
を
是
と
す
る
が
、
原
文
の
ま
ま
解
釈
す
る

こ
と
も
可
能
。
ひ
と
ま
ずS.4511

（
甲
）
の
表
記
に
沿
っ
て
訳
す
。

（
二
八
）
先
入
見
王
言
奏
：
ま
ず
入
る
と
王
に
謁
見
し
て
奏
上
す
る
。
こ
の
一
句

はP.3048

（
乙
）
に
の
み
見
え
る
。
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
続
く
「
尋

得
」
が
セ
リ
フ
も
し
く
は
奏
上
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
。
類
例
に
、

醜
女
訳
注
（
一
）
2
注
（
六
）「
大
王
道
」、
同
3
注
（
三
一
）「
×
×
×
×
×
×
」

な
ど
が
あ
り
、P.3048

（
乙
）
で
は
こ
こ
で
も
読
ん
で
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

の
整
理
を
行
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

（
二
九
）
尋
得
皇
帝
、×
×
大
悅
龍
顏
：P.3048

（
乙
）
に
は
こ
の
句
の
直
前
に
「
言

奏
」
と
あ
り
、「
尋
得
」
二
字
が
奏
上
の
セ
リ
フ
も
し
く
は
そ
の
内
容
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（
前
条
参
照
）。「
尋
得
」
は
探
し
て
手
に
入
れ
る
、
見
つ

け
出
す
の
意
。「
譬
喻
經
變
文
」（BD

08333

）
に
「
既
將
鐵
棒
、
直
至
墓
所
、
尋

得
死
屍
、
且
乱
打
一
千
鐵
棒
（
鉄
棒
を
手
に
取
り
ま
す
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
墓
所
へ

と
ゆ
き
、
し
か
ば
ね
を
見
つ
け
出
し
て
、
鉄
棒
で
一
千
回
も
滅
多
打
ち
に
い
た
し

ま
す
）」
と
あ
る
。「
大
悦
」
は
大
い
に
喜
ぶ
こ
と
。
特
に
王
や
皇
帝
を
主
語
と
す

る
例
が
目
立
ち
、
変
文
に
お
い
て
は
上
奏
に
対
す
る
皇
帝
の
反
応
を
表
す
こ
と
が

多
い
（「
捉
季
布
傳
文
」（P.2648

）「
皇
帝
聞
言
情
大
悅
（
皇
帝
様
は
申
し
上
げ

る
の
を
聞
こ
し
召
し
、
心
は
大
い
に
お
喜
び
に
な
る
）」
な
ど
）。「
龍
顔
」
は
皇

帝
の
顔
の
た
と
え
。「
漢
將
王
陵
變
」（P.3627

）
に
「
皇
帝
聞
奏
、
龍
顔
大
悦
、

開
庫
賜
彫
弓
兩
張
、
寳
箭
二
百
隻
、
分
付
与
二
大
臣
（
皇
帝
様
は
奏
上
を
聞
こ
し

召
す
と
、
龍
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
宝
物
庫
を
開
い
て
彫
刻
を
施
し
た
弓
を
ふ
た
張

り
と
、
美
し
い
矢
を
二
百
本
を
下
賜
さ
れ
、
二
人
の
大
臣
に
分
け
て
お
与
え
に
な

り
ま
し
た
）」
と
あ
る
な
ど
、
変
文
で
は
こ
れ
も
上
奏
の
場
面
で
の
用
例
が
散
見

さ
れ
る
。P.3048
（
乙
）
で
は
、
こ
う
し
た
類
型
に
も
と
づ
く
書
き
換
え
が
行
わ

れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
前
文
を
含
め
て
整
理
す
る
と
、「
先
入
見
王
、
言
奏
尋
得
、

五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



皇
帝
聞
說
、
大
悅
龍
顏
（
ま
ず
入
る
と
大
王
に
謁
見
し
、
見
つ
け
当
て
ま
し
た
と

奏
上
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
王
は
申
し
上
げ
る
の
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、

龍
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ら
れ
ま
し
た
）」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
（
校
合
の
便
を

図
る
た
め
、
原
文
校
勘
部
分
で
は
読
点
の
位
置
を
他
本
と
統
一
し
た
）。
他
方
、

S.4511

（
甲
）・S.2114
（
丙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
は
い
ず
れ
も
「
尋

得
皇
帝
大
悅
龍
顏
」
の
八
字
に
作
る
（S.2114

（
丙
）
の
「
脱
」
は
「
悦
」
の
誤

り
）。『
校
注
』
はP.3048

（
乙
）
に
倣
っ
て
「
尋
得
」
二
字
を
奏
上
の
セ
リ
フ

と
と
り
、
以
下
は
報
告
を
受
け
た
皇
帝
の
反
応
と
見
な
す
。
先
述
の
類
型
に
沿
っ

た
解
釈
で
は
あ
る
が
、
句
読
点
の
位
置
が
多
少
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
前
後
の
句

と
同
じ
く
四
字
ず
つ
に
分
読
し
た
場
合
、「
尋
得
皇
帝
、
大
悅
龍
顏
（
大
王
を
見

つ
け
当
て
る
と
、〔
大
王
は
〕龍
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
）」と
な
り
、「
皇
帝
」が「
尋
得
」

の
目
的
語
と
「
大
悅
龍
顏
」
の
主
語
を
兼
ね
る
文
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
う
し

た
文
構
造
は
白
話
文
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、「
目
連
変
文
」（
杏
雨
羽071

）
の

「
故
来
訪
覔
阿
嬢
、名
青
提
夫
人
、聞
語
（「
特
に
母
を
訪
ね
て
参
ら
れ
た
、〔
母
の
〕

名
は
青
提
夫
人
と
い
う
。」〔
青
提
夫
人
は
〕
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
）」
な
ど
の
例

が
あ
る
。
目
連
訳
注（
三
）⓲
注（
三
〇
）「
故
来
…
…
闻
語
」参
照
。S.4511

（
甲
）

な
ど
で
は
上
奏
に
ま
つ
わ
る
動
作
が
具
体
的
に
描
か
れ
な
い
が
、「
大
悦
」「
龍
顔
」

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
は
あ
る
。
句

の
リ
ズ
ム
を
尊
重
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
形
で
訳
出
し
て
お
く
。

（
三
〇
）
遂
朝
：
他
本
は
い
ず
れ
も
「
逐
詔
」
に
作
る
。S.4511

（
甲
）
の
表
記
は
、

音
通
ま
た
は
発
音
の
近
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
醜
女
訳
注（
一
）3
注（
三
三
）

「
朝
」
参
照
。
い
ま
、
他
本
に
沿
っ
て
「
逐
詔
」
の
方
向
で
訳
す
。

（
三
一
）
宰
相
：P.3048

（
乙
）
の
み
「
一
臣
」
と
す
る
。
前
掲
注
（
一
九
）「
宰

相
×
×
」
参
照
。

（
三
二
）
引
到
：
連
れ
て
く
る
。P.3048

（
乙
）
の
み
「
引
對
（
連
れ
て
き
て
受

け
答
え
す
る
）」
と
す
る
。

《
唱
》

  S.4511

（
甲
）：
皇
帝
座
想
寶（
三
三
）殿、
宰
相
曲
弓
如
来（
三
四
）見、「
前
時
奉
献
覔（
三
五
）人、

  P.3048

（
乙
）：
皇
帝
㘴
相
寶
殿
、
宰
相
曲
躬
㘴
来
見
、「
前
時
奉
勅
覔□覔

人
、

  S.2114

（
丙
）：
皇
帝
㘴
相
寶
殿
、
宰
相
曲
躬
㘴
来
見
、「
前
時
奉
勅
覔
人
、

  P.3592

（
丁
）：
皇
帝
㘴
相
寶
殿
、
宰
相
曲
躬
㘴
来
見
、「
前
時
奉
勅
覔
人
、

  P.2945

（
戊
）：
皇
帝
㘴
相
寶
殿
、
宰
相
曲
躬
㘴
来
見
、「
前
時
奉
勅
覔
人
、

      

今
日
得（
三
六
）衣王

願
。
門
前
有
一
児
郎
、
性
行
不
坊
慈（
三
七
）善。

出（
三
八
）来好（
三
九
）哥面（
四
〇
）㒵、

只

  

今
日
得
依
王
𩔊
。
門
前
有
一
児
郎
、
性
行
不
坊
慈
善
。
出
来
好
个
面
模
、
口

  

今
日
得
依
王
𩔊
。
门
前
有
一
児
郎
、
往
行
不
方
慈
善
。
出
来
好
哥
面
貌
、
只

  

今
日
得
依
王
𩔊
。
門
前
有
一
児
郎
、
性
行
不
方
慈
善
。
出
来
好
哥
面
毛
、
只

  

今
日
得
依
王
𩔊
。
门
前
有
一
児
郎
、
性
行
不
方
慈
善
。
出
来
好
哥
面
毛
、
只

      
是
有
些
〻
舌（
四
一
）短。」
云
〻

  
是
有
些
〻
舌
短
。」

  

是
×
些
〻
舌
短
。」

  

是
有
些
×
舌
短
。」
云
〻

  

是
有
些
×
舌
短□
。」

    

五
一

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



【
現
代
語
訳
】

大
王
宝
殿
に
座
し
て
思
案
す
る
に
、
大
臣
身
を
屈
し
て
朝
見
に
参
る
。「
過
日

勅
命
を
賜
り
ま
し
た
尋
ね
人
の
件
は
、
本
日
大
王
の
お
望
み
の
と
お
り
に
で
き
ま

し
た
。
宮
前
に
在
り
し
一
青
年
、
性
行
は
な
は
だ
善
良
に
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
な
か
な
か
の
男
ぶ
り
、
た
だ
し
少
々
舌
短
の
障
り
が
あ
り
ま
す
る
。」

【
注
】

（
三
三
）
座
想
寶
殿
：
直
訳
す
る
と
「
座
し
て
宝
殿
を
想
う
」
と
な
る
が
、
や
や

文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
。S.4511

（
甲
）
が
「
想
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
他
本
は
い

ず
れ
も
「
相
」
と
し
、『
選
注
』
は
こ
れ
が
「
於
」
の
草
書
体
に
似
る
こ
と
か
ら
、「
坐

於
（
…
に
座
っ
て
）」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。S.4511

（
甲
）「
想
」
は
「
相
」

を
さ
ら
に
書
き
誤
っ
た
も
の
か
、
も
し
く
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
に
書
き
換
え

た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
本
訳
注
で
は
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、「
想
」
を
動
詞

と
と
っ
て
、
座
っ
て
考
え
る
、
思
い
を
め
ぐ
ら
す
と
い
う
方
向
に
解
釈
し
、
後
の

「
寶
殿
」
は
そ
の
場
所
を
指
す
も
の
と
し
て
訳
す
。

（
三
四
）
曲
弓
如
来
見
：「
曲
が
っ
た
弓
の
如
く
（
身
を
か
が
め
て
）
朝
見
に
参
る
」

と
解
釈
す
る
に
は
語
順
が
不
自
然
で
あ
る
。
他
本
は
す
べ
て
「
曲
躬
来
見
（
身
を

屈
し
て
朝
見
に
参
る
）」
と
し
、『
校
注
』
は
こ
れ
に
倣
う
。S.4511

（
甲
）
の
「
如
」

字
を
、
敦
煌
文
書
に
散
見
さ
れ
る
「
如
」
と
「
而
」
の
混
用
（
目
連
訳
注
（
一
）

3
注
（
四
二
）「
如
共
語
」
参
照
）
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
句
の
字
数
が

合
わ
な
い
た
め
や
は
り
衍
字
で
あ
ろ
う
。「
曲
躬
」
は
腰
を
折
る
、
身
体
を
曲
げ

る
の
意
で
、
敬
意
を
表
す
動
作
を
い
う
。「
燕
子
賦
」（P.3666

）
に
「
鷰
子
忽
硉

出
頭
、
曲
躬
分
踈
（
燕
は
恐
れ
る
こ
と
な
く
出
向
き
ま
す
と
、
腰
を
折
っ
て
申
し

開
き
を
い
た
し
ま
す
）」
と
あ
る
。

（
三
五
）
奉
献
覔
人
：S.4511

（
甲
）
の
「
奉
献
（
献
上
す
る
）」
は
や
や
文
意
に

そ
ぐ
わ
な
い
。
他
本
に
も
と
づ
い
て
「
奉
勅
（
勅
命
を
奉
じ
る
）」
の
方
向
で
解

釈
し
て
お
く
。「
覔
人
」
は
人
を
探
す
、
探
し
人
。P.3048

（
乙
）
は
一
字
墨
で

消
し
て
右
に
「
覔
」
と
書
い
て
い
る
が
、
訂
正
前
の
字
も
「
覔
」
に
見
え
る
。

（
三
六
）
得
衣
：「
得
」
は
可
能
の
意
。
…
で
き
る
。S.4511

（
甲
）
の
「
衣
」
は

他
本
と
同
様
「
依
」
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
三
七
）
性
行
不
坊
慈
善
：
人
柄
や
素
行
が
大
変
善
良
で
あ
る
。「
性
行
」
は
性
質

や
行
い
。
人
柄
。S.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
の
「
不
方
」
は
「
不

妨
」
と
も
書
き
、
非
常
に
、
大
変
の
意
（
蒋
禮
鴻
）。「
佛
説
阿
彌
陀
經
講
經
文
」

（P.2931

）
に
「
我
有
一
女
在
家
、性
行
不
方
柔
順
（
う
ち
に
は
一
人
の
娘
が
お
り
、

人
柄
は
大
変
す
な
お
で
す
）」
と
あ
る
。S.4511

（
甲
）・P.3048

（
乙
）
が
「
不
坊
」

に
作
る
の
は
、
表
記
が
ま
だ
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
三
八
）
出
来
：
生
来
、
生
ま
れ
つ
き
。「
佛
説
阿
彌
陀
經
講
經
文
」（P.2931

）
に

「
盡
具
三
明
及
六
通
、
个
々
出
来
能
自
在
（
三
明
と
六
通
〔
仏
が
持
つ
三
つ
の
智

慧
と
六
つ
の
神
通
力
〕
を
こ
と
ご
と
く
具
え
、
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
つ
き
意
の
ま
ま

に
で
き
た
）」
と
あ
る
。

（
三
九
）
好
哥
：「
好
哥
」
は
文
字
通
り
に
は
よ
い
お
兄
さ
ん
。P.3048

（
乙
）
は

発
音
の
近
い
「
好
个
（
よ
い
）」
に
作
る
（「
个
」
は
量
詞
）。
こ
ち
ら
の
方
が
自

然
な
表
現
に
思
わ
れ
る
が
、S.4511

（
甲
）
で
も
意
味
は
通
る
た
め
、
と
り
あ
え

ず
原
文
の
表
記
に
従
っ
て
訳
し
て
お
く
。

（
四
〇
）
面
㒵
：
か
お
、
容
貌
。「
㒵
」
は
「
貌
」
の
異
体
字
。P.3048

（
乙
）

「
面
模
」
は
顔
の
様
子
、
顔
つ
き
と
い
う
こ
と
か
。P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
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は
「
面
毛
」
と
す
る
。「
毛
」
は
発
音
の
類
似
に
よ
る
誤
り
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

前
出
「
天
生
㒵
不
強
」
な
ど
で
は
諸
本
と
同
じ
く
「
㒵
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
の

部
分
に
だ
け
異
同
が
生
じ
た
理
由
は
特
定
し
が
た
い
。

（
四
一
）
只
是
有
些
〻
舌
短
：
た
だ
し
い
さ
さ
か
舌
短
の
障
り
が
あ
る
。「
舌
短
」

に
つ
い
て
蒋
禮
鴻
は
、「
一
種
の
生
理
的
欠
陥
で
、俗
に
「
大
舌
頭
〔
滑
舌
が
悪
い
。

口
腔
内
の
異
常
が
原
因
の
場
合
も
含
む
〕」
と
い
い
、
患
者
は
発
音
が
不
明
瞭
で

は
っ
き
り
と
し
な
い
（
一
種
生
理
缼
陥
、
即
俗
云
「
大
舌
頭
」、
患
者
口
歯
含
混

不
清
）」
と
解
説
し
、用
例
と
し
て
『
宋
書
』
巻
六
八
「
南
郡
王
義
宣
伝
」
の
「
南

郡
王
義
宣
、
生
而
舌
短
、
澀
於
言
論
（
南
郡
の
王
義
宣
は
、
生
ま
れ
つ
き
舌
短
で
、

言
葉
が
な
め
ら
か
で
な
い
）」
や
、『
太
平
廣
記
』
巻
一
七
〇
に
引
く
『
北
夢
瑣
言
』

「
韋
岫
」
の
「
唐
丞
相
盧
㩦
、
大
中
初
舉
進
士
。
風
貌
不
揚
、
語
亦
不
正
、
呼
㩦

為
慧
、
蓋
舌
短
也
（
唐
の
丞
相
盧
㩦
は
、
大
中
〔
八
四
七
～
八
六
〇
〕
の
初
め
に

進
士
に
及
第
し
た
。
風
采
が
あ
が
ら
な
い
う
え
、言
葉
も
き
ち
ん
と
し
て
お
ら
ず
、

「
携
」
を
「
慧
」
と
発
音
し
て
い
た
の
は
、
恐
ら
く
舌
短
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）」

な
ど
を
挙
げ
る
。
い
わ
ゆ
る
舌
小
帯
短
縮
症
の
こ
と
か
。S.4511

（
甲
）・P.3048

（
乙
）の「
有
些
〻
」は
、い
さ
さ
か
の
…
が
あ
る
の
意
。「
廬
山
遠
公
話
」（S.2073
）

「
寺
曰
此
〔
曰
寺
此
〕
先
来
貧
虚
、
都
無
一
物
。
縱
有
些
々
施
利
、
…
…
實
無
財

帛
（
申
し
ま
す
に
は
、「
こ
の
寺
は
か
ね
て
か
ら
貧
し
く
、
何
一
つ
と
て
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
い
さ
さ
か
の
布
施
を
包
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
も
の
の
、
…
…
財
宝

や
錦
は
さ
っ
ぱ
り
あ
り
ま
せ
ん
」）」
な
ど
の
用
例
は
あ
る
が
、S.4511

（
甲
）
の

場
合
は
前
後
の
つ
な
が
り
が
や
や
不
自
然
か
つ
全
体
が
字
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

P.3048

（
乙
）
は
「
只
是
（
た
だ
し
）」
を
「
口
是
（
口
は
）」
と
書
き
換
え
る
こ

と
で
文
の
通
り
を
多
少
改
善
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
字
余
り
の
問
題
は
解

決
で
き
て
い
な
い
。S.2114

（
丙
）
は
「
有
些
〻
」
三
字
を
「
些
〻
」
に
、P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）は「
有
些
」に
す
る
こ
と
で
六
字
句
に
整
え
て
い
る
。「
有
些
」

は
い
さ
さ
か
、少
し
の
意
。S.4511

（
甲
）・P.3592

（
丁
）は
こ
の
句
の
後
に「
云
々
」

が
あ
る
。

《
唱
》

  S.4511

（
甲
）：
大
王
聞
說
喜
俳（
四
二
）佪、

倦マ
マ

上
珠
簾

帳
（
四
三
）開

。
既
強
聖
×
×
𫟚

  P.3048

（
乙
）：
大
王
聞
說
喜
俳
佪
、
倦マ
マ

上
珠
簾
御
悵
開
。
既

聖
人
心
𫟚

  S.2114

（
丙
）：
大
王
聞
說
喜
俳
佪
、
捲
上
珠
簾
御
帳
開
。
既
強
聖
人
心
𫟚

  P.3592

（
丁
）：
大
王
聞
說
喜
俳
佪
、
捲
上
珠
簾
御
帳
開
。
既
強
聖
人
心
𫟚

  P.2945

（
戊
）：
大
王
闻
說
喜
俳
佪
、
捲
上
珠
簾
御
帳
𫔭
。
既
強
聖
人
心
𫟚

      

事（
四
四
）、

也
兼
皇
后
樂

〻
（
四
五
）。

嬪
妃

女
令
詔（
四
六
）入、

内
監
忙
〻
迤
邐（
四
七
）催。

便
把
被

  

事
、
也
兼
皇
后
樂
咳
〻
。
嬪
妃
傳
下
令
詔
入
、
内
養
忙
〻
邐
迤
催
。
便
杷
布

  

事
、
也
嫌マ
マ

皇
后
樂
孩
〻
。
嬪
妃
婇
女
令
詔
入
、
内
監
忙
〻
迤
邐
催
。
便
把
布

  

事
、
也
兼
皇
后
樂
咳
咳
。
嬪
妃
婇
女
令
詔
入
、
内
監
督
〻
迤
邐
催
。
便
𢩵マ
マ

布

  

事
、
也
嫌マ
マ

皇
后
樂
咳
〻
。
嬪
妃
婇
女
令
詔
入
、
内
監
忙
〻
迤
邐
催
。
便
把
布

      
衫（
四
八
）揩
或（
四
九
）面
、
朾（
五
〇
）板精
身（
五
一
）強入
来
。

  

衫
揩
栻
面
、
打
扳□
精
神
直
入
来
。

  

衣
揩
或
面
、
板
朾
精
神
直
入
来
。

  

衫
揩
式□
面
、
打
板
精
身
直
入
来
。
云
〻

  

衫
揩
式
面
、
打
板
精
神
強
入
来
。

五
三

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



【
現
代
語
訳
】

大
王
は
申
し
上
げ
る
の
を
聞
こ
し
召
し
て
う
き
う
き
と
喜
び
、
玉
の
御
簾
を
巻

き
上
げ
て
帳
を
開
か
れ
ま
す
。
大
王
が
胸
中
の
お
考
え
に
つ
い
て
意
を
強
く
な

さ
っ
た
か
ら
に
は
、
お
妃
も
に
こ
に
こ
と
楽
し
そ
う
に
な
さ
い
ま
す
。
妃
嬪
や
宮

女
ら
は
詔
に
よ
っ
て
（
王
郎
を
）
入
ら
せ
、
宦
官
ら
は
せ
か
せ
か
と
列
を
な
し
て

急
が
せ
ま
す
。
そ
こ
で
（
王
郎
は
）
布
の
単
衣
に
て
顔
を
ぬ
ぐ
う
と
、
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
て
ず
い
と
入
っ
て
参
り
ま
す
。

【
注
】

（
四
二
）
喜
俳
佪
：「
俳
佪
」
は
「
徘
徊
」
に
同
じ
。
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
回
る
こ
と

だ
が
、
こ
こ
で
は
喜
ぶ
様
子
を
い
う
。「
喜
徘
徊
」
三
字
の
例
に
、「
羅
振
玉
敦
煌

零
拾
維
摩
詰
經
講
經
文
」（P.2292

）
の
「
汝
見
維
摩
情
欵
曲
、
維
摩
見
汝
喜
俳

佪
（
そ
な
た
は
維
摩
の
情
が
ま
こ
と
に
細
や
か
な
さ
ま
を
見
、
維
摩
は
そ
な
た
の

喜
び
う
き
う
き
と
す
る
さ
ま
を
見
る
）」
が
あ
り
、醜
女
訳
注
（
三
）
⓾
に
も
「
大

王
聞
説
喜
徘
佪
」
と
い
う
句
が
後
出
す
る
。

（
四
三
）

帳
：「

」
は
「
御
」
の
字
形
の
一
つ
。
他
本
は
い
ず
れ
も
「
御
帳
」

と
す
る
。

（
四
四
）
既
強
聖
×
×

事
：S.4511

（
甲
）
は
五
字
句
と
す
る
が
、
他
本
に
も

と
づ
き
「
人
心
」
二
字
を
補
う
。「
強
」
は
強
く
す
る
。
あ
る
い
は
強
い
て
行
う
、

つ
と
め
る
の
意
か
。
前
者
で
あ
れ
ば
「
胸
中
の
こ
と
に
つ
い
て
意
を
強
く
し
た

か
ら
に
は
」、
後
者
で
あ
れ
ば
「
胸
中
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
か
ら
に
は
」

と
い
う
方
向
に
訳
せ
よ
う
。
仮
に
前
者
の
意
に
解
し
て
お
く
。P.3048

（
乙
）
が

「
既

（
然
）
聖
人
心
𫟚
事
（
皇
帝
様
の
胸
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
に
は
）」
と
す

る
の
は
、
文
意
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
書
き
換
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
四
五
）
樂

〻
（
嘵
嘵
）：
一
音
節
の
形
容
詞
A
を
後
置
成
分
B
B
が
修
飾

す
る
A
B
B
型
形
容
詞
で
あ
る
が
、
こ
の
三
字
の
用
例
はS.4511

（
甲
）
以
外

に
見
い
だ
し
が
た
い
。「
嘵
嘵
」
は
『
詩
經
』「
豳
風
」
の
「
鴟
鴞
」
に
「
予
羽
譙
譙
、

予
尾
翛
翛
、
予
室
翹
翹
、
風
雨
所
漂
搖
、
予
維
音
嘵
嘵
（
私
〔
小
鳥
〕
の
羽
は
し

お
し
お
と
窶
れ
、
私
の
尾
は
さ
わ
さ
わ
と
破
れ
、
私
の
住
ま
い
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
落

ち
か
か
り
、
風
雨
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
私
は
ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ
あ
鳴
き
声
を
あ
げ
る
ば

か
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、通
常
う
る
さ
く
け
た
た
ま
し
い
音
を
指
す
。「
樂
嘵
嘵
」

三
字
を
声
を
あ
げ
て
楽
し
む
様
子
と
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
他
の

句
と
韻
が
合
わ
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。P.3048

（
乙
）・P.2945

（
戊
）
は
「
樂

咳
〻
」
で
押
韻
す
る
。「
咳
咳
」
は
喜
ぶ
さ
ま
。
蒋
禮
鴻
は
「
維
摩
詰
經
講
經
文
」

の
「
菩
薩
相
隨
皆
躍
躍
、
聲
聞
從
後
樂

（
菩
薩
が
付
き
従
え
ば
皆
な
躍
り

上
が
り
、
声
が
聞
こ
え
れ
ば
後
に
付
い
て
喜
ぶ
）」
を
引
き
、『
敦
煌
變
文
集
』
が

「

」
を
「
咳
咳
」
に
校
訂
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
。P.3592

（
丁
）
も
「

」

に
似
た
字
形
に
作
る
が
、
こ
れ
は
「
咳
咳
」
を
崩
し
て
書
い
た
も
の
の
よ
う
に
見

え
る
。
仮
に
「
咳
咳
」
と
翻
字
し
て
お
く
。S.2114

（
丙
）
の
「
孩
〻
」
は
誤
字
。

P.3048

（
乙
）
以
下
に
し
た
が
っ
て
「
樂
咳
咳
」
の
方
向
で
訳
す
。

（
四
六
）
嬪
妃

（
婇
）
女
令
詔
入
：「
嬪
妃
」
は
王
の
妾
妃
。「
婇
女
」
は
「
采
女
」

に
同
じ
く
、宮
中
の
女
官
の
こ
と
。「
詔
入
」は
詔
に
よ
っ
て
入
る
の
意
。『
舊
唐
書
』

（
中
華
書
局
一
九
七
五
年
）
巻
九
二
・
列
伝
四
二
「
韋
安
石
列
傳
」
に
「（
韋
巨
源
）

證
聖
初
、
出
為
鄜
州
刺
史
、
尋
拜
地
官
尚
書
、
神
都
留
守
。
長
安
二
年
、
詔
入
轉

刑
部
尚
書
、
又
加
太
子
賓
客
、
再
為
神
都
留
守
（〔
韋
巨
源
は
〕
證
聖
〔
武
周
の

五
四
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武
則
天
の
時
。
六
九
五
年
〕の
初
め
、鄜
州
刺
史
と
し
て
出
仕
し
、次
い
で
地
官〔
戸

部
〕
尚
書
、神
都
〔
洛
陽
〕
留
守
を
拝
命
し
た
。
長
安
二
年
〔
七
〇
二
〕、詔
に
よ
っ

て
〔
中
央
に
〕
入
る
と
刑
部
尚
書
に
転
任
し
、
さ
ら
に
太
子
賓
客
の
身
分
を
加
え

ら
れ
、
再
び
神
都
留
守
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。
醜
女
変
文
で
は
使
役
「
令
」
を
伴

う
た
め
、
詔
に
よ
っ
て
入
ら
せ
る
の
意
と
な
る
。
使
役
の
対
象
は
醜
女
の
相
手
と

し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
若
者
、す
な
わ
ち
王
郎
と
見
て
よ
い
。「
詔
」が「
招
」「
召
」

の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
王
郎
を
中

へ
入
ら
せ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
だ
ろ
う
。P.3048

（
乙
）
は
「
嬪
妃
傳
下
令
詔

入
」
と
す
る
。
嬪
妃
が
命
令
や
詔
を
伝
え
て
入
る
と
い
う
意
味
か
。

（
四
七
）
内
監
忙
〻
迤
邐
催
：
内
監
は
慌
た
だ
し
く
列
を
な
し
て
急
が
せ
る
。
内

監
は
宦
官
の
異
称
。
宦
官
は
宮
廷
内
の
男
子
禁
制
の
区
域
に
も
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
嬪
妃
ら
と
と
も
に
王
郎
の
取
り
次
ぎ
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。「
羅
振
玉
敦
煌
零
拾
維
摩
詰
經
講
經
文
」（S.3872

）
に
「
宮
人
妓
女
、
無
不

依
属
、
内
監
嬪
妃
、
皆
令
官
（
處
）
治
（
宮
人
や
妓
女
ら
は
付
き
従
わ
ぬ
者
と
て

な
く
、
内
監
や
嬪
妃
ら
は
み
な
世
話
を
さ
せ
る
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
内
監
と

嬪
妃
と
が
並
列
さ
れ
て
い
る
。P.3048

（
乙
）「
内
養
」も
宦
官
を
指
す
唐
代
の
語
。

「
乙
巳
、
令
内
養
馮
叔
良
殺
前
徐
州
監
軍
王
守
涓
於
中
牟
縣
（
乙
巳
〔
四
日
〕、
内

養
の
馮
叔
良
に
命
じ
て
前
徐
州
監
軍
の
王
守
涓
を
中
牟
縣
に
て
殺
さ
せ
た
）」
と

あ
る
。P.3048

（
乙
）
の
書
き
換
え
の
傾
向
か
ら
い
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

語
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
迤
邐
」は
連
綿
と
繋
が
る
さ
ま
。P.3048

（
乙
）「
邐
迤
」
も
同
じ
。

（
四
八
）
被
衫
：
文
字
通
り
に
は
「
上
衣
を
被
る
」
の
意
で
あ
る
が
、
直
前
に
「
把

（
…
を
）」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
位
置
に
は
目
的
語
に
相
当
す
る
名
詞
が
置
か

れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。P.3048

（
乙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）
の
「
布

衫
（
布
の
単
衣
）」、
ま
た
はS.2114

（
丙
）
の
「
布
衣
（
布
の
着
物
）」
の
い
ず

れ
か
が
よ
り
適
当
で
あ
ろ
う
。
仮
に
前
者
に
し
た
が
っ
て
訳
す
。「
布
」
は
各
時

代
に
お
け
る
最
も
安
価
な
繊
維
を
指
し
、
王
郎
の
庶
民
性
を
表
し
て
い
る
。

（
四
九
）
揩
或
：P.3048

（
乙
）
の
「
揩
拭
（
ぬ
ぐ
う
）」
が
正
し
い
。P.2945

（
戊
）

が
「
揩
式
」
と
す
る
の
は
、
表
記
が
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
同
義
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。S.4511

（
甲
）・S.2114

（
丙
）
の
「
揩
或
」

は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
字
と
思
わ
れ
、P.3592

（
丁
）
は
「
或
」
を
書
い
た
あ

と
に
「
式
」
と
上
書
き
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
五
〇
）
朾
板
：S.4511

（
甲
）・S.2114

（
丙
）
の
「
朾
」
は
撞
く
、
叩
く
と
い

う
意
味
。
た
だ
し
、
俗
書
に
お
い
て
は
手
偏
と
木
偏
の
通
用
は
珍
し
く
な
い
こ

と
か
ら
（
目
連
訳
注
（
三
）
⓲
注
（
一
二
）「
朾
（
打
）」
参
照
）、P.3048

（
乙
）

な
ど
と
同
様
に
、「
打
」
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
二
字
目
の
「
板
」

もP.3048

（
乙
）
と
同
じ
く
手
偏
の
字
と
考
え
、「
打
扳
」
二
字
で
奮
い
立
た
せ

る
の
意
と
取
っ
て
お
く
。S.2114

（
丙
）
が
二
字
を
倒
置
す
る
の
は
誤
り
。

（
五
一
）
強
：S.4511

（
甲
）・P.2945

（
戊
）
は
「
強
（
強
い
て
、
無
理
に
）」、

そ
の
他
の
諸
本
は「
直（
ま
っ
す
ぐ
に
）」と
す
る
。P.3592

（
丁
）とP.2945

（
戊
）

の
間
で
異
同
が
発
生
す
る
例
は
や
や
珍
し
い
。
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通
る
が
、
底

本
で
あ
るS.4511

（
甲
）
に
沿
っ
て
訳
す
。P.3592

（
丁
）
は
こ
の
後
に
も
「
云
々
」

を
つ
け
て
い
る
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
王（
五
二
）郎登（
五
三
）時見

皇
帝
×
、
道
何
言（
五
四
）語、

五
五

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



P.3048

（
乙
）：
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

S.2114
（
丙
）：
王
郎
登
時
見
皇
帝
時
、
道
何
言
語
、
云
〻

P.3592
（
丁
）：
王
郎
登
時
見
皇
帝
時
、
道
何
言
語
、
云
〻

P.2945

（
戊
）：
王
郎
登
時
見
皇
帝
時
、
道
何
言
語
、
云
〻

【
現
代
語
訳
】

王
郎
は
す
ぐ
さ
ま
大
王
に
お
目
に
か
か
り
、
何
と
申
し
ま
す
か
と
い
え
ば
、

【
注
】

（
五
二
）
王
郎
：
醜
女
の
相
手
と
し
て
連
れ
ら
れ
た
若
者
の
呼
称
。
前
の
散
文
部

分
に
お
い
て
、
王
姓
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
た
。P.3048

（
乙
）
に
は
そ

の
部
分
が
な
く
（
注
（
二
五
）「
×
×
貧
生
子
性
王
」
参
照
）、
さ
ら
に
こ
の
一
文

も
欠
く
た
め
、
若
者
の
名
が
な
お
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
三
）
登
時
：
す
ぐ
さ
ま
。「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」（S.2614

）
に
「
仏

喚
阿
難
而
剃
髮
、衣
裳
便
化
作
袈
裟
。
登
時
證
得
阿
難
漢
、後
受
婆
羅
提
木
叉
（
仏

様
が
阿
難
陀
を
呼
ん
で
（
羅
卜
の
）
髪
を
剃
ら
せ
る
と
、
衣
裳
は
た
ち
ま
ち
変
じ

て
袈
裟
と
な
る
。
す
ぐ
さ
ま
悟
り
を
開
い
て
阿
羅
漢
果
を
得
、
そ
の
後
で
波は

ら羅
提だ
い

木も
く
し
ゃ叉

を
授
け
ら
れ
た
）」
と
あ
る
。

（
五
四
）
見
皇
帝
×
、
道
何
言
語
：S.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945

（
戊
）

は
「
見
皇
帝
時
、
道
何
言
語
（
皇
帝
に
ま
み
え
た
と
き
、
何
と
申
し
ま
す
か
と
い

え
ば
）」
に
作
る
が
、「
時
」
は
直
前
に
置
か
れ
た
「
登
時
」
と
や
や
重
複
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
後
掲
5
冒
頭
の
散
文
に
「
當
尒
之
時
、
道
何
言
語
（
さ
て
こ
の

時
、
何
と
申
し
ま
す
か
と
い
え
ば
）」
と
あ
り
、「
…
時
、
道
何
言
語
」
と
い
う
パ

タ
ー
ン
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。S.4511

（
甲
）の
通
り
に
訳
す
。P.3048

（
乙
）
は
こ
の
部
分
に
加
え
、5
の
冒
頭
お
よ
び
そ
の
後
の
部
分
で
も
「
道
何
言
語
」

を
含
む
散
文
を
削
除
し
て
い
る
。
5
注
（
一
一
）「
良
久
乃
蘓
。
宮
人
道
何
言
話
」

参
照
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
扵
是
貧（
五
五
）仕蒙
詔
、
詭マ
マ

拜
大
王
已（
五
六
）了。
叉
手
又
說
寒
温
、
直

    P.3048

（
乙
）：
扵
是
貧
仕
蒙
詔
、
跪
拜
大
王
已
了
。
叉
手
又
說
寒
温
、
直

    S.2114

（
丙
）：
扵
是
貧
仕
蒙
詔
、
跪
拜
大
王
以
了
。
叉
手
又
說
寒
温
、
直

    P.3592

（
丁
）：
扵
是
貧
仕
蒙
詔
、
跪
拜
大
王
以
了
。
叉
手
又
說
寒
温
、
直

    P.2945

（
戊
）：
扵
是
貧
仕
蒙□
詔
、
跪
拜
大
王
以
了
。
叉
手
又
說
寒
温
、
直

    

    

下（
五
七
）令人

失（
五
八
）咲。

更
道
「
下
情
無（
五
九
）任、

得（
六
〇
）仕丈

母
阿（
六
一
）

㛐
。」
超（
六
二
）居進

步
向（
六
三
）前、

    

下
交
人
失
𠺑
。
更
道
「
下
情
無
任
、
得
事
丈
母
阿
㛐
。」
起
居
進
步
向
前
、

    

下
令
人
失

。
更
道
「
下
情
無
任
、
得
仕
丈
母
阿
㛐
。」
起
居
向
前顛
到進
歩
、

    

下
令
人
失
𠺑
。
更
道
「
下
情
無
任
、
得
仕
丈
母
阿
㛐
。」
起
居
進
步
向
前
、

    

下
令
人
失

。
更
道
「
下
情
無
任
、
得
仕
丈
母
阿
㛐
。」
起
居
進
步
向
前
、

    

    「
下
情
不

恰（
六
四
）好。」

    「
下
情
不

怜
好
。」

    「
下
情
不

恰
好
。」

    「
下
情
不

恰
好
。」
※P.3592

（
丁
）
は
こ
こ
ま
で
。

    「
下
情
不

怜
好
。」

五
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



【
現
代
語
訳
】

貧
し
き
若
者
は
詔
を
賜
り
、
大
王
へ
の
拝
礼
を
果
た
し
た
。
拱
手
し
て
寒
い
や

ら
温
い
や
ら
天
候
の
挨
拶
を
申
す
ゆ
え
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
人
の
失
笑
を
買
う
。
重

ね
て
申
す
に
「
わ
た
く
し
は
母
上
や
兄
嫁
様
に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び

に
堪
え
ま
せ
ぬ
。」
身
を
起
こ
し
歩
を
進
め
て
御
前
へ
と
参
り
、「
わ
た
く
し
は
ご

寵
愛
い
た
だ
け
る
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ぬ
。」

【
注
】

（
五
五
）
貧
仕
：「
貧
士
」
に
同
じ
。
唐
・
歐
陽
詢
撰
『
藝
文
類
聚
』
巻
九
七
に
録

さ
れ
る
西
晉
の
陸
雲
「
寒
蟬
賦
」
に
「
若
夫
歳
聿
云
暮
、
上
天
其
凉
、
感
運
悲
聲
、

貧
士
含
傷
（
年
が
暮
れ
な
ん
と
す
る
時
、
天
は
荒
涼
と
し
て
、
運
命
に
感
じ
て
悲

声
を
上
げ
れ
ば
、
貧
士
は
憂
い
を
抱
く
）」
と
あ
る
。

（
五
六
）
已
了
：
済
ま
せ
た
。S.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）・P.2945
（
戊
）
は

「
已
」を
音
通
字「
以
」に
作
る
。
こ
の
二
字
の
通
用
は
敦
煌
変
文
で
頻
用
さ
れ
る
。

目
連
訳
注
（
一
）
1
注
（
三
三
）「
已
」、
同
2
注
（
二
九
）「
如
來
所
已
立
三
車
」

な
ど
を
参
照
。

（
五
七
）
令
：
使
役
「
…
さ
せ
る
」。P.3048

（
乙
）
が
「
交
（
…
さ
せ
る
）」
と

す
る
の
は
、
命
令
す
る
と
い
う
意
味
の
動
詞
と
取
り
違
え
な
い
た
め
の
配
慮
か
。

（
五
八
）
失
咲
：「
咲
」
は
「
笑
」
に
同
じ
。
失
笑
す
る
。
王
郎
が
場
に
似
つ
か
わ

し
く
な
い
庶
民
的
な
挨
拶
を
述
べ
た
の
で
、
宮
廷
の
人
々
が
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
他
本
は
い
ず
れ
も
「
笑
」
の
異
体
字
に
作
る
。

（
五
九
）
下
情
無
任
：「
下
情
」
は
自
分
の
心
情
を
謙
遜
し
て
言
う
語
。「
無
任
」

は
…
に
堪
え
な
い
、
大
い
に
…
で
あ
る
。
こ
の
四
字
は
書
簡
や
上
表
な
ど
の
結
び

に
頻
出
す
る
常
套
句
。
後
に
「
攀
戀
（〔
優
れ
た
役
人
を
〕
お
慕
い
す
る
）」「
惶

懼
（
恐
れ
入
る
）」
な
ど
、
感
動
や
感
謝
を
表
す
語
を
接
続
す
る
場
合
が
多
く
、

文
書
の
書
式
を
指
南
す
る
敦
煌
文
書
「
刺
史
書
儀
」（P.3864

）
に
も
「
下
情
無

任
感
恩
荣
懼
（
わ
た
く
し
は
恩
義
へ
の
感
謝
と
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
）」
と
い
っ

た
例
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
「
下
情
無
任
」
が
感
謝
・
感
激
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も

含
ん
で
い
る
と
考
え
、「
わ
た
く
し
は
母
上
や
兄
嫁
様
に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で

き
、
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
」
と
訳
し
た
。「
無
任
」
の
対
象
を
次
句
の
内
容
と
考

え
た
場
合
は
「
わ
た
く
し
は
（
取
る
に
足
り
な
い
者
で
）
母
上
や
兄
嫁
様
に
お
仕

え
す
る
に
堪
え
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
に
も
理
解
で
き
る
。

（
六
〇
）
仕
：
仕
え
る
。P.3048

（
乙
）
は
音
の
類
似
す
る
「
事
（
つ
と
め
る
、

奉
仕
す
る
）」
に
作
る
が
、
意
味
上
の
差
異
は
ほ
ぼ
な
い
。

（
六
一
）
丈
母
阿
㛐
（
嫂
）：「
丈
母
」
は
妻
の
母
、
し
ゅ
う
と
め
。「
阿
嫂
」
は
兄

嫁
の
こ
と
。

（
六
二
）
超
居
：S.4511

（
甲
）
の
「
超
居
」
は
「
起
居
（
身
を
起
こ
す
）」
の
誤

字
で
あ
ろ
う
。
挨
拶
す
る
と
い
う
方
向
に
訳
す
こ
と
も
可
能
。

（
六
三
）
進
歩
向
前
：
歩
い
て
前
に
出
る
。「
向
」
が
前
置
詞
「
在
」「
於
」
の
意

で
あ
る
と
す
る
と
「
進
み
出
て
前
で
（
…
す
る
）」
の
意
と
な
る
。S.2114

（
丙
）

は
「
向
前
進
歩
」
と
し
、
右
側
に
小
さ
く
「
顛
到
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
字
形
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
倒
置
の
指
示
と
考
え
て
お
く
。

（
六
四
）
下
情
不

（
勝
）
恰
好
：
こ
の
句
は
王
郎
の
セ
リ
フ
と
解
し
た
。「
下

情
不
勝
」
は
前
出
「
下
情
無
任
」
と
同
様
、
…
に
堪
え
な
い
、
大
い
に
…
で
あ
る

と
い
う
意
味
の
謙
譲
表
現
。『
隋
書
』（
中
華
書
局
一
九
七
三
年
）
巻
八
一
・
列
傳

五
七

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



第
四
十
六
「
東
夷
・
靺
鞨
」
に
「
既
蒙
勞
賜
、
親
奉
聖
顔
、
下
情
不
勝
懽
喜
、
願

得
長
爲
奴
僕
也
（
賜
金
を
賜
り
、
ご
尊
顔
を
拝
し
ま
し
た
う
え
は
、
わ
た
く
し

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ぬ
、
願
わ
く
は
と
こ
し
え
に
奴
僕
と
な
ら
ん
こ
と
を
）」
と
あ

る
。S.4511
（
甲
）・S.2114

（
丙
）・P.3592

（
丁
）
の
「
恰
好
」
は
ち
ょ
う
ど
、

折
し
も
の
意
。
困
窮
の
さ
な
か
王
女
の
婿
と
な
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対

す
る
感
謝
の
言
葉
と
解
せ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
や
や
分
か
り
に
く
い
。P.3048

（
乙
）・P.2945

（
戊
）
は
「
怜
好
」
と
す
る
も
の
の
、や
は
り
意
味
が
取
り
づ
ら
く
、

字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
字
か
意
図
的
な
書
き
換
え
か
は
判
じ
が
た
い
。「
怜（
憐
）」

を
心
に
か
け
る
こ
と
、「
好
」を「
し
っ
か
り
…
す
る
」と
い
う
意
味
の
補
語
と
取
っ

て
、「
ご
寵
愛
を
受
け
る
喜
び
に
堪
え
な
い
」
と
い
う
方
向
に
訳
し
て
お
く
。

                                                      （
藤
田
）

5《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
其
是
大
王

分（
一
）、
俳
俻（

二
）

燕
會
、
屈
請（
三
）王
郎
。
既
到
座
莚
、
×
遣

P.3048

（
乙
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×

S.2114

（
丙
）：
其
時
大
王

分
、
排
俻
嚥
會
、
屈
請
王
郎
。
既
到
座
莚
、
令
遣

P.2945

（
戊
）：
其
時
大
王

分
、
排
俻
嚥
會
、
屈
請
王
郎
。
既
到
座
延マ
マ

、
令
遣

宮
人
引
其
公
主
×
對
王
郎
。
當
尒
之
時
、
道
何
言
語
、

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

宮
人
引
其
公
主
見
對
王
郎
。
當
尒
之
時
、
道
何
言
語
、
云
〻

宮
人
引
其
公
主
見
對
王
郎
。
當
尒
之
時
、
道
何
言
語
、

【
現
代
語
訳
】

こ
の
時
大
王
は
、
宴
会
の
支
度
を
と
と
の
え
て
王
郎
を
招
く
よ
う
言
い
つ
け
ま

し
た
。
宴
の
席
に
つ
き
ま
し
た
の
で
、
宮
女
た
ち
に
王
女
を
連
れ
て
き
て
王
郎
に

ま
み
え
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
さ
て
こ
の
時
、
何
と
申
し
ま
す
か
と
い
え
ば
、

【
注
】

（
一
）
其
是
大
王

勿促
分
：「
是
」
は
「
時
」
の
音
通
。
蔣
禮
鴻
に
「
應
是
（
す
べ
て
）」

と
「
應
時
」
の
通
用
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、P.3048

（
乙
）
に
は
こ
の
部
分
の

散
文
が
な
く
、
前
の
韻
文
「
…
…
下
情
不

恰
好
」
か
ら
次
の
韻
文
へ
一
続
き
に

な
っ
て
い
る
。

（
二
）
俳
俻
：「
俳
」
は
「
排
」
の
誤
り
。「
排
備
」
は
準
備
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

「
排
比
」「
排
批
」
な
ど
と
同
じ
。
こ
の
後
、
醜
女
と
結
婚
し
た
王
郎
が
朝
廷
人
士

を
招
い
て
宴
会
を
催
す
場
面
に
、S.4511

（
甲
）
は
「
俳
俻
」、P.3048

（
乙
）
は
「
排

比
」、S.2114

（
丙
）
は
「
排
俻
」
と
、
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
異
な
る
表
記
が
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
6
注
（
二
八
）「
俳
俻
」
参
照
。

（
三
）
屈
請
：「
屈
」
は
招
待
す
る
、呼
び
寄
せ
る
と
い
う
意
味
で
、「
屈
」「
請
」「
屈

請
」い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
廬
山
遠
公
話
」（S.2073

）

に
「
遂
令
左
右
交
屈
夫
人
。
夫
人
蒙
屈
、
来
至
西
門
前
（
そ
こ
で
召
使
い
に
夫
人

を
呼
ん
で
来
さ
せ
ま
し
た
。夫
人
は
呼
ば
れ
て
、西
門
の
前
へ
や
っ
て
参
り
ま
す
）」

と
い
い
、あ
る
い
は
ま
た
『
別
譯
雜
阿
含
經
』
巻
九
に
「
時
護
彌
長
者
、即
答
之
曰
、

我
亦
不
爲
婚
姻
歡
會
、
亦
不
屈
請
頻
婆
娑
羅
王
及
大
臣
等
、
而
爲
此
會
。
我
於
明

五
八
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日
、
將
欲
請
佛
及
比
丘
僧
、
故
設
斯
供
（
こ
の
時
護
彌
長
者
が
答
え
て
言
う
に
は
、

「
私
は
婚
礼
の
宴
を
す
る
と
て
、
ま
た
は
頻
婆
娑
羅
王
と
大
臣
が
た
を
お
招
き
す

る
と
て
、
こ
の
宴
席
を
設
け
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
明
日
、
御
仏
と
比
丘

僧
を
お
招
き
し
よ
う
と
、供
養
の
支
度
を
し
て
い
る
の
で
す
」）」と
い
う
。「
屈
請
」

は
仏
教
語
と
し
て
特
に
法
会
な
ど
の
た
め
に
僧
侶
を
招
く
こ
と
を
指
す
場
合
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
対
象
が
王
郎
な
の
で
、
単
に
宴
に
招
く
と
い
う
こ
と
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
新
婦
出
来
見
郎
、
都
緣
面
㒵
多
不
強（
四
）。

女
嬪
妃

右
擁
、

    P.3048

（
乙
）：
新
婦
出
見
王
郎
、
口
緣
面
㒵
×
不
得
。
姀マ
マ

女
嬪
妃
左
右
擁
、

    S.2114

（
丙
）：
新
婦
出
見
王
郎
、
都
緣
面
㒵
不
多
強
。
婇
女
嬪
妃
左
右
擁
、

    P.2945

（
戊
）：
新
婦
出
見
王
郎□
、
都
縁
面
㒵
不
多
強
。
彩マ
マ

女
嬪
妃
左
右
擁
、

    

    

前
頭
掌
扇
閑
芬
芳（
五
）。
金
釵
玉
釧
滿
頭
糚（
六
）、
錦
繡
羅
衣

鼻
香（
七
）。
王
郎
纔
見
公

    

前
頭
掌
扇
閙
芬
芳
。
金
与
玉
、
滿
頭
裝
、
錦
繡
羅
衣
馥
鼻
香
。
王
郎
纔
見
公

    

前
頭
掌
扇
閙
芬
芳
。
金
釵
玉
釧
滿
頭
挿
、
錦
繡
羅
衣
複
鼻
香
。
王
郎
纔
見
公

    

前
頭
掌
扇
閙
芬
芳
。
金
釵
玉
釧
滿
頭
粧
、
錦
繡
羅
衣
複
鼻
香
。
王
郎
纔
見
公

    

    

主
面
、
聞
来
魂
魄
轉
飛
傷（
八
）。

    

主
面
、

来
魂
魄

飛
颺
。

    

主
面
、
聞
来
魂
魄
轉
飛
傷
。

    

主
面
、
聞
来
魂
魄
轉
飛
傷
。

【
現
代
語
訳
】

花
嫁
が
出
て
き
て
王
郎
に
ま
み
え
る
、
す
べ
て
は
容
貌
が
醜
い
ゆ
え
の
こ
と
。

宮
女
や
妃
嬪
ら
が
左
右
か
ら
支
え
、
前
で
は
扇
持
ち
が
騒
々
し
く
パ
タ
パ
タ
あ
お

ぎ
た
て
る
。
金
や
玉
の
か
ん
ざ
し
を
頭
い
っ
ぱ
い
飾
り
つ
け
、
縫
い
取
り
し
た
錦

や
う
す
も
の
の
衣
か
ら
鼻
を
う
つ
香
り
が
た
だ
よ
う
。
王
郎
は
王
女
に
ま
み
え
る

や
い
な
や
、（
そ
の
姿
を
）
見
る
と
却
っ
て
魂
が
吹
っ
と
ん
で
し
ま
う
。

【
注
】

（
四
）
新
婦
出
来
見
郎
、
都
緣
面
㒵
多
不
強
：「
新
婦
」
に
は
弟
や
息
子
の
妻
、
女

性
の
自
称
、
女
性
全
般
を
指
す
な
ど
多
様
な
用
法
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
花
嫁
の

意
味
。
一
句
目
はS.4511

（
甲
）
の
み
「
新
婦
出
来
見
郎
」
で
、他
本
は
全
て
「
新

婦
出
見
王
郎
」。
二
句
目
はP.3048

（
乙
）
で
は
「
口
緣
面
㒵
×
不
得
」
と
な
り
、

六
字
句
の
対
に
な
る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
が
「
口
緣
」
は
不
可
解
で
、
誤
写
か

と
思
わ
れ
る
。「
強
」は
よ
い
、す
ぐ
れ
る
の
意
。
4
注（
四
）「
㒵
不
強
」参
照
。「
緣
」

は
原
因
・
理
由
を
示
す
が
、
何
が
「
面
㒵
多
不
強
」
の
結
果
で
あ
る
の
か
は
分
か

り
に
く
い
。
醜
い
容
貌
の
ゆ
え
に
王
女
で
あ
り
な
が
ら
貧
し
い
王
郎
に
嫁
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
意
味
か
、
あ
る
い
は
醜
さ
を
ご
ま
か
す
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
飾
り

立
て
て
い
る
と
い
う
意
味
か
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
よ
う
に
訳

し
た
。

（
五
）

女
嬪
妃

右
擁
、
前
頭
掌
扇
閑
芬
芳
：「
婇
女
」
は
女
官
の
こ
と
。
4
注

（
四
六
）「
嬪
妃

（
婇
）
女
令
詔
入
」
参
照
。「

」
は
「
左
」
の
異
体
字
。「
掌

扇
」
は
扇
の
一
種
を
指
す
が
、
唐
代
に
は
宮
中
の
役
職
名
で
も
あ
っ
た
。『
舊
唐

書
』
職
官
志
は
、
殿
中
省
尚
輦
局
に
「
掌
扇
六
人
」、
内
侍
省
宮
闈
局
に
「
内
掌

五
九

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



扇
十
六
人
」
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
記
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
扇
で
あ
お
ぐ
係

の
者
と
と
っ
た
が
、
扇
を
主
語
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。「
閑
」
は
「
閙
（
さ
わ

が
す
）」
の
誤
り
。「
芬
芳
」
は
「
紛
紛
」
に
同
じ
く
、「
羅
振
玉
敦
煌
零
拾

維
摩

詰
經
講
經
文
」（S.3872

）
に
「
千
衆
樂
音
齊
嚮
亮
、
万
般
花
木
自
芬
芳
（
も
ろ

も
ろ
の
楽
の
音
が
一
斉
に
鳴
り
響
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
木
が
お
の
ず
か
ら
咲
き
乱

れ
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
入
り
乱
れ
る
さ
ま
を
表
す
。
蔣
禮
鴻
は
通
用
表
記
と

し
て
「
芬
芬
」「
分
芳
」「
分
方
」「
分
非
」
を
挙
げ
る
。

（
六
）
金
釵
玉
釧
滿
頭
糚
：「
糚
」
は
「
粧
」
の
異
体
字
。
こ
の
句
はP.3048

（
乙
）

の
み
「
金
与
玉
、
滿
頭
裝
」
と
し
て
三
字
句
の
対
に
な
っ
て
い
る
。

（
七
）
錦
繡
羅
衣

鼻
香
：
五
字
め
がS.4511
（
甲
）
で
は
「

」、P.3048

（
乙
）

で
は
「
馥
」、
他
二
本
で
は
「
複
」
に
な
っ
て
い
る
。「

」
は
『
校
注
』
に
も
い

う
と
お
り
「
複
」
の
俗
字
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
校
注
』
は
こ
の
「
複
」
を
「
撲
」

の
音
通
と
す
る
。「
撲
鼻
」
と
い
う
表
現
は
、
た
と
え
ば
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書

局
一
九
六
一
年
）
巻
三
七
二
・
精
怪
・
凶
器
・
張
不
疑
の
「
醪
醴
芳
新
、
馨
香
撲

鼻
（
甘
い
酒
は
新
鮮
で
、
芳
香
が
鼻
を
打
つ
）」
の
よ
う
に
、「
香
り
」
を
表
す
語

と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
「
馥
」
は
香
り
そ
の
も
の
を
表
し
、
名
詞
用
法
の

他
、
動
詞
や
形
容
詞
の
用
法
も
あ
る
。
た
と
え
ば
韓
偓
「
黄
蜀
葵
賦
」（『
韓
偓
集

繫
年
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
五
年
〕
巻
六
）
に
は
「
動
人
妖
豔
、
馥
鼻
生
香

（
人
の
心
を
動
か
す
ほ
ど
に
妖
艶
で
、
鼻
を
う
っ
て
香
り
立
つ
）」
と
い
う
。
ま
た

「
馥
」
は
目
的
語
に
「
鼻
」
を
と
も
な
わ
な
い
形
で
も
用
い
ら
れ
、『
太
平
廣
記
』

巻
八
三
・
異
人
・
張
佐
に
、「
風
軟
景
和
煦
、
異
香
馥
林
塘
（
風
は
柔
ら
か
に
景

色
は
あ
た
た
か
く
、
妙
な
る
香
り
が
林
や
池
に
た
だ
よ
う
）」
の
用
例
が
見
え
る
。

「
馥
鼻
」
と
「
撲
鼻
」
は
通
用
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
の
「
複
」
は
「
撲
」

よ
り
も
、
字
形
の
近
い
「
馥
」
の
誤
り
と
す
る
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。P.3048

（
乙
）
は
「
複
」
を
「
馥
」
に
修
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
八
）
王
郎
纔
見
公
主
面
、
聞
来
魂
魄
轉
飛
傷
：P.3048

（
乙
）
で
は
こ
れ
以
前

に
貧
士
の
名
を
紹
介
す
る
部
分
を
削
除
し
た
た
め
に
、
こ
こ
が
「
王
郎
」
の
初
出

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
4
注（
二
五
）「
×
×
貧
生
子
性
王
」お
よ
び
注（
五
二
）

「
王
郎
」
参
照
。「
傷
」
は
『
校
注
』
に
引
く
徐
校
に
い
う
と
お
り
「
揚
」
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。「
魂
魄
飛
揚
」
は
激
し
い
恐
怖
や
驚
き
に
み
ま
わ
れ
た
心
情
を
表
す
。

『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
は
、「
聞
」
は
「
見
る
」
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
と
し
、

王
梵
志
詩
一
七
七
に
見
え
る
「
勿
使
聞
狼
狽
、
交
他
諸
客
嫌
（
狼
狽
を
聞み

せ
し
む

る
勿
れ
、
他
の
諸
客
を
し
て
嫌
わ
し
め
ん
）」
を
例
に
挙
げ
る
。「
狼
狽
」
は
一
般

に
状
態
を
指
す
語
で
あ
る
か
ら
、
動
詞
「
聞
」
は
「
見
る
」
を
表
し
て
い
る
と
の

解
釈
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
項
楚
に
よ
る
『
王
梵
志
詩
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
〇
年
）
の
注
釈
で
は
、「
狼
狽
」
を
「
醉
後
胡
言
亂
語
」
と
説
明
し
て
お
り
、

「
聞
」
を
「
聞
く
」
と
解
し
て
い
る
と
分
か
る
。
ひ
と
ま
ず
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』

の
説
に
従
っ
て
「
見
る
」
の
意
味
に
と
り
、
副
詞
「
轉
」
は
「
か
え
っ
て
、
逆
に
」

と
と
っ
て
、
醜
女
の
顔
を
見
た
と
た
ん
に
喜
び
か
ら
一
転
し
て
衝
撃
の
あ
ま
り
気

絶
す
る
、
と
解
釈
し
た
。「
聞
」
が
「
聞
く
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

醜
い
娘
が
自
分
の
花
嫁
た
る
王
女
だ
と
聞
か
さ
れ
て
仰
天
す
る
、と
い
う
こ
と
か
。

P.3048

（
乙
）
が
こ
こ
を
「

来
魂
魄

飛
颺
」
と
す
る
の
は
、
も
と
の
テ
キ
ス

ト
を
分
か
り
に
く
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「

」
は
「
諕
」
の
誤
り
。「

」

は
「
膽
」
の
異
体
字
。「
飛
颺
」
は
「
飛
揚
」
と
同
義
。
上
の
句
と
合
わ
せ
て
「
王

郎
は
王
女
に
ま
み
え
る
や
い
な
や
、
魂
魄
を
驚
か
し
肝
が
吹
き
飛
ぶ
」
の
意
味
に

な
り
、
文
意
が
通
じ
や
す
い
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
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《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
於
是
王
郎
既
彼マ
マ　

　

諕
到（
九
）、

左
右
宮
人
一
時

接
、
已
×
洫（
一
〇
）面、

P.3048

（
乙
）：
於
是
王
郎
既
被　
　

倒
、
左
右
宮
人
×
×

起
、
以
水
灑
面
。

S.2114

（
丙
）：
於
是
王
郎
既
被　
　

諕
到
、
左
右
宮
人
一
時

接
、
以
水
灑
面
、

P.2945

（
戊
）：
於
是
王
郎
既
被
■
云
諕
到
、
佐マ
マ

右
宮
人
一
時

接
、
已
水
灑
面
、

良
久
乃
蘓
。
宮
人
道
何
言（
一
一
）語。

×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

良
久
乃
蘓
。
宮
人
道
何
言
語
。

良
久
乃
蘓
。
宮
人
道
何
言
語
。

【
現
代
語
訳
】

そ
こ
で
王
郎
は
驚
い
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
左
右
の
宮
女
た
ち
は

い
っ
せ
い
に
扶た
す

け
起
こ
し
、
水
を
顔
に
か
け
ま
す
と
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
よ
み

が
え
り
ま
し
た
。
宮
女
ら
は
何
と
申
し
ま
す
か
と
い
え
ば
、

【
注
】

（
九
）
於
是
王
郎
既
彼マ
マ

諕
到
：「
到
」
は
「
倒
」
と
の
通
用
だ
が
、P.3048

（
乙
）

の
み
「
倒
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、こ
の
ほ
う
が
正
確
な
用
字
だ
と
の
意
識
が
あ
っ

て
修
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
たP.2945

（
戊
）
で
は
、「
被
」
の
後
に
「
諕
」

か
と
思
わ
れ
る
字
が
あ
り
、上
か
ら
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
「
云
」

（
あ
る
い
は
「
云
〻
」
か
）
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
ち
ょ
う
ど
紙
の
一
番

下
の
部
分
に
あ
た
る
。
つ
づ
く
「
諕
到
」
か
ら
「
宮
人
道
何
言
語
」
ま
で
の
部
分

は
、
明
ら
か
に
後
か
ら
行
間
に
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
写
の
際
に
、
他

の
箇
所
と
混
同
し
て
行
末
に
「
云
」
と
書
き
、
そ
の
ま
ま
次
の
韻
文
を
書
い
て
し

ま
っ
た
後
で
、
一
行
脱
落
し
た
こ
と
に
気
づ
き
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
〇
）
左
右
宮
人
一
時

接
、
已
×
洫
面
：「

」
は
「
扶
」
の
異
体
字
。「
洫
」

は
「
洒
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。S.4511

（
甲
）
で
は
「
血
」
の
上
部
に
「
一
」
が

付
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
こ
れ
は
「
洒
」
を
写
そ
う
と
し
て
誤
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。「
洒
」
は
「
灑
（
そ
そ
ぐ
）」
の
俗
字
。「
已
」
は
「
以
」
と
通
用
。
4

注
（
五
六
）「
已
了
」
参
照
。
た
だ
、「
已
（
す
で
に
）」
で
あ
れ
ば
「
水
」
は
な

く
て
も
よ
い
が
、「
以
（
…
を
も
っ
て
）」
で
あ
れ
ば
「
水
」
を
伴
う
ほ
う
が
よ
く
、

S.4511

（
甲
）、P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
よ
り
本
来
の
字
義
に
合
っ
た

用
法
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
一
一
）
良
久
乃
蘓
。
宮
人
道
何
言
話
：P.3048

（
乙
）
は
こ
の
部
分
を
欠
く
。

単
な
る
写
し
も
ら
し
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
前
に
も
「
道
何
言
語
」
を
含
む
散

文
部
分
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
芸
能
に
由
来
す
る
決
ま
り
文
句

の
多
用
を
嫌
っ
て
の
こ
と
か
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
女
緣
前
生
㒵
不（
一
二
）、
每
看
恰
似
獸
頭（
一
三
）牟。
天
然
既
沒
紅
桃（
一
四
）色、

    P.3048
（
乙
）：
女
縁
前
生
㒵
不

、
每
看
如
似
獸
形
軀
。
天
然
既
沒
紅
桃
臉
、

    S.2114
（
丙
）：
女
緣
生
前
㒵
不
敷
、
每
看
恰
似
獸
頭
牟
。
天
然
既
沒
弘
桃
臉
、

    P.2945

（
戊
）：
女
縁
主マ
マ

前
㒵
不

、
每
看
恰
似
獸
頭
牟
。
天
然
既
沒
紅
桃
臉
、

    

六
一

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



    
遮
莫
身
上
七
寶
叫
身（
一
五
）鋪。

夫
主
諕
来
身
以（
一
六
）到、

宮
人
侍
婢
一
時

。
多
少
内

    
占
不
×
×
頭
盈
白
玉
梳
。
夫
主

来
身
已
倒
、
宮
人
侍
婢
一
時

。
多
少
内

    

遮
莫
×
×
七
寶
叫
身
補マ
マ

。
夫
主
諕
マ
マ

身
以
到
、
宮
人
侍
婢
一
時

。
多
少
内

    

遮
莫
×
×
七
寶
叫
身
補マ
マ

。
夫
主
諕
来
身
以
到
、
宮
人
侍
婢
一
時

。
多
小マ
マ

內

    

    

人
噴
水（
一
七
）求、

須
臾
得
活
却
醒（
一
八
）甦。

    

人
噴
水
枚マ
マ

、
須
臾
始
得
却
星マ
マ

■蘓

。
    

人
噴
水
救
、
須
臾
還
得
却
惺マ
マ

甦
。

    

人
噴
水
救
、
須
臾
活
得
却
星マ
マ

甦
。

【
現
代
語
訳
】

こ
の
女
は
前
世
の
ゆ
え
に
顔
か
た
ち
優
れ
ず
、
見
る
ご
と
に
ま
る
で
獣
の
頭
の

よ
う
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
桃
花
の
如
き
容
色
を
持
た
ぬ
か
ら
は
、
七
種
の
宝
玉
で

身
体
じ
ゅ
う
飾
り
立
て
よ
う
と
も
せ
ん
な
き
こ
と
。
夫
君
は
驚
き
ぶ
っ
倒
れ
、
宮

女
や
侍
女
が
い
っ
せ
い
に
扶
け
起
こ
す
。
大
勢
の
宦
官
が
水
を
吹
き
か
け
て
介
抱

す
れ
ば
、
し
ば
ら
く
し
て
息
を
吹
き
返
し
目
を
覚
ま
す
。

【
注
】

（
一
二
）
女
緣
前
生
㒵
不

：S.2114

（
丙
）、P.2945

（
戊
）
で
「
生
前
」
と
あ

る
の
は
「
前
生
（
前
世
）」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「

」
は
「
敷
」
の
異
体
字
。『
校

注
』
は
「
敷
」
を
「
充
分
で
あ
る
、
足
り
る
」
の
意
味
と
し
、
従
っ
て
「
㒵
不
敷
」

は
容
貌
が
完
全
で
な
い
こ
と
を
表
す
と
す
る
。「
敷
」
の
意
味
は
幅
が
広
く
、
あ

ま
ね
く
広
が
る
こ
と
、
花
が
開
く
こ
と
、
繁
茂
す
る
さ
ま
な
ど
様
々
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
崔
璐
と
皮
日
休
の
唱
和
詩
（『
松
陵
集
校
注
』〔
中

華
書
局
二
〇
一
八
年
〕
巻
二
・
往
體
詩
二
十
八
首
・
崔
璐
「
覽
皮
先
輩
盛
製
因
作

十
韻
以
寄
用
伸
嘆
仰
」、
皮
日
休
「
奉
詶
次
韻
」）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
渾
浩
江
海

廣
、葩
華
桃
李
敷
（
水
勢
盛
ん
に
江
海
広
く
、あ
で
や
か
に
桃
李
は
花
開
く
）」、「
但

恐
才
格
劣
、
敢
誇
詞
彩
敷
（
た
だ
才
能
風
格
で
劣
る
の
を
恐
れ
て
ば
か
り
、
文
辞

の
彩
の
豊
か
さ
を
誇
れ
よ
う
か
）」と
対
応
さ
せ
て
用
い
ら
れ
、ま
た
韋
應
物
の「
往

雲
門
郊
居
塗
經
迴
流
作
」
詩
（『
韋
應
物
集
校
注
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
一

年
〕
巻
六
）
に
は
、「
原
谷
徑
塗
澀
、春
陽
草
木
敷
（
谷
間
に
小
径
は
ゆ
き
づ
ま
り
、

春
の
陽
に
草
木
が
生
い
茂
る
）」
と
い
う
。
花
が
咲
く
こ
と
を
表
す
「
敷
榮
」「
敷

華
」「
敷
敷
」な
ど
の
語
も
あ
る
。
よ
り
即
物
的
な
意
味
で
の
充
足
を
表
す
場
合
は
、

『
宋
史
』（
中
華
書
局
一
九
七
七
年
）
選
擧
志
に
見
え
る
「
期
日
既
迫
、
費
用
不
敷

（
期
日
は
切
迫
し
て
お
り
ま
す
が
、
費
用
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）」
の
よ
う
に

な
る
。
否
定
形
の
「
不
敷
」
は
後
世
、
費
用
や
食
料
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
文

脈
で
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
充
分
に
美
し
く
な
い
、
す
な
わ
ち
醜
い
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
は
「
不
敫
（
敷
）」
で
不
足
や
欠
陥
が

あ
る
こ
と
、
特
に
容
貌
が
醜
い
こ
と
を
指
す
と
し
て
、『
金
剛
醜
女
』
の
こ
の
箇

所
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
、
容
姿
が
醜
い
こ
と
を
表
す
の
に
「
不
敷
」
を
用

い
る
例
は
管
見
の
限
り
他
に
見
あ
た
ら
ず
、
珍
し
い
用
法
と
思
わ
れ
る
。

（
一
三
）
獸
頭
牟
：
醜
女
の
顔
を
「
獸
頭
」
に
例
え
る
表
現
は
こ
れ
以
前
に
も
見

え
る
（
醜
女
訳
注
（
一
）
2
）。
蔣
禮
鴻
は
『
敦
煌
曲
子
詞
集
』
別
仙
子
に
見
え

る
「
桙
樣
」
が
「
模
樣
」
の
通
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
牟
」
を
「
模
」、
す
な
わ

ち
「
模
樣
（
様
子
、
あ
り
さ
ま
）」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず

こ
の
説
に
従
っ
て
訳
し
た
。
仏
典
に
は
し
ば
し
ば
「
獸
頭
人
身
」
の
悪
鬼
が
登
場

六
二
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す
る
の
で
そ
の
連
想
か
。
あ
る
い
は
、「
頭
牟
」は
兜
を
意
味
す
る（「
漢
將
王
陵
變
」

（P.3627
）
に
見
え
る
「
身
穿
金
鉀
、
揭
去
頭
牟
（
黄
金
の
鎧
を
ま
と
い
、
兜
を

か
ぶ
っ
て
）」
な
ど
）
こ
と
か
ら
、
猛
獣
の
頭
部
を
模
し
た
兜
を
か
ぶ
っ
た
よ
う

な
恐
ろ
し
げ
な
顔
だ
と
の
意
か
も
し
れ
な
い
。P.3048

（
乙
）
が
こ
こ
を
「
獸
形

軀
」
と
す
る
の
は
「
牟
」
を
不
可
解
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
一
四
）
紅
桃
色
：
容
姿
の
若
々
し
い
美
し
さ
を
桃
花
に
た
と
え
る
の
は
『
詩
經
』

国
風
「
桃
夭
」
に
由
来
し
、「
夭
桃
色
」
の
語
も
あ
る
が
、「
紅
桃
色
」
は
珍
し
い

表
現
。S.4511

（
甲
）以
外
は
全
て「
紅
桃
臉
」と
す
る
。S.2114

（
丙
）の「
弘
」は
、

「
紅
」
の
音
通
か
ま
た
は
字
形
の
相
似
に
よ
る
誤
記
。「
桃
臉
」
で
あ
れ
ば
、
韋
莊

「
傷
灼
灼
」
詩
（『
韋
莊
集
箋
注
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
二
年
〕
浣
花
集
補
遺
）

に
「
桃
臉
曼
長
橫
綠
水
、
玉
肌
香
膩
透
紅
紗
（
桃
花
の
如
き
顔
は
優
美
で
み
ど
り

色
の
水
を
た
た
え
た
よ
う
な
美
し
い
眼
、
玉
の
肌
は
か
ぐ
わ
し
く
な
め
ら
か
で
紅

色
の
紗
を
透
か
し
て
見
え
る
）」
と
あ
る
な
ど
詩
語
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、「
紅

桃
臉
」
の
形
で
も
、「
破
魔
變
」（S.3491

）
に
「
謾
説
顋
上
紅
桃
臉
、
争
似
将
身

早
出
家
（
桃
花
の
如
き
美
し
い
顔
に
つ
い
て
語
る
な
か
れ
、
早
く
出
家
す
る
の
に

は
到
底
及
ば
ぬ
）」
と
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

（
一
五
）
遮
莫
身
上
七
寶
叫
身
鋪
：「
遮
莫
」
は
「
た
と
え
…
で
あ
っ
て
も
」
の
意

味
で
、
後
に
結
論
部
分
が
続
く
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
ど
う
に
も
な
ら
な

い
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
あ
た
る
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
醜
女
訳
注
（
一
）
2

注
（
二
三
）「
遮
莫
身
上
掛
羅
衣
」
参
照
。P.3048

（
乙
）
で
は
「
占
不
」
と
な
っ

て
お
り
、蔣
禮
鴻
に
よ
れ
ば「
遮
莫
」と
同
用
法
の「
遮
不
」に
同
じ
。S.4511

（
甲
）

で
は
こ
の
句
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
二
字
多
く
な
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
書
写
の
際

「
叫
身
」
を
「
身
上
」
に
差
し
替
え
る
改
変
を
行
っ
た
も
の
の
、「
叫
身
」
を
削
除

し
忘
れ
た
か
。S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）
で
は
、と
も
に
「
身
上
」
を
削
っ

て
七
字
に
揃
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
叫
身
」
は
理
解
困
難
で
あ
る
。『
校
注
』
で
は

「
叫
」
を
「
繳
」
の
音
通
と
し
、『
廣
雅
』
釋
詁
に
「
繳
、纏
也
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
叫
身
」は
全
身
を
意
味
す
る
と
解
釈
し
て
お
り
、今
ひ
と
ま
ず
そ
れ
に
従
う
。「
鋪
」

は
敷
き
詰
め
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
全
身
く
ま
な
く
宝
玉
で
飾
り
立
て
る
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
使
役
を
表
すjiao

に
「
叫
」
を
当
て
る
の
は
後
世
の
用
法
。

や
は
り
後
世
の
語
で
字
形
の
似
た
も
の
に
「
叩
身
」
が
あ
り
、
体
に
ぴ
っ
た
り
合

う
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。「
清
平
山
堂
話
本
」
の
「
刎
頸
鴛
鴦
會
」（
国
立
公

文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
「
着
件
叩
身
衫
子
（
体
に
ぴ
っ
た
り
し
た
上

着
を
着
て
）」
と
い
う
用
例
が
確
認
さ
れ
る
が
、
時
代
的
に
言
っ
て
こ
の
意
味
に

と
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。P.3048

（
乙
）
で
は
「
占
不
頭
盈
白
玉
梳
」
と
な
っ

て
お
り
、「
占
不
」
が
「
遮
莫
」
と
同
じ
だ
と
す
れ
ば
「
頭
を
白
玉
の
飾
り
櫛
で

埋
め
尽
く
そ
う
と
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
」
と
解
釈
で
き
る
。「
占
」
を
「
占
め
る
」

と
い
う
動
詞
、「
不
」
を
不
可
能
を
表
す
補
語
と
と
れ
ば
、「
頭
を
白
玉
の
櫛
で
埋

め
尽
く
す
こ
と
も
か
な
わ
な
い
（
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
し
か
た
が
な
い
）」
と
も

解
釈
で
き
る
。い
ず
れ
に
せ
よP.3048

（
乙
）の
意
図
と
し
て
は
他
の
箇
所
と
同
様
、

文
意
を
通
り
や
す
く
す
る
た
め
の
改
変
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
七
寶
」
に
は
仏
教
語

と
し
て
の
用
法
が
あ
る
が
、こ
こ
は
単
に
種
々
の
宝
玉
と
と
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
六
）
夫
主
諕
来
身
以
到
：「
夫
主
」
は
『
増
一
阿
含
經
』
巻
九
に
「
天
女
報
曰
、

我
等
有
五
百
人
、
悉
皆
清
淨
無
有
夫
主
（
天
女
は
答
え
て
言
う
、「
私
た
ち
五
百

人
は
、
み
な
清
ら
か
で
夫
は
あ
り
ま
せ
ん
」）」
と
あ
る
よ
う
に
夫
の
こ
と
。「
以
」

は
「
已
」
の
通
用
。
ま
た
前
出
の
箇
所
と
同
様
、「
到
」
がP.3048

（
乙
）
の
み
「
倒
」

と
な
っ
て
い
る
。
前
掲
注
（
九
）「
於
是
王
郎
既
彼マ
マ

諕
到
」
参
照
。六
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（
一
七
）
多
少
内
人
噴
水
求
：「
求
」
は
「
救
」
の
誤
り
。「
内
人
」
に
は
宮
女
を

指
す
場
合
と
宦
官
を
指
す
場
合
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
前
の
句
の
「
宮
人
」
と
対

を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
散
文
の
内
容
と
は
ず
れ
る
が
ひ
と
ま
ず
宦
官
と
と
っ

た
。
多
く
の
宦
官
が
働
く
様
子
は
こ
れ
よ
り
前
の
場
面
で
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。

4
注
（
四
七
）「
内
監
忙
〻
迤
邐
催
」
参
照
。

（
一
八
）
須
臾
得
活
却
醒
甦
：「
得
活
」
の
部
分
は
各
本
で
異
な
る
が
、
い
ず
れ
で

も
意
味
は
通
る
。
ま
たS.2114
（
丙
）
で
は
、「
須
臾
還
得
却
惺
甦
」
で
改
行
し

た
後
に
一
行
使
っ
て
「
惣
急
、
阿
姉
無
計
、
思
寸
且
着
卑
辝
報
荅
王
郎
云
〻
」
と

書
き
、
そ
の
右
に
傍
線
を
書
き
込
ん
で
あ
る
。
一
行
後
の
文
面
を
誤
っ
て
こ
こ
に

書
い
て
し
ま
い
、
後
か
ら
修
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
傍
線
は
見
せ
消
ち
の
意
図

と
考
え
ら
れ
る
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
於
是
兩
箇
阿
姉
恐
被
王
郎
恥
嫌
醜
陃マ

マ

不
肯
×（
一
九
）×、

左
右
宮
人
令

P.3048

（
乙
）：
於
是
兩
个
阿
姉
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

S.2114

（
丙
）：
於
是
兩
个
阿
姉
恐
被
王
郎
耻
嫌
醜
陋
不
肯
却
歸
、
左
右
宮
人
令

P.2945

（
戊
）：
於
是
兩
个
阿
姉
恐
被
王
郎
耻
嫌
醜
陋
不
肯
却
帰
、
左
右
宮
人
令

皆
惣（
二
〇
）急。
×
×
無（
二
一
）計、
思
寸
且
着
卑（
二
二
）辝、
報
荅
王
郎
。
云（
二
三
）〻

×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×
卑

辞□
×
×
王
郎
。

皆

急
。
阿
姉
無
計
、
思
寸
且
着
卑
辝
、
報
荅
王
郎
。
云

皆

急
。
阿
姉
無
計
、
思
寸
且
着
卑
辝
、
報
荅
王
郎
。
云
〻

【
現
代
語
訳
】

そ
こ
で
二
人
の
姉
は
、
王
郎
が
（
王
女
の
）
醜
さ
を
恥
じ
嫌
う
お
か
げ
で
（
縁

組
み
を
）
引
き
受
け
な
い
の
で
は
と
心
配
し
、
左
右
の
宮
女
た
ち
は
皆
を
急
が
せ

ま
す
。（
姉
た
ち
は
）
方
策
も
な
く
、
考
え
て
ひ
と
ま
ず
へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
遣

い
で
も
っ
て
、
王
郎
に
お
答
え
し
ま
す
。
云
云

【
注
】

（
一
九
）
不
肯
×
×
：S.2114

（
丙
）、P.2945

（
戊
）
で
は
、「
不
肯
」
だ
け
で

は
言
葉
が
足
り
な
い
と
の
判
断
か
、「
不
肯
却
歸
（
引
き
受
け
な
い
で
帰
っ
て
し

ま
う
）」
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
〇
）
左
右
宮
人
令
皆
惣
急
：「
令
皆
惣
急
」
は
解
釈
し
に
く
い
が
、「
令
」
が

使
役
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
宮
女
た
ち
皆
に
（
あ
る
い
は
宮
女
ら
が
他
の
召
使
い
皆

に
）
王
郎
の
介
抱
を
急
が
せ
る
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
か
。『
校
注
』
は
、
写
本

で
は
「
令
」
と
「
合
」
は
字
形
が
似
て
混
同
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、こ
こ
は
「
合
」

と
見
る
べ
き
だ
と
す
る
。「
惣
急
」
は
あ
る
い
は
「
怱
急
（
あ
わ
て
る
、い
そ
ぐ
）」

な
ど
の
誤
写
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
写
本
の
文
字
の
と
お

り
に
解
釈
し
て
訳
し
た
。

（
二
一
）
×
×
無
計
：
も
し
直
前
の
「
令
」
が
『
校
注
』
に
い
う
よ
う
に
「
合
」

で
あ
る
と
す
れ
ば
（
前
掲
注
（
二
〇
）「
左
右
宮
人
令
皆
惣
急
」）、
こ
の
「
無
計
」

は
上
の
文
の
続
き
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
次
の
韻
文
が
明
ら
か

に
姉
た
ち
の
発
言
で
あ
る
こ
と
か
ら
、S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）
で
は
主

語
「
阿
姉
」
を
補
っ
て
い
る
。

（
二
二
）
思
寸
且
着
卑
辝
：「
思
寸
」
は
「
思
忖
」
で
、考
え
る
こ
と
。「
着
」
は
「
著
」
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と
同
じ
く
、「
…
で
、…
に
よ
っ
て
」
の
意
味
を
表
す
介
詞
の
用
法
。
ま
た
、P.3048

（
乙
）
で
は
「
兩
个
阿
姉
」
の
後
が
「
卑
辞
」
に
つ
な
が
っ
て
お
り
（「
卑
」
は
行

間
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
）、
す
ぐ
「
王
郎
」
に
続
く
。「
辞
」
と
み
た
箇
所
は
字

形
が
不
明
瞭
で
確
定
は
難
し
い
が
、「
そ
こ
で
二
人
の
姉
は
へ
り
く
だ
っ
て
王
郎

に
申
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
か
。

（
二
三
）
云
〻
：P.3048

（
乙
）
以
外
は
全
て
こ
こ
に
「
云
〻
」
ま
た
は
「
云
」

を
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
相
手
を
説
得
す
る
韻
文
の
語
り
に
入
る
と
こ
ろ
な
の

で
、
そ
の
前
振
り
と
し
て
ア
ド
リ
ブ
で
台
詞
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：「
王
郎
不
用
恠（
二
四
）

㗛
、
只
緣
新
婦
嫌
幼
少
。
朱
子
×
不
端（
二
五
）正、

    P.3048

（
乙
）：「
王
郎
莫
生
恠
㗛
、
只
緣
新
婦
×
幼
小
。
姉
子
雖
不
端
嚴
、

    S.2114

（
丙
）：「
王
郎
不
用
恠
㗛
、
只
緣
新
婦
×
幼
小
。
妹
子
雖
不
端
嚴
、

    P.2945

（
戊
）：「
王
郎
不
用
恠
㗛
、
只
縁
新
婦
×
幼
小
。
妹
子
雖
不
端
厳
、

    

    

手
頭
裁
絳
最（
二
六
）巧。

官
軄
王
郎
莫
愁
、
従
此
冨
貴
到
老
。
㱔
〻
醜
陃
不
嫌
、
新

    

手
頭
■裁

縫
㝡
巧
。
官
軄
王
郎
不
憂
、
従
此
冨
貴
到
老
。
㱔
〻
醜
陋
莫
嫌
、
新

    

手
頭
纔
縫
最
巧
。
官
軄
王
郎
莫
愁
、
従
此
冨
貴
到
老
。
㱔
〻
醜
陋
不
嫌
、
新

    

手
頭
纔
縫
最
巧
。
官
軄
王
郎
莫
愁
、
従
此
冨
貴
到
老
。
㱔
〻
醜
陋
不
嫌
、
新

    

    

婦
正
當
年
少
。」

    

婦
正
當
年
少
。」

    

婦
正
當
年
小
。」

    

婦
正
當
年
小
。」

【
現
代
語
訳
】

「
王
郎
よ
怪
し
み
笑
う
に
は
及
び
ま
せ
ん
、
た
だ
花
嫁
が
年
若
い
か
ら
と
い
う

だ
け
。
妹
は
美
し
く
は
な
い
け
れ
ど
、
手
先
の
針
仕
事
は
一
番
の
腕
前
。
官
職
の

こ
と
な
ら
王
郎
よ
ご
心
配
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
一
生
富
貴
の
身
。
ち
ょ
っ
と
醜
い

と
て
嫌
が
ら
な
い
で
、
花
嫁
は
ま
さ
し
く
若
い
時
分
な
の
で
す
よ
。」

【
注
】

（
二
四
）
王
郎
不
用
恠
㗛
：
不
必
要
を
表
す
「
不
用
」
に
あ
た
る
箇
所
が
、P.3048

（
乙
）
の
み
禁
止
表
現
の
「
莫
生
」
に
な
っ
て
い
る
。「
莫
生
」
は
仏
典
に
多
く

見
ら
れ
る
語
。
さ
ら
にP.3048

（
乙
）
は
、
後
の
「
官
軄
王
郎
莫
愁
」
の
部
分
で

は
「
莫
愁
」
が
「
不
憂
」
に
、さ
ら
に
「
㱔
〻
醜
陋
不
嫌
」
で
は
「
不
嫌
」
が
「
莫

嫌
」
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
も
単
純
な
同
字
の
反
復
を
避
け
る
意

図
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
二
五
）
只
緣
新
婦
嫌
幼
少
。
朱
子
×
不
端
正
：「
朱
」
は
「
妹
」
の
誤
り
。
こ
の

く
だ
り
の
韻
文
は
全
体
に
六
字
句
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、「
只
緣
新
婦
嫌
幼
少
」

は
一
字
多
く
、「
朱
子
×
不
端
正
」
は
一
字
少
な
い
。
文
意
か
ら
い
っ
て
も
、「
嫌
」

は
誤
り
で
、「
×
」
の
箇
所
は
「
雖
」
な
ど
逆
接
を
表
す
語
が
脱
落
し
た
も
の
と

み
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
姉
た
ち
の
理
屈
は
分
か
り
に
く
い
が
、
花

嫁
が
ま
だ
若
い
の
で
優
雅
さ
が
足
り
な
い
だ
け
だ
と
い
う
意
味
か
。
あ
る
い
は
、

か
り
にS.4511

（
甲
）
の
文
字
ど
お
り
に
読
む
と
す
る
と
、「
只
緣
新
婦
嫌
幼
。

六
五

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



少
朱
〔
妹
〕
子
不
端
正
、」
と
な
り
、
王
郎
が
花
嫁
の
若
す
ぎ
る
の
を
怪
し
ん
で

い
る
も
の
と
無
理
矢
理
決
め
つ
け
て
丸
め
込
も
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
解
釈
で

「
た
だ
（
あ
な
た
が
）
花
嫁
に
つ
い
て
は
年
若
い
の
が
お
嫌
な
だ
け
ね
。
妹
は
美

し
く
な
い
け
れ
ど
、」と
な
ろ
う
か
。P.3048

（
乙
）に「
姉
子
」と
あ
る
の
は「
妹
子
」

の
誤
り
。
ま
たS.4511
（
甲
）
で
「
端
正
」
の
箇
所
を
他
本
は
「
端
嚴
」
と
す
る
。

「
端
嚴
」
は
仏
の
相
貌
を
表
す
の
に
多
用
さ
れ
る
語
で
あ
り
、
最
終
的
に
醜
女
が

仏
に
よ
っ
て
美
貌
を
得
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
か
。

（
二
六
）
手
頭
裁
絳
最
巧
：「
頭
」
は
接
尾
辞
で
意
味
は
な
い
。「
裁
絳
」
は
「
裁
縫
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。P.3048

（
乙
）
は
書
き
損
じ
た
ら
し
き
字
を
塗
り
つ
ぶ
し
て

横
に
「
裁
」
と
書
き
、「
縫
」
に
続
け
て
い
る
。S.2114

（
丙
）、P.2945

（
戊
）
は

「
裁
」
の
箇
所
を
「
纔
」
と
す
る
が
、
発
音
の
近
似
に
よ
る
誤
り
か
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
王
郎
道
苦
、「
彼
謀マ
マ

人
悟
我
將（
二
七
）来、

今
日
目
前
見
這
箇
弱（
二
八
）事。

乃

P.3048

（
乙
）：
王
郎
道
苦
、「
彼
媒
人
悞
我
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
S.2114

（
丙
）：
王
郎
道
苦
、「
被
媒
人
悟
我
將
来
、
今
日
目
前
見
這
×
弱
事
。
乃

P.2945

（
戊
）：
王
郎
道
苦
、「
被
媒
人
悟
我
將
来
、
今
日
目
前
見
這
■
弱
事
。
乃

可
不
要
冨
貴
、
亦
不
藉
你
官（
二
九
）軄。
×
然
相
合
之
時
、
争
忍
×
其
醜（
三
〇
）㒵。」
思
寸

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
。」
×
×
×

可
不
要
冨
貴
、
亦
不
藉
郍
官
軄
。
須
然
相
令マ
マ

之
時
、
争
忍
見
其
醜
㒵
。」
思
寸

可
不
要
冨
貴
、
亦
不
藉
那
官
軄
。
須
然
相
合
之
時
、
争
忍
見
其
醜
㒵
。」
思
寸

三
、
沉
疑
不
語
。
阿
姉
又
道
、

×

×
×
×
×

阿
姉
×
道
、

三
、
沉
疑
不
語
。
阿
姉
以
道
、

三
、
沉
疑
不
語
。
阿
姉
又
道
、

【
現
代
語
訳
】

王
郎
は
恨
み
言
を
言
い
ま
し
て
、「
あ
の
仲
人
が
私
を
た
ば
か
り
連
れ
て
き
て
、

今
日
の
今
こ
ん
な
ひ
ど
い
め
に
あ
う
と
は
。
む
し
ろ
富
貴
な
ど
得
ら
れ
な
く
て
よ

い
し
、
あ
な
た
が
た
の
く
れ
る
官
職
も
惜
し
く
は
な
い
。
一
緒
に
な
っ
た
と
し
て

も
、ど
う
や
っ
て
そ
の
醜
い
顔
に
耐
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
。」思
い
あ
ぐ
ね
、た
め
ら
っ

て
黙
り
込
み
ま
す
。
姉
た
ち
が
ま
た
言
い
ま
す
に
は
、

【
注
】

（
二
七
）
彼
謀
人
悟
我
將
来
：「
悟
」
は
「
悞
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
彼
」
は
そ

の
ま
ま
訳
せ
ば
「
あ
の
」
だ
が
、「
被
」
の
誤
り
と
み
れ
ば
「
仲
人
に
だ
ま
さ
れ
」

と
な
る
。S.2114

（
丙
）、P.2945

（
戊
）
は
「
被
」
に
な
っ
て
い
る
。「
將
来
」

は
動
詞
と
し
て
訳
し
た
が
、「
悞
」に
付
い
て
い
る
補
語
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
部
分
の
王
郎
の
台
詞
は
「
乃
」
以
下
が
二
句
ず
つ
字
数
を
揃
え
て
リ
ズ
ム
を

整
え
て
い
る
が
、P.3048

（
乙
）
で
は
「
將
来
」
以
下
が
な
く
、
王
郎
の
台
詞
が

「
彼
媒
人
悞
我
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
八
）
弱
事
：「
弱
」
は
「
悪
い
」
の
意
味
。「
父
母
恩
重
經
講
經
文
」（P.2418

）

に
「
有
好
男
女
、
有
弱
男
女
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
好
（
良
い
）」
と

対
で
用
い
ら
れ
る
。
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（
二
九
）
乃
可
不
要
冨
貴
、亦
不
藉
你
官
軄
：「
乃
可
」は「
寧
可
」
と
同
じ
用
法
で
、

「
む
し
ろ
…
す
る
ほ
う
が
よ
い
」
の
意
味
。「
乃
可
先
殄
断
我
命
、
然
後
方
始
殺
我

児
（
い
っ
そ
先
に
私
の
命
を
絶
ち
、
そ
れ
か
ら
我
が
息
子
を
殺
せ
）」（「
須
大
拏

太
子
好
施
因
緣
」（Д

x00285

））の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。「
藉
」は
惜
し
む
こ
と
。

「
你
官
軄
」
は
「
あ
な
た
が
た
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
醜
女
を
め
と
れ
ば
貰
え
る
と

い
う
そ
の
官
職
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）
で

は
「
你
」
が
「
那
」
に
な
り
、
意
味
が
通
じ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

（
三
〇
）
×
然
相
合
之
時
、
争
忍
×
其
醜
㒵
：S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）

で
は
「
然
」
の
前
に
「
須
」、「
其
」
の
前
に
「
見
」
が
入
る
。「
須
」
は
「
雖
」

に
同
じ
く
、「
…
で
は
あ
る
が
」
の
意
味
。
た
と
え
ば
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」

（S.2614

）
に
、「
頻
道
須
是
出
家
児
、
力
小
郍
能
救
慈
母
（
拙
僧
は
出
家
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
力
弱
く
母
君
を
お
救
い
で
き
ま
せ
ぬ
）」
と
い
う
。「
須
然
」
は

現
代
語
の「
雖
然
」と
同
様
に
一
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
は
他
本
に
よ
っ

て「
須
」を
補
い
、「
須
然
」が「
相
合
之
時
」に
か
か
っ
て
い
る
と
し
て
訳
し
た
。「
相

合
」
は
6
に
も
出
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
新
婚
の
床
入
り
そ
の
も
の
を
指
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：「
不
要

怨
道（
三
一
）苦、

晩
×
言
×
新（
三
二
）婦。
雖
則
容
㒵

不（
三
三
）強、

    P.3048

（
乙
）：「
不
要
稱
怨
道
苦
、
早
晩
得
這
×
親マ
マ

婦
。
况
即
容
㒵
不
強
、

    S.2114

（
丙
）：「
不
要

寃
道
苦
、
早
晩
得
這
箇
新
婦
。
雖
則
容
㒵
不
強
、

    P.2945

（
戊
）：「
不
要

寃
道
苦
、
早
晩
得
這
箇
新
婦
。
雖
則
容
㒵
不
強
、

    

    

且
是
國
王
之
女
。
向
今
正
直
年（
三
四
）少、

×
色
得
唐
朝
公（
三
五
）主。

鬼
神
大
曬
僂
儸
、

    

旦マ
マ

是
國
王
之
女
。
况
今
整
是
少
年
、
又
索
得
當
朝
公
主
。
鬼
神
大
矖マ

マ

婁
羅
、

    

且
是
國
王
之
女
。
向
今
正
値
年
小
、
又
索
得
當
朝
公
主
。
鬼
神
大
曬
僂
攞
、

    

且
是
国
王
之
女
。
向
今
正
値
小
年
、
又
索
得
當
朝
公
主
。
鬼
神
大
曬
僂
儸
、

    

    

不
敢
猥
門
傍（
三
六
）戸。」

    

不
敢
隈
門
傍
戸
。」

    

不
敢
偎
門
傍
戸
。」

    

不
敢
偎
門
傍
戸
。」

【
現
代
語
訳
】

「
恨
み
言
は
お
や
め
な
さ
い
、
い
ず
れ
は
こ
の
花
嫁
を
め
と
る
の
で
す
よ
。
容

貌
は
醜
い
と
は
い
え
、ま
ず
は
国
王
の
娘
で
す
。
今
は
ち
ょ
う
ど
う
ら
若
い
年
頃
、

唐
王
朝
の
公
主
を
得
ら
れ
る
の
で
す
。
鬼
神
は
い
と
も
機
敏
な
も
の
、
ひ
と
を
あ

て
に
は
し
て
お
ら
れ
ぬ
。」

（
三
一
）
不
要

怨
道
苦
：「

」
は
「
稱
」
ま
た
は
「
再
」
の
異
体
字
。
直
前
の

「
思
寸

三
」
で
は
「
再
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
「
道
苦
」
と

の
対
で
あ
る
か
ら
「
稱
」
で
あ
ろ
う
。S.4511

（
甲
）
とP.3048

（
乙
）
は
「
稱
怨
」、

S.2114
（
丙
）
とP.2945

（
戊
）
は
「
稱
寃
」
と
な
る
。

（
三
二
）

晩
×
言
×
新
婦
：「

」
は
「
早
」
の
異
体
字
。「
早
晩
」
は
「
い
つ
」

や
「
遅
か
れ
早
か
れ
、
い
ず
れ
」
を
表
す
。
あ
る
い
は
「
早
く
」
の
意
味
で
、「
早

く
こ
の
花
嫁
を
め
と
り
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
か
。S.4511

（
甲
）
に
は
脱
字
が

六
七

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
の
韻
文
は
六
字
句
な
の
で
、
他
本
に
よ
り
「
得
」
を
補

い
、「
言
」
は
「
這
」
の
誤
り
と
し
て
訳
し
た
。S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）

は
さ
ら
に
「
箇
」
が
あ
り
七
字
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
三
）
雖
則
容
㒵

不
強
：「
雖
則
」
は
「
雖
」
と
同
じ
。P.3048

（
乙
）
は
「
况

即
（
ま
し
て
や
）」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
、
前
の
句
の
意
味
を
「
い
ず
れ

こ
の
花
嫁
を
め
と
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
ほ
う
が
通
り
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
三
四
）
向
今
正
直
年
少
：「
向
」
の
箇
所
がP.3048

（
乙
）
で
は
「
况
」
と
な
っ

て
お
り
、『
校
注
』
は
通
用
と
す
る
。「
直
」
は
「
値
」
と
の
通
用
。「
正
直
」
の

と
こ
ろ
をP.3048

（
乙
）
は
「
整
是
（
ま
っ
た
く
…
だ
）」
と
し
て
お
り
、ま
た
「
年

少
」
の
箇
所
は
「
年
少
」「
少
年
」「
年
小
」「
小
年
」
と
各
本
異
な
っ
て
い
る
。

（
三
五
）
×
色
得
唐
朝
公
主
：S.4511

（
甲
）
以
外
は
全
て
は
じ
め
に
「
又
」
が
あ
っ

て
七
字
句
に
な
っ
て
い
る
。「
色
」
は
他
本
に
よ
り
「
索
（
求
め
る
）」
の
仮
借
と

み
て
訳
し
た
。「
唐
」
に
つ
い
て
も
、
他
本
は
全
て
「
當
」
で
あ
り
、「
當
朝
（
本

朝
、
当
代
）」
と
み
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
が
、S.4511

（
甲
）
が
唐
滅
亡
以

後
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
「
唐
朝
」
と
な
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き

な
い
。
さ
し
あ
た
り
底
本
で
あ
るS.4511

（
甲
）
の
文
面
に
即
し
て
訳
し
た
。

（
三
六
）
鬼
神
大
曬
僂
儸
、
不
敢
猥
門
傍
戸
：「
大
曬
」
は
「
お
お
い
に
、
非
常
に
」

を
意
味
す
る
語
。
蔣
禮
鴻
は
「
大
晒
」「
大
㬠
」「
煞
」「
曬
」
ほ
か
様
々
な
表
記

を
挙
げ
、
補
語
の
用
法
（P.3048

（
乙
）
で
は
後
に
も
「
大
王
夫
人
歡
喜
曬
」
の

句
あ
り
。
本
訳
注
の
続
編
（
三
）
に
含
ま
れ
る
）
と
連
用
修
飾
語
の
用
法
な
ど
に

分
類
す
る
。「
僂
儸
」
は
悧
巧
な
こ
と
、
機
敏
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
語
に

も
様
々
な
表
記
が
あ
り
、P.3048

（
乙
）
の
「
婁
羅
」
も
同
じ
。
盧
仝
「
寄
男
抱
孫
」

詩
（『
全
唐
詩
』
巻
三
八
七
）
の
「
嘍
囉
兒
讀
書
、
何
異
摧
枯
朽
（
賢
い
子
が
学

問
す
る
の
は
、朽
ち
木
を
砕
く
ほ
ど
に
易
し
い
こ
と
だ
）」の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

「
猥
」
は
「
偎
（
寄
り
か
か
る
）」
ま
た
は
「
隈
（
隠
れ
る
）」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

P.3048

（
乙
）
で
は
「
隈
」、S.2114

（
丙
）
とP.2945

（
戊
）
で
は
「
偎
」
と

な
っ
て
い
る
。「
倚
（
ま
た
は
依
・
偎
・
隈
な
ど
）
門
傍
戸
」
で
、
言
葉
通
り
に

は
戸
に
寄
り
か
か
る
意
味
だ
が
、
他
者
に
依
存
し
て
自
主
性
が
な
い
こ
と
の
た
と

え
と
し
て
用
い
ら
れ
、
例
と
し
て
『
五
燈
會
元
』（
中
華
書
局
一
九
八
四
年
）
巻

十
一
・
臨
濟
玄
禪
師
法
嗣
・
涿
州
紙
衣
和
尚
に
見
え
る
「
僧
問
、
如
何
是
賓
中

賓
。
師
曰
、
倚
門
傍
戸
猶
如
醉
、
出
言
吐
氣
不
慚
惶
（
僧
が
「
賓
中
賓
と
は
如
何

に
」
と
問
う
た
。
師
は
「
戸
に
寄
り
か
か
っ
て
酔
っ
た
よ
う
に
い
い
気
に
な
り
、

ぺ
ら
ぺ
ら
し
ゃ
べ
っ
て
恥
じ
る
こ
と
も
な
い
」
と
答
え
た
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
鬼
神
…
」
の
二
句
は
当
時
の
慣
用
句
か
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
機
転
の
利
く
賢

い
者
な
ら
物
事
を
他
人
任
せ
に
は
よ
う
し
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
か
。
あ

る
い
は
、「
鬼
神
」
は
人
知
を
超
え
た
霊
妙
な
運
命
の
は
た
ら
き
を
指
し
、
そ
れ

に
対
し
て
ど
う
行
動
す
る
か
は
他
人
を
あ
て
に
し
て
ぐ
ず
つ
い
て
は
い
ら
れ
ず
、

自
分
で
す
ぐ
に
判
断
す
べ
き
だ
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
鬼
神
大
曬
僂
儸
」
は
調

子
を
よ
く
す
る
た
め
に
付
い
て
い
る
だ
け
で
、
意
味
が
あ
る
の
は
後
半
の
句
の
み

と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
は
姉
た
ち
が
王
郎
に
醜
女
と
の
結

婚
を
強
く
促
す
文
脈
な
の
で
、「
王
女
の
婿
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
か
ら
ぐ
ず

ぐ
ず
言
う
べ
き
で
は
な
い
、
さ
っ
さ
と
腹
を
決
め
て
引
き
受
け
な
さ
い
」
と
い
う

よ
う
な
語
気
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

                                                      （
大
賀
）

六
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
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文
」
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七
十
三
号



6《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
於
是
王
郎
恥
嫌
不
得
、
兩
箇
相
合
、
作
為
夫
婦
。
阿
姉
見
成
親

P.3048

（
乙
）：
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

阿
姉
×
×
×

S.2114

（
丙
）：
於
是
×
×
恥
嫌
不
得
、
个
両乙

相
合
、
作
為
夫
婦
。
阿
姉
見
親
成

P.2945

（
戊
）：
於
是
王
郎
耻
謙
不
得
、
兩
箇
相
合
、
作
為
夫
婦
。
阿
姊
見
親
成

×
、
心
裏
喜
歡
非
常
、
到
於
宮
中
、
拜
賀
父
母
。
當
時
甚
道
、
云
〻

×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
又
道
、

就
、
心
裏
喜
悦
非
常
、
到
於
宮
中
、
拜
賀
父
母
。
當
時
甚
道
、

就
、
心
裏
喜
悦
非
常
、
到
於
宮
中
、
拜
賀
父
母
。
當
時
甚
道
、
※P.2945

（
戊
）
は
こ
こ
ま
で
。

【
現
代
語
訳
】

王
郎
に
お
き
ま
し
て
は
恥
じ
入
っ
て
嫌
が
る
こ
と
も
出
来
ず
、
二
人
は
一
緒
に

な
っ
て
、
夫
婦
と
な
り
ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
は
婚
礼
が
成
っ
た
の
を
見
て
、
心
の

中
で
喜
ぶ
こ
と
常
な
ら
ず
、
宮
中
に
や
っ
て
来
て
、
父
母
に
挨
拶
し
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
の
時
何
と
言
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
云
々

　
　《

唱
》

    S.4511

（
甲
）：「
小
娘
子
如
今
娉
了
、
免
得
父
孃
煩
悩
。
惣
惟（
三
）得

精
恠
出
門
、

    P.3048

（
乙
）：「
小
娘
子
當
時（
一
）娉
了
、
免
得
父
孃
煩
悩
。
×
推
得
精
恠
出
門
、

    S.2114

（
丙
）：「
小
娘
子
如
今
娉
了
、
免
刦（
二
）父

母
煩
悩
。
×
推
得
精
於
出
門
、

    

    

任
他
到
舎（
四
）相

杪（
五
）。」

王
郎
咨
申
大
姉（
六
）「

万
事
今
朝
惣
了
、
×
×
×
×
×
×
×

    

任
他
到
舎
相
尠
。
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×  

王
郎
×
×
遣
妻
不

    

任
他
到
舎
相
赻
。」
王
郎
咨
申
大
姉
「
万
事
今
朝
惣
了
、
×
×
且
須
遣
妻
不

    

    

×

恐
怕
朋
交
恠
㗛
。
小
娘
子（
八
）莫
×
×
顛
倒（
九
）×
×
。
且
須
遣
妻
不
出
、
莫
恠

    

出
。
恐
怕
朋
交
恠
㗛
。
三
娘
子
莫
漫
狂
顛
×
×
×
。
×
×
×
×
×
×

×
×

  

出（
七
）。

恐
怕
朋
友
恠
㗛
。
×
娘
子
莫
×
×
顛
×
莫
強
。
×
×
×
×
×
×

×
×

    

    

不
要
出
要
出
頭
×
惱
（
一
〇
）、
王
郎
心
裏
不
嫌
。
前
世
業
遇
須（
一
一
）要。」

    

不
要
×
×
出
頭
出
惱
。
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

    

不
要
×
×
出
頭
出
惱
、
王
郎
心
裏
不
嫌
。
前
世
業
遇
須
要
。」

【
現
代
語
訳
】

「
姫
は
今
結
婚
し
ま
し
た
、
こ
れ
で
お
父
様
お
母
様
は
心
配
し
な
く
て
済
み
ま

す
。
み
ん
な
で
妖
怪
を
押
し
出
し
門
か
ら
出
し
て
、
彼
が
家
に
連
れ
て
行
っ
て
二

人
生
活
す
る
の
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。」
王
郎
は
お
姉
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
「
今

日
万
事
ま
と
ま
り
ま
し
た
、
恐
れ
る
の
は
友
達
に
笑
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
姫
は
妙

な
こ
と
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
と
り
あ
え
ず
妻
を
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
が
、
出
て
く
る
の
を
禁
じ
る
こ
と
を
う
ら
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
、
王
郎
の
心
が

落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
前
世
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
運
命
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
す
。」

六
九

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
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二
）



【
注
】

（
一
）
當
時
：P.3048

（
乙
）
の
み
「
如
今
」
を
「
當
時
」
と
し
、「
す
ぐ
に
結
婚

し
ま
す
」
と
し
て
い
る
。P.3048

（
乙
）
は
前
の
散
文
で
の
王
郎
の
セ
リ
フ
や
、

こ
の
後
の
句「
王
郎
咨
申
大
姉（
王
郎
は
お
姉
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
）」が
無
く
、

他
の
テ
キ
ス
ト
と
異
な
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
免
刦
：S.2114
（
丙
）
の
み
「
得
」
を
「
刦
」
に
つ
く
る
。「
父
母
を
脅
か

す
の
を
免
れ
る
」
の
意
か
。
或
い
は
「
却
」
の
書
き
誤
り
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
場
合
「
免
」
の
補
語
か
。

（
三
）
惣
惟
：
現
代
語
訳
で
は
「
惟
」
をP.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
に
よ
り

「
推
」
と
の
通
用
と
取
っ
た
。「
惣
」
は
「
み
ん
な
で
」
と
解
し
た
が
、「
惣
」
を
「
惟
」

の
強
調
と
取
っ
て
「（
妖
怪
を
門
か
ら
出
し
）
さ
え
す
れ
ば
」
と
も
解
せ
る
。

（
四
）
到
舎
：
現
代
語
訳
で
は
王
郎
の
「
舎
（
家
）」
に
到
る
と
解
し
た
。
或
い
は
、

変
文
で
は
「
入
舎
」
が
「
娘
婿
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
る
た
め
（
蔣
禮
鴻
）、「
到

舎
」
も
同
様
の
意
味
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
相
杪
：「
杪
」
は
「
抄
」
の
誤
り
或
い
は
通
用
字
で
あ
ろ
う
。「
抄
」
は
「
大

目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」（S.2614

）「
見
飯
未
能
抄
入
口
、見
火
无
端
却
損
傷
（
ご

は
ん
を
見
て
未
だ
に
す
く
っ
て
口
に
入
れ
ら
れ
ず
、
大
火
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く

腸
を
傷
つ
け
る
）」
と
同
様
食
べ
物
を
す
く
う
意
と
取
り
、「
相
抄
」
で
「
と
も
に

食
事
す
る
（
生
活
す
る
）」
と
解
し
た
。
ま
た
「
抄
」
は
唐
の
皮
日
休
「
奉
和
魯

望
漁
具
十
五
詠
・
罩
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
一
一
）
に
「
人
立
獨
無
聲
、
魚
煩
似
相

抄
（
人
は
一
人
声
も
な
く
立
ち
、
魚
は
喧
嘩
を
し
て
い
る
よ
う
に
騒
が
し
い
）」

と
あ
る
よ
う
に
「
吵
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、「
喧
嘩
す
る
」

と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
他
の
二
本
は
ど
ち
ら
も
「
少
な
い
」
を
意
味
す
る

「
尠
」（P.3048

（
乙
））「
赻
」（S.2114

（
丙
））
と
作
る
が
、
意
味
が
取
り
難
い
。

（
六
）
王
郎
咨
申
大
姉
：
続
く
内
容
か
ら
、
王
郎
で
は
な
く
醜
女
の
父
親
で
あ
る

「
王
」
が
、
姉
或
い
は
「
大
婦
（
妻
）」
に
向
か
っ
て
発
言
し
た
と
書
こ
う
と
し
て

誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。P.3048

（
乙
）
は
こ
の
句
に
対
応
す
る
も
の
が

無
い
た
め
、
以
下
も
姉
の
セ
リ
フ
か
、
地
の
文
と
し
て
書
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

地
の
文
の
場
合
は
「
三
娘
子
」
以
下
が
王
郎
の
セ
リ
フ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
七
）
且
須
遣
妻
不
出
：S.2114

（
丙
）
は
こ
の
位
置
だ
が
、S.4511

（
甲
）
は
三

句
後
に
入
る
。P.3048

（
乙
）
も
、句
の
頭
が
「
且
」
で
は
な
く
「
王
郎
」
と
な
っ

て
い
る
が
、S.2114

（
丙
）
と
同
じ
位
置
に
入
る
。P.3048

（
乙
）
はS.2114

（
丙
）

或
い
は
こ
れ
に
類
す
る
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
改
変
を
加
え
た
か
。

（
八
）
小
娘
子
：P.3048

（
乙
）
は
「
三
娘
子
」
と
す
る
。「
三
番
目
の
姫
」
つ
ま

り
醜
女
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。S.2114

（
丙
）
は
単
に
「
娘
子
」
と
す
る
。

（
九
）莫
×
×
顛
倒
：「
顛
倒
」は
現
代
語
訳
で
は「（
錯
乱
し
て
）妙
な
こ
と
を
す
る
、

じ
た
ば
た
す
る
」
と
解
し
た
。
韓
愈
の
「
落
歯
」
の
詩
に
「
叉
牙
妨
食
物
、
顛
倒

怯
漱
水
（〔
歯
が
〕
不
揃
い
で
物
を
食
べ
る
の
を
妨
ぎ
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
口
を
漱

ぐ
の
に
も
怯
え
る
）」（『
全
唐
詩
』
巻
三
三
九
）
と
い
う
例
が
あ
る
。P.3048

（
乙
）

は
「
莫
漫
狂
顛
（
気
ま
ま
に
す
る
な
）」
と
し
、S.2114

（
丙
）
は
「
莫
顛
莫
強
（
妙

な
こ
と
を
し
た
り
強
情
を
は
っ
た
り
す
る
な
）」
と
す
る
。

（
一
〇
）
不
要
出
要
出
頭
×
惱
：
原
本
で
は
末
字
がS.4511

（
甲
）
は
「
惚
」、P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
㤕
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
敦
煌
文
書
で

は「
惱
」の
異
体
字
と
し
て
こ
の
形
が
使
わ
れ
て
お
り（
黄
征『
敦
煌
俗
字
典
』〔
上

海
教
育
出
版
社
二
〇
〇
五
年
〕）、
こ
こ
で
も
「
惱
」
と
し
た
。S.4511

（
甲
）
の

「
出
要
」
は
衍
字
か
。P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
不
要
出
頭
出
惱
」
と
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す
る
。S.4511

（
甲
）
も
本
来
「
不
要
出
頭
出
惱
」
と
書
こ
う
と
し
て
混
乱
が
生

じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。「
出
頭
」は「
捉
季
布
傳
文
」（S.5440

）に「
僕

即
出
頭
親
乞
命

脱
禍
除
使
必
有
門（
私
は
す
ぐ
に
自
ら
出
て
行
っ
て
命
を
乞
い
、

禍
を
脱
し
て
必
ず
一
門
を
有
ら
し
め
ん
）」
と
あ
る
よ
う
に
姿
を
現
す
、
出
て
い

く
こ
と
。「
出
惱
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
意
か
。
或
い
は
「
王

梵
志
詩
集
并
序
」（S.778

）
の
「
冥
々
地
獄
苦
、
難
見
出
頭
時
（
真
っ
暗
な
地
獄

の
苦
し
み
、
脱
け
出
す
時
に
は
あ
い
難
い
）」
の
よ
う
に
「
出
頭
」
は
外
に
出
る
、

脱
出
す
る
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
一
一
）遇
須
要
：
本
来「
須
要
遇
」で
あ
っ
た
の
を
韻
字
の
た
め
に
順
を
変
え
た
か
。

《
散
文
》

 S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×

 P.3048

（
乙
）：
妻
語
夫（
一
二
）曰、

 S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

[P.3048

（
乙
）
の
み
：
妻
が
夫
に
語
っ
て
言
う
に
は
、]

【
注
】

（
一
二
）
妻
語
夫
曰
：
以
下P.3048

（
乙
）
の
み
に
見
え
る
唱
が
入
る
。
こ
こ

で
王
郎
で
は
な
く
醜
女
の
語
り
が
唱
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

P.3048

（
乙
）
は
他
二
本
の
テ
キ
ス
ト
と
異
な
り
、
王
郎
を
措
い
て
こ
と
が
進
ん

で
い
く
よ
う
な
展
開
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

    P.3048

（
乙
）：「
王
郎
心
裏
莫（
一
三
）野、

出
去
早
些
歸
舎
。
莫
抛
我
一
去
不
來
。

    S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

    

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×

    

交
我
共
誰
人
語
話
。
爭
肯
出
門
出
戸
、
如
今
時（
一
四
）徒轉（
一
五
）差。

門
前
過
往
人
多
、

    

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×

    

    

×
×
×
×
×

    

恐
怕
驚
他（
一
六
）驢。」

    

×
×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

[P.3048

（
乙
）
の
み
：「
王
郎
は
勝
手
な
こ
と
は
し
な
い
で
、
家
に
早
く
帰
っ

て
来
て
下
さ
い
。
私
を
捨
て
て
一
度
出
て
行
っ
た
ら
戻
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
に
誰
と
話
を
さ
せ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
門

を
出
る
こ
と
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
か
、
今
か
え
っ
て
よ
く
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
に
。
門
の
前
は
行
き
か
う
人
が
多
い
の
で
す
、
き
っ
と
彼
ら
の
驢
馬

を
驚
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」]

七
一

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



【
注
】

（
一
三
）
野
：
粗
野
、
粗
暴
の
「
野
」
と
解
し
、「
勝
手
な
こ
と
を
す
る
」
と
訳
し

た
。
こ
こ
で
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
一
四
）
如
今
時
徒
：
こ
こ
で
は
「
徒
」
を
「
い
た
ず
ら
に
…
」
と
次
の
語
に
か

け
た
が
、『
校
注
』
は
「
時
徒
」
を
一
語
と
取
り
、「
世
途
」
の
誤
り
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。

（
一
五
）
轉
差
：
結
婚
し
王
宮
を
出
る
こ
と
に
よ
り
、
人
目
に
付
き
や
す
く
な
る

と
い
う
「
良
く
な
い
状
況
」
に
転
じ
た
、
と
解
し
た
。
醜
女
訳
注
（
一
）
2
の
散

文
に
「
前
生
修
甚
因
縁
、今
世
形
容
轉
乍
（
前
世
で
い
か
な
る
因
縁
あ
れ
ば
と
て
、

今
生
で
姿
が
醜
く
な
っ
た
も
の
や
ら
」（S.4511
（
甲
））
と
あ
り
、P.3048

（
乙
）

の
み
「
轉
乍
」
を
「
轉
差
」
と
表
記
し
て
い
た
が
、
或
い
は
こ
こ
で
も
「
今
（
今

生
）
は
い
た
ず
ら
に
醜
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
意
か
。

（
一
六
）
恐
怕
驚
他
驢
：
五
字
句
で
あ
り
、
韻
も
踏
ま
な
い
。『
校
注
』
は
、
劉
堅

が
本
来
最
後
は
「
驢
馬
」
或
い
は
「
駙
馬
」
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
る
。
ま
た
項
楚
が
こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
は
醜
女
が
王
郎
に
早
く
帰
る
よ
う
に

言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
駙
馬
（
王
郎
）
に
向
か
っ
て
「
驚
他
駙
馬
」
と
は
言

わ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
、「
驚
驢
馬
」
は
醜
婦
の
醜
さ
を
誇
張
す
る
表
現

で
あ
り
、「
醜
婦
賦
」（P.3716

）「
或
恐
馬
以
驚
驢
（
馬
を
恐
れ
さ
せ
驢
馬
を
驚

か
す
）」等
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
、併
せ
て
挙
げ
て
い
る
。

現
代
語
訳
で
は
項
楚
に
従
い
「
驢
馬
」
を
驚
か
せ
る
と
し
た
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
於（
一
七
）是貧（
一
八
）仕既
蒙
駙
馬
×
、
与
髙
品
知
聞
、
書
題
往
来
、
已
相
敫

P.3048

（
乙
）：
×
×
王
郎
既
爲
駙
馬
言□
（
一
九
）、
与
髙
品
知
聞
、
緘
題
来
往
、
以
相
邀

S.2114

（
丙
）：
於
是
貧
仕
既
蒙
父
馬
×
、
与
髙
品
知
聞
、
書
題
来
往
、
已
相
邀

會
。
遂
赴
朝
官
之
宴
×
、
同
拜
玉
皆
、
侍（
二
〇
）卸郎
中
、
共
相
出
入
。
州
官
縣
宰
、
×

會
。
遂
赴
朝
官
之
宴
會
、
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

是

會
。
遂
赴
朝
官
之
宴
×
、
同
拜
王
階
、
侍
義
郎
中
、
共
相
出
入
。
州
官
縣
宰
、
×

×
×
×
×
×

相
伴
駙
馬
之（
二
二
）筵、
×
×
尚
書
、
同
歡
一
座
。
已
前
諸
官
、
蜜マ
マ

計
相

時
王
郎
絡（
二
一
）舎、

×
伴
駙
馬
之
筵
、
僕
射
尚
書
、
同
歡
一
坐
。
×
×
×
×

×
×
×

×
×
×
×
×

×
伴
父
馬
之
筵
、
僕
射
尚
書
、
同
歡
一
坐
。
已
前
諸
官
、
密
計
相

宜
、
要
×
公
主
、
遞
互
傳
局
、
流
行
屈
到
家（
二
三
）中、
事
須
妻
出
勸
酒
。
説
無
形（
二
四
）積、

×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×

既
無
形
跡
、

宜
、
要
看
公
主
、
遞
互
傳
局
、
流
行
屈
到
家
中
、
事
須
妻
出
勸
酒
。
既
無
刑
積
、

例
皆
見
女
出
妻
、
盡
接
座（
二
五
）筵。

×
×
×
×
×
×

日
〻
不
備
歓
樂
×
×
（
二
七
）、

次
弟

烈
皆
見
女
出
妻
、
盡
接
坐
筵
。
同
歡
永
日
如（
二
六
）此、

日
日
×
×
×
×
赴
會
、
次
第

例
皆
見
女
出
妻
、
盡
接
座
筵
。
×
×
×
×
×
×

日
〻
不
備
歓
樂
×
×
、
次
弟

漸
到
王
郎
×
×
×
、
俳（
二
八
）酒
饌
。
雉（
二
九
）憂妻
㒵
不
強
、
思
慮
耻
於
往
還
、
遂
乃
精
×

×
到
×
×
赴
馬
家
、
排
比
×
×
。
惟
憂
妻
㒵
不
強
、
慮
恐
耻
於
還
住
、
遂
乃
精
神

漸
到
王
郎
×
×
×
、
排

酒
饌
。
唯
憂
妻
㒵
不
強
、
思
慮
耻
於
往
還
、
道
乃
精
神
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不
安
、
宿
夜
憂
愁
。
妻
×
×
見
児（
三
〇
）聟怨

煩
、
不
免
×
×
盤
問
。
王
郎
被
問
、
遂
乃

不
樂
、
宿
夜
憂
愁
。
×
公
主
見
駙
馬
憂
愁
、
不
免
再
三
盤
問
。
駙
馬
被
問
、
不
免

不
悦
、
宿
夜
憂
愁
。
妻
×
×
見
児
聟
怨
煩
、
不
免
再
三
盤
問
。
王
郎
被
問
、
遂
乃

於（
三
一
）實諮

告
妻
曰
、

衣
實
而
告
公
主
、
云
〻

於
實
諮
告
妻
曰
、
云
〻

【
現
代
語
訳
】

そ
こ
で
貧
し
き
若
者
、
駙
馬
の
地
位
を
賜
っ
た
以
上
は
、
高
貴
な
方
と
付
き
合

い
を
し
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
、
宴
会
に
集
ま
り
ま
す
。
官
吏
の
宴
に
赴
い

た
り
、と
も
に
朝
廷
を
拝
し
た
り
、御
史
・
郎
中
と
共
に
出
入
い
た
し
ま
す
。
州
官
、

縣
宰
は
駙
馬
の
宴
に
同
席
し
、
尚
書
も
と
も
に
宴
会
を
楽
し
み
ま
す
。（
宴
会
の
）

前
に
官
僚
た
ち
は
秘
か
に
合
意
し
て
、
王
女
を
求
め
て
、
互
い
に
宴
会
を
続
け
ま

し
た
。
家
に
招
い
て
は
、必
ず
妻
が
出
て
き
て
酒
を
す
す
め
ま
す
。
無
礼
講
と
言
っ

て
、
な
ら
い
と
し
て
い
つ
も
皆
娘
を
あ
ら
わ
し
妻
を
出
し
て
、
い
つ
ま
で
も
宴
会

を
続
け
ま
し
た
。
毎
日
宴
会
に
招
か
れ
て
い
た
た
め
、
王
郎
に
順
番
が
回
っ
て
来

て
、酒
宴
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
妻
の
顏
が
醜
い
こ
と
を
憂
い
、

人
付
き
合
い
の
恥
ず
か
し
さ
を
思
っ
て
は
、
と
う
と
う
心
が
不
安
に
な
っ
て
、
一

日
中
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。妻
は
夫
が
悩
ま
し
く
し
て
い
る
の
を
見
て
、

や
む
な
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。
王
郎
は
問
わ
れ
て
、
本
当
の
所
を
妻
に
告
げ
て

言
い
ま
す
、

【
注
】  

（
一
七
）
於
是
：P.3048

（
乙
）
の
み
こ
の
語
を
欠
く
。
テ
キ
ス
ト
の
読
み
物
と

し
て
の
性
格
か
ら
、
唱
と
の
繋
ぎ
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
か
（
醜
女
訳
注
（
一
）

2
注
（
一
八
）「
於
是
大
王
×
×
×
處
分
」
参
照
）。

（
一
八
）
貧
仕
：「
貧
士
」
と
同
（
4
注
（
五
五
）「
貧
仕
」
参
照
）。P.3048

（
乙
）

は
こ
れ
を
「
王
郎
」
に
作
る
。

（
一
九
）
駙
馬
言□
：「
言
」
字
に
は
周
り
に
囲
い
の
よ
う
な
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

見
せ
消
ち
の
意
か
。

（
二
〇
）侍
卸
：「
卸
」は「
御
」の
略
字
と
取
り「
侍
御（
御
史
）」と
解
し
た
。S.2114

（
丙
）
は
「
侍
義
」
と
す
る
が
意
味
が
取
り
難
い
。「
義
」
は
「
御
」
の
音
通
か
。

（
二
一
）
絡
舎
：
他
に
用
例
が
見
え
な
い
。
前
後
に
州
官
や
尚
書
等
の
官
職
名
が

並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
給
舎
（
給
事
中
）」
の
書
き
誤
り
と
推
測
す
る
。

（
二
二
）
相
伴
駙
馬
之
筵
：「
駙
馬
之
筵
」
は
他
の
王
女
の
夫
の
宴
に
王
郎
も
同
席

し
た
と
取
っ
た
。
ま
た
「
之
」
を
「
行
く
」
と
取
っ
て
「（
州
官
、
縣
宰
は
）
駙

馬
を
伴
っ
て
宴
に
行
く
」
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
か
。

（
二
三
）
遞
互
傳
局
、
流
行
屈
到
家
中
：「
局
」
を
宴
会
の
意
と
解
し
、
官
吏
達
が

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
順
に
宴
会
を
開
い
た
と
取
っ
た
。「
屈
」
は
招
待
す
る
こ
と
（
5

注
（
三
）「
屈
請
」
参
照
）。

（
二
四
）
説
無
形
積
：「
形
積
」
をP.3048

（
乙
）
は
「
形
迹
」
に
作
る
。『
校
注
』

は
「
形
跡
」
と
い
う
表
記
を
正
と
す
る
（「
跡
」
は
「
迹
」
の
異
体
字
）。「
形
跡
」

は
礼
儀
、
ふ
る
ま
い
の
こ
と
。S.4511

（
甲
）「
形
積
」
とS.2114

（
丙
）「
刑
積
」

は
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
も
「
形
蹟
」
の
書
き
間
違
い
で
あ
り
、「
形
跡
」
と
同
義
で

あ
ろ
う
。
蔣
禮
鴻
は
「
刑
則
」「
刑
迹
」
が
「
形
迹
」
と
同
じ
意
味
だ
と
し
て
立

七
三

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



項
し
て
い
る
。
ま
たS.4511

（
甲
）
は
「
説
無
形
積
（
無
礼
講
と
言
っ
て
）」
と

す
る
が
、P.3048

（
乙
）
とS.2114

（
丙
）
は
「
説
」
を
「
既
」
に
作
り
「
無
礼
講

で
あ
る
以
上
は
」
と
す
る
。

（
二
五
）
盡
接
座
筵
：
現
代
語
訳
で
は
単
に
「
宴
会
を
続
け
ま
し
た
」
と
し
た
が
、

「
王
郎
が
宴
を
受
け
る
（
招
か
れ
る
）
ば
か
り
」、
或
い
は
「
み
ん
な
で
接
待
を
す

る
」
の
意
と
も
取
れ
る
。

（
二
六
）
同
歡
永
日
如
此
：P.3048
（
乙
）
に
の
み
見
え
る
。「
と
も
に
楽
し
む
こ

と
一
日
中
こ
の
よ
う
で
あ
る
」。

（
二
七
）
日
〻
不
備
歓
樂
×
×
：「
不
備
」
は
「
自
分
の
家
で
は
準
備
せ
ず
、
他
の

家
に
招
か
れ
た
」
と
解
し
た
。『
校
注
』
は
「
不
備
」
を
「
排
備
」
の
誤
り
と
し
、「
日

日
排
備
歓
樂
（
毎
日
酒
宴
を
整
え
て
楽
し
ん
だ
）」
と
す
る
。P.3048

（
乙
）
は
「
不

備
歓
樂
」
が
な
く
、「
毎
日
宴
に
赴
い
た
」
と
す
る
。

（
二
八
）俳
俻
：「
排
備（
準
備
す
る
）」と
同
と
解
釈
し
た
。
蔣
禮
鴻
はP.3048

（
乙
）

の
表
記
「
排
比
」
も
同
と
す
る
（
5
注
（
二
）「
俳

」
参
照
）。

（
二
九
）
雉
：P.3048

（
乙
）
は
「
惟
」、S.2114

（
丙
）「
唯
」
と
し
表
記
が
分

か
れ
る
が
、特
にS.4511

（
甲
）「
雉
」
で
は
意
味
が
取
り
が
た
く
、P.3048
（
乙
）

の
表
記
に
従
い
「
た
だ･･･

」
と
訳
し
た
。

（
三
〇
）
児
聟
：
こ
れ
以
外
に
用
例
が
見
つ
か
ら
な
い
。「
児
夫
」「
夫
聟
」
等
と

呼
称
が
混
乱
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
三
一
）
於
實
：P.3048

（
乙
）
の
「
衣
」
に
つ
い
て
、『
校
注
』
は
「
衣
」
は
「
依
」

の
省
略
字
と
し
、
ま
た
唐
・
五
代
に
は
「
於
」
と
「
依
」
が
多
く
通
用
し
て
い
る

と
指
摘
す
る
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：「
今
日
將（
三
二
）身赴

會
筵
、
家
〻
妻
女
作
周（
三
三
）旋。

玉
㒵
細
看
花
一

    P.3048

（
乙
）：「
毎
日
家
〻
赴
會
筵
、
家
〻
妻
女
作
周
旋
。
玉
㒵
細
看
花
一

    S.2114

（
丙
）：「
毎
日
將
身
赴
會
筵
、
家
〻
妻
女
作
周
旋
。
玉
㒵
細
×
花
一

    

    

挅
、
蟬
鬚
窈
窕
似
神
仙
。
朝
官
次
弟
相
敫
會
、
飲
食
朝
〻
數
千（
三
四
）般。

後
日
我

    

朶
、
嬋
嬪
窈
窕
以
神
仙
。
朝
官
次
弟
×
邀
會
、
飲
饌
朝
×
數
百
般
。
後
日
我

    

朶
、
禅
鬚
窈
窕
似
神
仙
。
朝
官
次
弟
相
邀
會
、
飲
食
朝
〻
須ト
數

百
般
。
後
日
我

    

    

家
俳
備
酒（
三
五
）饌、

也
須
娘
子
見
朝（
三
六
）官。」

    

家
棑
×
宴
會
、
必
須
娘
子
見
朝
官
。」

    

家
棑
×
酒
饌
、
也
須
娘
子
見
朝
官
。」

【
現
代
語
訳
】

「
今
日
私
は
酒
宴
へ
赴
い
た
。
家
々
の
奥
方
や
娘
達
は
美
し
く
着
飾
っ
て
、
玉

の
か
ん
ば
せ
は
、
よ
く
見
れ
ば
一
つ
の
花
の
よ
う
。
結
っ
た
髪
の
美
し
さ
も
ま
る

で
神
仙
の
よ
う
だ
。
官
吏
た
ち
は
順
番
に
家
に
皆
を
招
い
て
、
食
事
は
毎
回
数
千

様
。
後
日
、
私
の
家
も
食
事
を
用
意
し
、
や
は
り
官
吏
た
ち
に
お
前
を
会
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

【
注
】

（
三
二
）
將
身
：「
自
分
の
身
を
、
身
を
も
っ
て
」
の
意
。
変
文
に
は
し
ば
し
ば
み

ら
れ
る
表
現
で
、「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」（S.2614

）
に
「
目
連
剃
除
鬚
髮
了
、

七
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
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三
号



將
身
便
即
入
深
山
。
深
地
淨
无
人

、
便
即
觀
空
而
坐
禪
（
目
連
は
ひ
げ
と
髪
を

そ
り
、
た
だ
ち
に
身
を
ば
奥
山
に
入
れ
、
奥
深
く
地
は
清
ら
か
に
人
も
な
い
と
こ

ろ
、
黙
想
し
て
座
禅
す
る
）」
や
、「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）
に
「
不
知
弟
今
何

處
去
、
遺
吾
獨
自
受
恓
惶
。
我
今
更
無
眷
戀
處
、
恨
不
將
身
自
滅
亡
（
弟
は
今
ど

こ
に
い
る
か
知
れ
ず
、
残
さ
れ
た
私
は
一
人
不
安
に
思
う
。
今
頼
る
と
こ
ろ
も
な

く
、
恨
む
ら
く
は
こ
の
身
が
生
き
て
い
る
こ
と
）」
等
の
例
が
あ
る
。

（
三
三
）
周
旋
：
顧
況
「
棄
婦
詞
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
六
四
。
李
白
の
作
と
も
い
う
）

に
「
憶
昔
未
嫁
君
、
聞
君
甚
周
旋
（
む
か
し
あ
な
た
に
嫁
ぐ
前
に
は
、
あ
な
た
は

と
て
も
素
敵
な
方
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
容
貌
や
人
柄
が

立
派
な
こ
と
。現
代
語
訳
で
も
各
家
の
妻
や
娘
の
美
し
さ
を
言
う
語
と
し
て
取
っ

た
が
、「（
お
酌
を
し
て
）
ま
わ
る
」
意
で
も
と
れ
る
。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
は

「
接
待
す
る
、仕
え
る
」
意
と
し
、「
父
母
恩
重
經
講
經
文
」（『
敦
煌
變
文
集
』
巻
五
）

の
「
若
於
父
母
解
周
旋
、土
地
神
龍
盡
喜
歡
（
父
母
に
仕
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

土
地
神
様
も
お
喜
び
に
な
ろ
う
）」
と
と
も
に
当
該
箇
所
を
例
に
挙
げ
る
。

（
三
四
）
數
千
般
：
用
意
さ
れ
る
食
事
の
種
類
が
様
々
で
あ
る
こ
と
。P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
が
「
千
」
を
「
百
」
と
す
る
の
は
仄
声
を
入
れ
る
た
め
か
。

ま
たS.2114

（
丙
）
は
「
須
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
數
」
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

（
三
五
）
後
日
我
家
俳
備
酒
饌
：P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
が
「
備
」
を
欠
く

の
は
七
字
句
に
そ
ろ
え
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。S.4511

（
甲
）
は
一
字
余
っ
た

状
態
だ
が
、
或
い
は
「
四
・
四
・
七
」
字
に
整
え
た
か
。「
酒
饌
」
はP.3048

（
乙
）

の
み「
宴
會
」と
す
る
。「
酒
饌
」だ
と
本
来
韻
を
踏
ま
な
い
所
で
押
韻
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
直
し
た
か
。

（
三
六
）
也
須
娘
子
見
朝
官
：「
也
」
は
「
や
は
り
」
と
解
し
、
う
ち
も
他
の
家
の

よ
う
に
妻
で
あ
る
醜
女
を
官
吏
達
の
前
に
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
取
っ
た
。

P.3048

（
乙
）
は
「
必
…
（
ど
う
し
て
も
…
）」
と
す
る
。

                                                      （
宮
本
）

7《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
王
郎
遂
向
公
主
具

根
由（
一
）、

我
×
倒
他
家
中（
二
）、

盡
×
見
×
妻
妾（
三
）、

P.3048

（
乙
）：
王
郎
道
×
×
×
×
×
×
×

我
既
到
他
裏乙宅
、
盡
皆
見
他
妻
女
、

S.2114

（
丙
）：
王
郎
遂
向
公
主
且

根
由
、
我
×
到
他
家
×
、
盡
×
見
×
妻
妾
、

         

數
巡

酒
、
對
坐
周
娱（

四
）
。
×
若（
五
）×
朝
官
赴
我
延
會
×（
六
）、
小
娘
子
事
湏（
七
）出
来
相
見
。

×
×
×
×

×
×
×
×

必
若
諸
朝
遼
赴
我
×
會
来
、
三
娘
子
事

湏
出
来
相
見
。

數
廵
勧
酒
、
對
㘴
歓
俣
。
×
若
諸
朝
官
赴
我
會
延
×
、
小
娘
子
事
湏
出
来
相
見
。

我
此
事
耻
（
八
）

、
𠩄
以
憂
愁
、
怨
根
自
身
、
尋
相
不
樂（
九
）。

王
郎
道
〻

我
耻
此
事
、
𠩄
以
憂
愁
、
×
×
×
×

×
×
不
樂
。
王
郎
道
×

我
耻
此
事
、
𠩄
以
憂
愁
、
怨
恨
自
身
、
尋
常
不
樂
。
王
郎
道
云
〻

                                                                     

【
現
代
語
訳
】

王
郎
は
そ
こ
で
公
主
に
向
か
っ
て
つ
ぶ
さ
に
わ
け
を
説
明
し
ま
す
。「
私
は
彼

ら
の
家
に
行
く
と
、
ど
こ
で
も
そ
の
妻
や
妾
に
見
え
、
酒
を
勧
め
て
何
度
も
巡
り
、

向
か
い
合
っ
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
も
し
朝
官
の
方
々
が
私
の
宴
席
に
や
っ

七
五

「
金
剛
醜
女
因
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」
訳
注
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二
）



て
来
た
ら
、
お
前
は
必
ず
出
て
お
会
い
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
こ
と
を

恥
じ
、
そ
れ
で
憂
え
て
己
を
恨
み
、
い
つ
も
楽
し
く
な
い
の
で
す
。」
王
郎
が
申

し
ま
す
。

【
注
】

（
一
）
具

根
由
：
つ
ぶ
さ
に
原
因
を
説
い
て
言
う
。S.2114

（
丙
）
は
「
且
（
ひ

と
ま
ず
言
う
）」。「
且
」
と
「
具
」
の
字
形
が
似
て
い
て
ど
ち
ら
か
に
よ
る
誤
り

で
あ
ろ
う
。
ま
たP.3048

（
乙
）
はS.4511

（
甲
）、S.2114

（
丙
）
と
異
な
り
、

「
王
郎
道
」
と
す
ぐ
に
話
に
入
る
。

（
二
）
我
×
倒
他
家
中
：「
倒
」
は
「
到
」
の
音
通
、P.3048

（
乙
）
は
「
既
到
」

と
作
り
、
彼
ら
の
家
に
行
く
以
上
、
～
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
生
じ
て
く
る
。P.3048

（
乙
）の「
裏乙宅（
宅
裏
）」はS.4511

（
甲
）の「
家
中
」

と
同
義
だ
が
、S.2114

（
丙
）
は
直
後
の
四
言
句
に
対
応
す
る
よ
う
「
家
」
の
み

と
し
た
。

（
三
）
盡
×
見
×
妻
妾
：P.3048

（
乙
）
は
「
盡
皆
見
他
妻
女
（
尽
く
彼
の
妻
や

娘
達
皆
に
見ま
み

え
る
）」
と
す
る
。S.4511

（
甲
）、S.2114

（
丙
）
と
意
味
上
の
差

は
な
い
が
、
リ
ズ
ム
か
ら
考
え
て
四
字
句
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
妻
女
」
は

直
前
の
唱
に
あ
る
「
家
〻
妻
女
作
周
旋
」
と
対
応
。

（
四
）
數
巡

酒
、
對
坐
周
娱
：P.3048

（
乙
）
は
こ
の
二
句
を
欠
く
。「
周
娱
」

に
つ
い
て
管
見
の
限
り
用
例
が
な
く
、「
周
」
は
字
形
の
相
似
す
る
「
同
」
の
誤
り
、

一
緒
に
楽
し
む
の
意
か
。S.2114

（
丙
）
の
「
俣
」
は
「
娱
」
と
通
用
し
、「
歓
俣
」

は
楽
し
む
意
。

（
五
）
×
若
：P.3048

（
乙
）
は
「
必
若
（
も
し
）」
と
作
る
。「
必
」
は
「
若
」

の
強
調
、「
卒
若
、
必
其
、
若
必
」
な
ど
と
も
書
く
。
枚
叔
「
上
書
諫
吳
王
」（『
文

選
』
巻
三
九
）
に
「
必
若
所
欲
為
、
危
於
累
卵
、
難
於
上
天
（
も
し
自
分
の
欲
の

ま
ま
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
積
み
あ
げ
た
卵
の
よ
う
に
危
な
く
て
、
天
に

昇
る
ほ
ど
難
し
い
）」
と
あ
る
。

（
六
）
×
朝
官
赴
我
延
會
×
：P.3048

（
乙
）
は
「
諸
朝
遼
赴
我
×
會
来
」
と
作
る
。

「
朝
官
」
は
朝
廷
の
官
僚
、
中
央
官
僚
の
意
で
あ
る
が
、
宋
代
に
な
る
と
一
品
以

下
の
常
参
官
員
、
つ
ま
り
特
定
の
官
を
指
す
言
葉
と
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め

に
、P.3048

（
乙
）
は
当
時
の
口
語
で
よ
く
使
う
言
葉
「
朝
遼
（
僚
）」
を
用
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
朝
僚
」
は
同
僚
の
こ
と
。

（
七
）
事
湏
：
当
然
～
す
べ
き
、
必
ず
の
意
、「
是
湏
」
に
同
じ
。      

（
八
）
我
此
事
耻
：
私
は
こ
の
こ
と
を
恥
じ
る
。P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）

は
「
我
耻
此
事
」。
意
味
は
同
じ
。

（
九
）
怨
根
自
身
、
尋
相
不
樂
：「
根
」
は
字
形
の
相
似
に
よ
る
「
恨
」
の
誤
写
。

P.3048

（
乙
）
に
は
「
怨
根
自
身
、尋
相
」
の
六
文
字
が
な
く
、上
文
「
𠩄
以
憂
愁
」

と
合
わ
せ
て
「
だ
か
ら
憂
い
て
嬉
し
く
な
い
」
と
な
り
、
意
味
的
に
は
同
じ
。

「
尋
相
」
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、『
校
注
』
は
「
相
」
は
「
想
」
の
部
首

を
省
い
た
借
字
、S.2114

（
丙
）
の
「
尋
常
（
い
つ
も
、
時
々
）」
と
意
味
が
通

じ
る
と
解
釈
す
る
。
本
訳
注
も
こ
れ
に
従
う
。

《
唱
》

    S.4511
（
甲
）：
我
無
怨（
一
〇
）恨亦

无
嗔
、
自
嗴

（
一
一
）

前
生
𢙣
業
因
。
只
為
思
君
多
醜
㒵
、

    P.3048
（
乙
）：
我
無
愁
恨
亦
無
嗔
、
自
嘆
前
生
𢙣
業
囙
。
只
為
思
君
多
醜
㒵
、

    S.2114

（
丙
）：
我
無
愁
恨
亦
無
嗔
、
自
嗟
前
生
𢙣
業
囙
。
只
為
思
君
多
醜
㒵
、

七
六
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我
今
恥（
一
二
）辱會

諸
賔
。
来
朝
若
也
朝
官
至
、
還
湏
娘
子

酒（
一
三
）巡。

出
到
㘴
延（
一
四
）相

    

我
今
着
耻
會
諸
賔
。
来
朝
若
也
朝
官
至
、
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

    

我
今
耻
辱
會
諸
賔
。
来
朝
若
也
朝
官
至
、
娘
子
還
湏
歓
酒
廵
。
出
到
㘴
延
相

    

    

見
了
、
交
着
耻
辱
没
精（
一
五
）身。

    

×
×

×
×
×
×
×
×
×

    

見
了
、
交
我
着
耻
没
精
神
。

【
現
代
語
訳
】

私
に
は
恨
み
も
な
け
れ
ば
怒
り
も
な
い
、自
ら
前
世
の
悪
い
因
縁
を
だ
け
嘆
く
。

た
だ
君
の
大
変
醜
い
顔
を
思
う
と
、今
は
私
は
お
客
と
会
う
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
。

後
日
も
し
も
朝
官
た
ち
が
い
ら
し
た
ら
、
お
前
も
酒
を
勧
め
て
回
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
宴
会
の
席
に
出
て
相
見
え
れ
ば
、私
を
恥
じ
さ
せ
元
気
を
無
く
さ
せ
る
。

【
注
】

（
一
〇
）
怨
恨
：P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
愁
恨
」。
意
味
は
同
じ
。

（
一
一
）
自
嗴
：
自
ら
嘆
く
。「
嗴
」
はS.2114

（
丙
）
の
「
嗟
」
の
異
体
字
。P.3048

（
乙
）
が
「
嘆
」
に
改
め
た
の
は
仄
声
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
意
味
は
同
じ
。

（
一
二
）
恥
辱
：
本
訳
注
で
はP.3048

（
乙
）
を
「
着
耻
」
と
み
た
が
、「
着
」
は

「
羞
」
の
異
体
字
「

」
の
可
能
性
も
あ
る
（
直
後
の
散
文
「
不
免
雨
淚
、
着
耻

怨
恨
」
も
「
着
」
で
表
記
す
る
）。「
着
耻
」
の
「
着
」
は
「
著
」
と
通
用
す
る
た
め
、

「
着
耻
」
は
恥
を
こ
う
む
る
の
意
か
。「
韓
朋
賦
」（P.2653-1

）「
宋
王
何
足
著
恥
、

避
棄
隱
藏
（
宋
王
は
全
く
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
、
避
け
て
隠
れ
る
に
及
ば
な

い
）」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
一
方
、「

耻
」
は
「
恥
辱
」
と
意
味
的
に
は
同

じ
だ
が
、「
恥
辱
」
は
他
動
詞
的
、「

耻
」
は
自
動
詞
的
で
あ
る
。

（
一
三
）
還
湏
娘
子

酒
巡
：P.3048

（
乙
）
は
以
下
三
句
を
欠
き
、S.2114

（
丙
）

を
底
本
に
し
て
同
詞
脱
文
を
起
こ
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。S.2114

（
丙
）

は
平
仄
に
合
わ
せ
て
、
最
初
の
四
文
字
の
順
番
を
「
娘
子
還
湏
」
に
改
め
た
が
、

意
味
は
変
わ
ら
な
い
。S.2114

（
丙
）
の
「
歓
」
は
「

」
の
誤
写
か
。

（
一
四
）
㘴
延
：「
㘴
」
は
「
坐
」
の
異
体
字
。「
延
」
は
『
校
注
』
は
「
筵
」
の

部
首
を
省
い
た
借
字
、「
㘴
延
」
は
「
座
筵
（
宴
会
、宴
会
の
席
）」
で
あ
る
と
す
る
。

（
一
五
）
交
着
耻
辱
没
精
身
：「
着
耻
」
は
注
（
一
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
恥
を
こ

う
む
る
こ
と
、「
交
着
耻
辱
」
は
恥
を
こ
う
む
る
こ
と
を
さ
せ
る
か
。
意
味
が
わ

か
り
に
く
い
と
考
え
て
、S.2114

（
丙
）
は
「
交
我
着
耻
」
に
改
め
、P.3048

（
乙
）

は
さ
ら
に
そ
の
上
で
、
前
後
の
「
耻
辱
」
を
全
て
「
着
耻
」
に
書
き
換
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
公
主
既
聞
此
事
、
哽（
一
六
）不
可
發
言
。
慚
見
醜（
一
七
）質、

燕（
一
八
）氣淚（
一
九
）落。

前

P.3048

（
乙
）：
娘
子
被
王
郎
道
着
醜
㒵
、
不
免
雨
淚
、
着
耻
怨
恨
。　
　
　
　

此

S.2114
（
丙
）：
公
主
既
聞
此
事
、
哽
𠰸
不
可
發
言
。
𢣥
見
醜
身
、
嚥
氣
淚
落
。
前

           

世
種
何
因
果
、
今
生
之
中
感
得
醜（
二
〇
）陋。

夫（
二
一
）主去

後
、
便
捻
香
爐
、
向
扵
靈（
二
二
）山、

礼

身
種
何
囙
果
、
今
生
×
×
成
得
如
斯
。
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×

世
種
何
囙
果
、
今
生
之
中
感
得
醜
陋
。
夫
主
去
後
、
×
捻
香
爐
、
向
扵
靈
山
、
礼

七
七

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



拜
發
×
（
二
三
）。

×
×
×

謁
彂
願
。

【
現
代
語
訳
】

公
主
は
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
悲
し
み
に
む
せ
び
全
く
言
葉
が
出
ま
せ
ん
。
醜

い
姿
を
見
る
こ
と
を
恥
じ
、
し
ゃ
く
り
上
げ
て
涙
を
こ
ぼ
し
ま
す
。
前
世
に
ど
ん

な
因
果
が
あ
っ
て
、
今
生
醜
い
容
姿
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
夫
が

行
っ
た
後
、
香
を
つ
ま
み
、
霊
鷲
山
に
向
か
っ
て
お
祈
り
し
始
め
ま
す
。

【
注
】

（
一
六
）
哽

：
涙
に
む
せ
ぶ
。「

」
はS.2114

（
丙
）
の
「
𠰸
」
と
同
じ
、

い
ず
れ
も
「
咽
」
の
異
体
字
。

（
一
七
）
慚
見
醜
質
：「
見
」
に
は
見
る
と
現
す
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
が
、
本
訳

注
は
前
者
を
以
て
訳
出
し
た
。「
醜
質
」は
醜
い
姿
形
。
醜
女
訳
注（
一
）3
注（
七
）

「
姿
賎
妾
常

醜
質
身
」
参
照
。S.2114

（
丙
）
は
「
醜
身
（
醜
い
身
体
）」
と
作

り
、
意
味
は
同
じ
。

（
一
八
）
燕
氣
：
嚥
氣
（
咽
氣
）、
し
ゃ
く
り
上
げ
る
こ
と
。

（
一
九
）
公
主
既
聞
此
事･･･

燕
氣
淚
落
：P.3048

（
乙
）
は
当
該
箇
所
を
「
娘

子
被
王
郎
道
着
醜
㒵
、
不
免
雨
淚
、
着
耻
怨
恨
（
娘
子
は
王
郎
に
醜
い
顔
の
こ
と

を
言
わ
れ
て
、
思
わ
ず
雨
の
よ
う
に
涙
を
流
し
、
恥
じ
て
恨
み
ま
す
）」
と
作
る
。

S.4511

（
甲
）、S.2114

（
丙
）
よ
り
話
の
展
開
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
直
後
の
唱

と
の
重
複
も
避
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
〇
）
感
得
醜
陋
：「
感
得
」
は
「
～
を
感
応
さ
せ
…
と
い
う
結
果
を
招
く
、
～

の
心
を
動
か
し
…
な
さ
し
め
る
」
の
意
（
醜
女
訳
注
（
一
）
1
注
（
六
七
）「
×

×
×
果
報
」
参
照
）。P.3048

（
乙
）
は
「
成
得
如
斯
」
と
作
る
。『
校
注
』
は
「
成
」

を
「
減
」
と
解
釈
し
た
が
、「
成
」
と
「
感
」
は
意
味
も
字
形
も
類
似
す
る
た
め
、

単
な
る
誤
写
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
二
一
）
夫
主
：
夫
。
旧
時
夫
を
以
て
家
主
と
す
る
こ
と
に
由
来
。『
後
漢
書
』（
中

華
書
局
一
九
六
五
年
）
巻
八
四
「
列
女
傳
・
曹
世
叔
妻
傳
」
に
「
正
色
端
操
、
以

事
夫
主
（
態
度
を
正
し
て
品
行
を
き
ち
ん
と
さ
せ
、
夫
に
仕
え
る
）」
と
あ
る
。

（
二
二
）
靈
山
：
霊
鷲
山
（
旧
称
耆
闍
崛
山
〔
梵
音G r

・dhrakū t・a

の
音
写
〕）
の

略
。
古
代
イ
ン
ド
の
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
で
あ
っ
た
王
舎
城
の
北
東
に
そ
び
え
る
山

の
名
。
釈
尊
が
説
法
し
た
場
所
と
し
て
有
名
。
霊
鷲
山
と
訳
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

山
の
形
が
鷲
に
似
て
い
る
と
も
、
鷲
が
多
く
住
む
か
ら
と
も
言
わ
れ
る
た
め
で
あ

る
（『
広
説
』・『
岩
波
仏
教
辞
典
』）。

（
二
三
）
礼
拜
發
×
：S.2114

（
丙
）
は
「
礼
謁
彂
（
発
）
願
」。「
礼
拜
」
は
合
掌

し
て
拝
む
こ
と
で
あ
る
が
、「
礼
謁
」
は
礼
を
以
て
会
う
こ
と
。
つ
ま
り
「
礼
謁
」

は
実
際
に
会
う
時
に
用
い
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
醜
女
は
ま
だ
仏
に
会
っ
て
い

な
い
た
め
、文
脈
的
に
は
「
礼
拜
」
の
方
が
相
応
し
い
。「
發
」
は
は
じ
め
る
の
意
。

「
願
」
が
落
ち
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

《
唱
》

   S.4511
（
甲
）：
醜
女
纔
見
淚
数（
二
四
）行、
聲
中
哽

轉
非（
二
五
）傷
。
×
×
×
×
×
×
×

   P.3048

（
乙
）：
公
主
𦆵
聞
淚
數
行
、
聲
中
哽
𠰸
轉
悲
傷
。
怨
恨
前
生
何
罪（
二
六
）業、
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    S.2114
（
丙
）：
醜
女
纔
聞
淚
數
行
、
聲
中
𠰸レ哽
䊜
悲
傷
。
×
×
×
×
×
×
×

    

    

×
×
×
×
×
×
×
×

    

今
生
醜
陋
異
子
尋（
二
七
）常。

    

×
×
×
×
×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

醜
女
は
そ
れ
を
見
て
涙
を
数
行
流
し
、
声
を
む
せ
ば
せ
て
い
よ
い
よ
悲
し
み

に
転
じ
る
。［P.3048

（
乙
）
の
み
：
恨
む
の
は
前
世
に
如
何
な
る
罪
業
が
あ
り
、

今
生
常
な
ら
ぬ
醜
さ
に
生
ま
れ
つ
い
た
の
か
。]

【
注
】

（
二
四
）
醜
女
纔
見
淚
数
行
：
二
通
り
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
醜
女
が

霊
山
を
見
て
数
行
の
涙
を
流
す
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
醜
女
が
数
行
の
涙
を
見
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
は
通
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
を
以
て
訳

出
す
る
。
ま
たP.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
纔
見
」
を
「
纔
聞
」
と
作
り
、

話
を
聞
い
て
涙
を
数
条
流
す
と
な
る
。

（
二
五
）
轉
非
傷
：「
轉
」
は
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
の
意
。「
非
」
は
「
悲
」
の

音
通
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
二
六
）
怨
恨
前
生
何
罪
業
…
：
以
下
次
の
唱
「
緊
盤
雲
髻
罷
紅
粧
」
ま
で
は

P.3048

（
乙
）
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。P.3048

（
乙
）
は
話
の
展
開
を

重
視
し
て
、
意
図
的
に
原
文
を
削
除
し
た
り
、
書
き
換
え
し
た
り
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

（
二
七
）
異
子
尋
常
：
難
解
。『
校
注
』
は
「
子
」
を
衍
字
と
す
る
が
、「
不
（
語

気
助
詞
、
特
に
意
味
な
し
）」
の
誤
写
、
或
い
は
「
異
平
常
」
の
「
平
」
を
書
こ

う
と
し
て
誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
異
不
尋
常
」
と
「
異
平
常
」
は
い

ず
れ
も
普
通
と
は
異
な
る
の
意
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×

P.3048

（
乙
）：
再
三
自
家
嗟
嘆
、
了
〻
無（
二
八
）計。

遂
罪
粧（
二
九
）臺、

心
中
億
佛
、
乞
垂
加

S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×

×護
。

×【
現
代
語
訳
】

［P.3048

（
乙
）
の
み
：
何
度
も
自
分
自
身
を
嘆
き
ま
す
が
、
為
す
す
べ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
遂
に
化
粧
台
を
離
れ
て
、
心
に
仏
を
思
い
浮
か
べ
、
ご
加
護
を
く
だ

さ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。]

                  

【
注
】

（
二
八
）
再
三
自
家
嗟
嘆
、
了
〻
無
計
：
本
訳
注
は
話
を
「
嗟
嘆
」
の
後
で
切
り
、

「
了
」
の
後
に
踊
り
字
を
配
し
た
状
態
で
訳
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
二
通
り
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
再
三
自
家
嗟
嘆
了
、
無
計
（
何
度
も
自
分
自

七
九

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



身
を
嘆
き
ま
し
た
。
為
す
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
）」
と
、「
了
」
の
後
で
切
り
、
踊

り
字
が
な
い
可
能
性
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
か
ら
考
え
て
や
や
お
か
し
い
が
、
意
味
は

通
る
。
も
う
一
つ
は「
再
三
自
家
嗟
嘆
、嘆
了
無
計
」と
、「
嗟
嘆
」の
後
で
切
る
が
、

「
嘆
」
の
踊
り
字
が
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
何
度
も
自
分
自
身
を

嘆
い
て
、
嘆
き
終
え
て
も
為
す
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
と
意
味
は
通
る
。

（
二
九
）
遂
罪
粧
臺
：
遂
に
化
粧
台
を
離
れ
る
。「
罪
」
は
「
罷
」
の
字
形
に
よ
る

誤
り
か
。
書
き
様
が
後
出
の
「
罷
」
と
似
て
い
る
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

豈
料
我
无
端（
三
一
）正

    P.3048

（
乙
）：
懊
惱
今
生
㒵
不
强
、
緊（
三
〇
）盤雲
髻
罷
紅
粧
。
豈
料
我
無
端
正

    S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

豈
料
我
無
端
嚴

    　
　
　
　
　
　
　

    

相
、
致
令
闇
地
苦
商（
三
二
）量。
（
三
三
）合
子
捻
拊（
三
四
）却、

钗
朶
籠
鏵

一（
三
五
）傍。

雨
淚

    

相
、
置
令
暗
裏
苦
商
量
。
𤇆
脂
合
子
捻
抛
却
、
釵
朶
瓏

調
一
傍
。
雨
淚

    

相
、
致
合
闇
裏
苦
商
量
。
𠰸
脂
合
子
捻
抛
却
、
釵
朶
籠
鏤
挑
一
傍
。
雨
淚

    

落（
三
六
）燒

香
思
法
會
、
遥
告
靈
山
大
法
王
。

    

×
焚
香
思
法
會
、
遥
告
靈
山
大
法
王
。

    

×
燒
香
思
法
會
、
遥
告
靈
山
大
法
王
。

【
現
代
語
訳
】

［P.3048

（
乙
）
の
み
：
今
生
の
醜
い
顔
を
悩
み
、
雲
な
す
髷
を
き
つ
く
巻
き

付
け
、
化
粧
を
や
め
る
。］
思
い
も
か
け
ず
私
に
整
っ
た
容
姿
が
な
く
、
密
か
に

夫
に
苦
悩
さ
せ
て
し
ま
う
。
紅
の
箱
を
掴
ん
で
投
げ
棄
て
、
釵
の
か
ご
を
片
隅
へ

や
る
。
雨
の
よ
う
に
涙
を
滴
ら
せ
な
が
ら
香
を
焚
い
て
法
会
を
思
い
、
遥
か
遠
く

に
向
か
っ
て
霊
鷲
山
に
お
わ
し
ま
す
偉
大
な
る
法
王
（
釈
迦
如
来
）
に
告
げ
る
。

【
注
】

（
三
〇
）
緊
盤
：「
緊
」
は
き
つ
く
、
き
ち
ん
と
、「
盤
」
は
巻
き
付
け
る
意
。

（
三
一
）
端
正
：
き
ち
ん
と
し
て
い
る
、
整
っ
て
い
る
。S.2114

（
丙
）
は
「
端
嚴
」

と
作
る
が
、
意
味
は
同
じ
。

（
三
二
）致
令
闇
地
苦
商
量
：「
致
令
」は「
対
象
を
～
と
い
う
状
態
に
す
る
」。P.3048

（
乙
）
の
「
置
」
と
「
直
、
致
」
は
通
字
、S.2114

（
丙
）
の
「
合
」
は
「
令
」
の

字
形
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
闇
地
」
はP.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
の
「
暗

（
闇
）
裏
」
同
様
に
、
密
か
に
、
陰
で
の
意
。

（
三
三
）

：
ベ
ニ
の
こ
と
。P.3048

（
乙
）
は
「
𤇆
脂
」、S.2114

（
丙
）
は

「
𠰸
脂
」
と
し
、
こ
れ
は
表
記
の
未
確
定
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
三
四
）
拊
却
：P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
抛
却
（
投
げ
棄
て
る
）」
と
作
る
。

「
拊
（
撫
で
る
）」
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
じ
ず
、字
形
の
似
る
「
抛
」
の
誤
写
か
。

（
三
五
）
钗
朶
籠
鏵

一
傍
：「
钗
朶
」
は
真
珠
の
つ
い
た
釵
の
こ
と
。
南
宋
劉
倓

『
小
玉
蕊
花
其
一
』
に
「
步
揺
釵
朶
見
、
老
眼
為
增
明
（
步
揺
や
釵
が
ち
ら
ち
ら

と
見
え
、
老
い
た
目
は
情
の
こ
も
っ
た
ま
な
ざ
し
に
な
る
）」
と
あ
る
。「

」
は

「
挑
」の
異
体
字
、持
ち
上
げ
る
、い
じ
る
な
ど
の
意
が
あ
る
。P.3048

（
乙
）の「
調
」

と「
挑
」は
音
通
字
。「
籠
鏵
」に
つ
い
て
、P.3048

（
乙
）は「
瓏

」、S.2114

（
丙
）

は
「
籠
鏤
」
と
作
る
。「

」
は
「
璁
」
の
俗
字
、『
校
注
』
は
「
瓏
璁
」
は
「
璁

八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
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」
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瓏
」
を
倒
置
さ
せ
た
も
の
、
明
潔
の
意
で
あ
る
と
解
釈
し
た
が
、
そ
れ
で
は
文
意

が
理
解
し
難
い
。「
瓏
璁
」
に
は
さ
ら
に
髪
の
毛
が
バ
サ
バ
サ
に
な
る
意
が
あ
り
、

「
釵
朶
瓏

調
一
傍
」
は
釵
を
引
き
抜
い
て
髪
の
毛
が
バ
サ
バ
サ
に
な
る
の
意
味

か
。「
籠
鏵
」「
籠
鏤
」
は
管
見
に
お
い
て
用
例
が
見
え
な
い
が
、「
籠
鏤
」
の
「
鏤
」

は
音
通
の
「
簍
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、「
籠
簍
」
は
か
ご
の
意
。

ま
た
、前
句
の
「
合
子
（
盒
子
。
箱
の
こ
と
）」
と
対
に
な
っ
て
こ
と
か
ら
も
、「
籠

鏵
」
は
釵
な
ど
の
飾
り
物
を
収
納
す
る
箱
と
解
釈
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
訳
注

は
こ
の
方
向
で
訳
す
る
。

（
三
六
）
雨
淚
落
：P.3048

（
乙
）、S.2114
（
丙
）
に
は
「
落
」
が
な
い
。
本
来
こ

こ
は
七
言
句
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
考
え
る
と
、S.4511
（
甲
）
は
「
雨
涙
」
を
書

い
た
こ
と
を
忘
れ
て
、
再
び
「
涙
落
」
を
書
い
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
本
訳
注
で
はS.2114

（
丙
）
の
一
文
字
目
を
「
雨
」
に
し
て
い
る
が
、「
両
」

の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×

×
×
×
×

P.3048

（
乙
）：
扵
是
娥
媚
不（
三
七
）掃、

雲
鬢
罷
梳
、
遥
靈（
三
八
）山、

便
告
世
尊
。

S.2114

（
丙
）：
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×

×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

［P.3048

（
乙
）
の
み
：
そ
こ
で
蛾
眉
も
描
か
ず
、
雲
な
す
鬢
も
梳
か
ず
、
遥

か
に
霊
鷲
山
（
に
向
か
っ
て
）、
世
尊
に
告
げ
ま
す
。］

（
三
七
）
扵
是
娥
媚
不
掃･･･

：
以
下
四
句
はS.4511

（
甲
）、S.2114

（
丙
）
が
欠
く
。

直
前
の
唱
と
類
似
す
る
た
め
省
略
さ
れ
た
か
。「
媚
」
は
「
眉
」
の
増
旁
字
で
、

「
娥
眉
」
は
女
性
の
美
し
い
眉
の
こ
と
。
敦
煌
変
文
で
は
他
に
「
韓
擒
虎
話
本
」

（S.2144

）
の
「
皇
后
重
梳
嬋
鬢
、
載
畫
娥
媚
（
皇
后
は
再
び
美
し
い
髪
の
毛
を

梳
き
、
ま
た
美
し
い
眉
を
描
く
）」
に
例
が
あ
る
。

（
三
八
）
遥
靈
山
：
前
後
の
つ
な
が
り
か
ら
考
え
て
四
言
句
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
り
、『
校
注
』
は
前
文
の
「
便
捻
香
爐
、向
扵
靈
山
、礼
拜
發
×
」（S.4511

（
甲
）、

S.2114

（
丙
）に
は
あ
る
が
、P.3048

（
乙
）が
欠
く
）を
参
考
に
し
て
、脱
字
は「
向
」

で
あ
る
と
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
本
訳
注
も
こ
れ
に
従
い
、「
向
」
を
補
っ
て

訳
し
た
。
な
お
「
拝
」
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
。

《
散
文
》

S.4511

（
甲
）：
佛
已
×
通（
三
九
）心、

遥（
四
〇
）見金

剛
醜
女
燒
香
發
願
、
遂
扵
醜
×
居
䖏
堦（
四
一
）前、

P.3048

（
乙
）：
佛
以
他
心
通
、遥
知
金
剛
醜
女
焚
香
發
願
、遂
扵
醜
女
居
䖏
×
前
、

S.2114

（
丙
）：
仏
已
×
心
通
、遥
見
金
剛
醜
女
燒
香
彂
願
、遂
扵
醜
女
居
䖏
皆
前
、

                                  

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×

從
地
踊（
四
二
）出、
親
垂
加（
四
三
）被。
醜
女
忽
見
大
聖
世
尊
、

身
（
四
四
）堦
前
、
䰟
搥
自
僕□
（
四
五
）、
起
来

從
地
誦
出
、
親
垂
加
護
。
醜
女
忽
見
大
聖
世
尊
、
舉
身
皆
前
、
渾
搥
自
摸
、
起
来

×
×

×
×
悲
泣
。
恰
似
四（
四
六
）馬而

分
離
、
思
念
身乙自
、
不
恨
減
沒
而
入
堆
。
×
願

礼
拜
、
哽
𠰸
悲
涕
。
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

啓
告

礼
拜
、
𠰸
哽
悲
泣
。
恰
似
四
鳥
如
分
離
、
思
念
自
身
、
不
恨
×
×
而
入
地
。
惟
願

八
一

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）



世（
四
七
）尊、

願
垂
加
偹
云
〻

×
×
×
×
×

世
尊
、
乞
垂
加
護
。

醜
女
告
世
尊
。

世
尊
、
願
垂
加
俻
云
〻

×
×
×
×
×

【
現
代
語
訳
】

仏
は
人
の
心
を
見
通
す
力
を
以
て
、
遥
か
に
金
剛
醜
女
が
香
を
焚
い
て
願
い
を

か
け
る
の
を
見
て
、［P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）：
遂
に
醜
女
の
屋
敷
の
き

ざ
は
し
の
前
に
地
面
か
ら
出
て
き
て
、
御
自
ら
ご
加
護
を
賜
り
ま
す
。
醜
女
は
突

然
大
聖
世
尊
の
姿
を
見
る
と
、
き
ざ
は
し
の
前
に
身
を
砕
き
、
全
身
を
地
面
に
投

げ
伏
し
て
は
起
き
上
が
っ
て
礼
拝
し
、
む
せ
び
泣
い
て
は
悲
し
い
涙
を
流
し
ま
し

た
。］
そ
の
様
子
は
ま
る
で
四
鳥
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
か
の
よ
う
、
我
が
身
の

こ
と
を
思
う
と
、
死
ん
で
地
に
潜
り
込
み
た
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
世
尊
様
に
願

い
、
ご
加
護
を
垂
れ
た
ま
う
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【
注
】

（
三
九
）
佛
已
×
通
心
：P.3048

（
乙
）
は
「
佛
以
他
心
通
」、S.2114

（
丙
）
は
「
仏

已
×
心
通
」
と
作
る
。
敦
煌
変
文
で
は
し
ば
し
ば
「
以
」
字
と
「
已
」
字
は
通
用

さ
れ
る
。
前
出
4
注（
五
六
）「
已
了
」参
照
。「
通
心
」が
名
詞
の
場
合
、「
已
通
心
」

は
「
心
を
見
通
す
力
を
以
て
」、
動
詞
の
場
合
、「
已
に
心
を
通
じ
さ
せ
る
」
と
訳

す
こ
と
が
で
き
る
。
本
訳
注
は
前
者
を
用
い
た
。S.2114

（
丙
）
の
「
心
通
」
は

P.3048

（
乙
）
の
「
他
心
通
」
に
同
じ
。
六
神
通
の
一
つ
、
相
手
の
気
持
ち
を
察

し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
や
心
情
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
見
抜
く
力
の
こ
と

（『
広
説
』）。

（
四
〇
）
遥
見
：P.3048

（
乙
）
は
「
遥
知
」
と
す
る
が
、
ど
ち
ら
で
も
意
味
上

問
題
は
な
い
（
人
の
心
を
見
通
す
力
を
以
て
～
を
見
る
或
い
は
知
る
）。
注
目
す

べ
き
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
語
の
異
同
で
あ
る
。S.4511

（
甲
）
は
「･･･

悲
泣
」
ま

で
、「
遥
見
金
剛
醜
女
燒
香
發
願
、
遂
扵
醜
×
居
䖏
堦
前
悲
泣
」
は
「
遥
か
に
金

剛
醜
女
が
香
を
焚
い
て
願
い
を
か
け
、
そ
れ
で
屋
敷
の
き
ざ
は
し
の
前
で
悲
し
い

涙
を
流
し
た
の
を
見
て
お
ら
れ
て
ま
し
た
」
と
な
る
が
、P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
は
「
…
発
願
」
ま
で
、「
遥
か
に
金
剛
醜
女
が
香
を
焚
い
て
願
い
を
か
け
る

の
を
見
て
、遂
に
姿
を
現
れ
た
」と
な
る
。
本
訳
注
はP.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）

に
従
っ
て
訳
し
た
。
ま
た
こ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、S.4511

（
甲
）
で
は

仏
は
醜
女
の
前
に
現
れ
て
お
ら
ず
、P.3048

（
乙
）、S.2114

（
丙
）
で
は
仏
は

醜
女
が
願
い
を
か
け
る
の
を
見
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
後
の
文
脈
か
ら
、S.4511

（
甲
）
の
当
該
部
分
が
脱
落
し
た
の
で
は
な
く
、
他
の
テ
キ
ス
ト
が
追
加
し
た
よ

う
に
見
え
る
が
、
後
掲
注
（
四
二
）「
踊
出
」
に
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
仏
典

で
は
仏
が
実
際
に
現
れ
る
用
例
が
多
く
見
ら
れ
、S.4511

（
甲
）
に
元
々
あ
っ
た

も
の
が
脱
落
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
四
一
）
醜
×
居
䖏
堦
前
：S.4511

（
甲
）は「
醜
」の
後
に「
女
」が
脱
落
し
て
い
る
。

「
居
䖏
堦
前
」
に
つ
い
てP.3048

（
乙
）
は
「
居
䖏
×
前
（
屋
敷
の
前
）」、S.2114

（
丙
）
は
「
居
䖏
皆
前
」
と
作
る
。「
皆
」
は
「
堦
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
四
二
）
踊
出
：「
踊
」
は
「
涌
」
に
同
じ
、「
涌
出
」
は
現
れ
る
意
。『
撰
集
百
縁

經
』
に
「
佛
知
其
意
、
即
到
其
家
、
於
其
女
前
、
地
中
踊
出
（
仏
は
そ
の
考
え
を

知
り
、
直
ち
に
そ
の
家
に
行
っ
て
、
そ
の
女
の
前
に
地
面
か
ら
現
れ
る
）」、『
賢

愚
經
』
に
「
佛
知
其
志
、
即
到
其
家
、
於
其
女
前
、
地
中
踊
出
（
仏
は
そ
の
志
を

八
二
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知
り
、
直
ち
に
そ
の
家
に
行
っ
て
、
そ
の
女
の
前
に
地
面
か
ら
現
れ
る
）」
な
ど

が
あ
る
。

（
四
三
）
加
被
：
加
備
（
偹
）、
加
祐
、
加
威
と
も
い
う
。
仏
・
菩
薩
が
衆
生
に
霊

妙
の
力
を
加
え
こ
う
む
ら
せ
て
利
益
を
与
え
る
こ
と
（『
広
説
』）。S.2114

（
丙
）

の
「
加
護
」
に
同
じ
。

（
四
四
）

身
：「

」
は
「
砕
」
の
俗
字
、「

身
」
は
身
を
砕
く
。S.2114

（
丙
）

は
「
舉
身
」
と
作
り
、
立
ち
上
が
る
の
意
。

（
四
五
）䰟
搥
自
僕
：
敦
煌
変
文
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
。全
身
を
打
ち
、

自
ら
地
面
に
身
を
つ
け
る
意
。S.2114

（
丙
）
の
「
渾
搥
自
摸
」
も
同
義
。

（
四
六
）
四
馬
：「
四
鳥
」
の
誤
り
。「
四
鳥
」
は
悲
し
い
離
別
の
喩
え
。『
孔
子
家

語
』
巻
五
「
顔
回
第
十
八
」
の
「
桓
山
之
鳥
、
生
四
子
焉
、
羽
翼
既
成
、
將
分
於

四
海
、
其
母
悲
鳴
而
送
之
（
桓
山
の
鳥
が
四
羽
の
ひ
な
鳥
を
生
み
、
翼
が
成
長
し
、

四
海
に
分
か
れ
て
飛
び
立
つ
時
、
母
鳥
が
嘆
き
悲
し
ん
で
鳴
い
て
そ
れ
を
送
る
）」

に
由
来
す
る
。

（
四
七
）
不
恨
減
沒
而
入
堆
、
×
願
世
尊
：
難
解
。S.2114

（
丙
）
に
は
「
減
沒
」

の
二
文
字
が
な
く
、「
堆
」
を
「
地
」
と
作
る
。S.2114

（
丙
）
の
下
文
「
惟
願
世
尊
」

か
ら
、S.4511

（
甲
）
も
こ
こ
は
四
字
句
で
あ
る
は
ず
だ
が
、「
×
願
世
尊
」
の

三
文
字
し
か
な
い
。「
堆
」
は
「
惟
」
と
字
形
が
類
似
す
る
た
め
、
そ
の
誤
写
か
。

し
か
し
そ
れ
で
は
前
句
「
不
恨
減
沒
而
入
」
が
一
字
足
り
な
く
な
る
。
あ
る
い
は

「
地
」
を
書
こ
う
と
し
て
、
次
の
「
惟
」
と
混
乱
し
て
、
土
偏
に
「
隹
」
を
書
い

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
減
沒
」
は
字
形
の
相
似
す
る
「
滅
没
（
な

く
な
る
、
死
ぬ
）」
の
誤
写
か
。『
佛
説
大
乘
菩
薩
藏
正
法
經
』
に
「
譬
若
有
人
善

能
守
護
祖
宗
庫
藏
、
今
見
財
寶
漸
欲
減
沒
、
而
生
憂
惱
（
喩
え
あ
る
人
は
祖
先
の

貯
蔵
品
を
守
る
の
が
得
意
だ
が
、
今
そ
の
財
宝
が
消
え
そ
う
に
な
る
の
を
見
て
、

そ
れ
で
憂
い
が
生
じ
る
）」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
不
恨
減
沒
而
入
堆
」
は
死
ん

で
土
に
埋
め
ら
れ
て
も
恨
み
は
な
い
意
か
。
や
や
理
解
し
難
い
。『
校
注
』
は
「
不

恨
」
を
「
恨
不
得
（
～
し
た
く
て
た
ま
ら
な
い
）」
と
解
釈
し
、「
不
恨
減
沒
而
入

堆
」
は
死
ん
で
地
に
潜
り
込
み
た
く
て
た
ま
ら
な
い
、
つ
ま
り
自
身
の
こ
と
を
思

い
、
自
分
で
も
恥
ず
か
し
く
て
穴
に
入
り
た
い
と
な
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
文
脈
に

適
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

《
唱
》

    S.4511

（
甲
）：
珠
淚
連
〻
怨
傷
嗴

（
四
八
）、
一
種
為
人
面
㒵
嗴

（
四
九
）。
玉
葉
不
生
端
正（
五
〇
）樹、

    P.3048

（
乙
）：
珠
淚
連
〻
怨
復
差
、
一
種
為
人
面
㒵
差
。
玉
葉
木
生
端
正
相
、

    S.2114

（
丙
）：
珠
淚
連
〻
怨
復
嗟
、
一
種
為
人
面
㒵
差
。
玉
葉
不
生
端
正
樹
、

    

金（
五
一
）騰結
朶
野
田
花
。
見

牟
尼
長
仗
六
、八
十
随
形
号
釋（
五
二
）迦。
惟
願
慈
悲（
五
三
）加

    

金
騰
結
朶
野
田
花
。
見

牟
尼
長
丈
六
、八
十
隨
形
号
釋
迦
。
唯
願
世
尊
加

    

金
蕂
結
朶
野
田
花
。
見

牟
尼
長
丈
六
、八
十
随
形
号
釋
迦
。
唯
願
慈
悲
如

    

    
護
我
、
三
十
二（
五
四
）相与

㱔
〻
。

    
被
我
、
三
十
二
相
与
㱔
〻
。

    

護
利
、
三
十
二
相
為
㱔
〻
。

【
現
代
語
訳
】

涙
を
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
流
し
て
恨
ん
で
は
悲
し
み
嘆
き
、
同
じ
人
と
し
て
容
貌
が
こ
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ん
な
に
醜
い
。
王
家
の
血
筋
か
ら
端
正
な
木
は
生
じ
ず
、
金
の
藤
が
野
の
花
を
咲

か
せ
た
。
聞
け
ば
釈
迦
牟
尼
は
身
の
た
け
丈
六
、八
十
の
特
徴
を
持
ち
釈
迦
と
号

す
。
た
だ
世
尊
が
慈
悲
を
持
ち
私
を
お
救
い
に
な
り
、
三
十
二
相
を
僅
か
な
り
と

も
お
与
え
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

【
注
】

（
四
八
）
珠
淚
連
〻
怨
傷
嗴
…
：P.3048

（
乙
）
の
当
該
唱
は
こ
こ
で
は
な
く
、

本
セ
ク
シ
ョ
ン
前
出
「
佛
以
他
心
通
…
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
訳
注
の

底
本S.4511

（
甲
）
に
従
っ
て
こ
の
位
置
に
移
動
す
る
。「
嗴
」
は
注
（
一
一
）

で
述
べ
た
よ
う
に「
嗟
」の
異
体
字
で
あ
り
、「
嗟
」は
ま
た「
差
」と
も
作
る
。「
怨

傷
嗴
」は
恨
ん
で
、悲
し
み
嘆
く
の
意
。P.3048
（
乙
）は「
怨
復
差
」、S.2114

（
丙
）

は「
怨
復
嗟
」と
作
り
、恨
ん
で
は
さ
ら
に
嘆
く
意
か
。
こ
れ
で
も
意
味
は
通
じ
る
。

「
傷
」
と
「
復
」
は
ど
ち
ら
か
が
字
形
の
類
似
に
よ
り
誤
写
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
四
九
）
一
種
為
人
面
㒵
嗴
：「
一
種
」
は
「
一
様
（
同
じ
）」、
ま
た
「
一
衆
」
と

も
書
く
。「
面
㒵
嗴
」、P.3048

（
乙
）
とS.2114

（
丙
）
は
「
面
㒵
差
（
顔
が
劣
っ

て
い
る
）」
と
作
る
。S.4511

（
甲
）
の
「
嗴
」
は
上
文
に
つ
ら
れ
て
誤
写
し
た
か
。

（
五
〇
）
玉
葉
不
生
端
正
樹
：P.3048

（
乙
）
の
み
「
玉
葉
木
生
端
正
相
」
と
作
る
。

三
文
字
目
の
「
木
」
は
「
不
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
端
正
相
」
は
前
句
「
豈
料

我
無
端
正
相
」
と
照
応
さ
せ
る
た
め
に
改
め
た
か
。
い
ず
れ
も
意
味
上
問
題
は
な

い
。「
玉
葉
」
は
王
家
、
王
家
の
子
孫
を
指
す
語
。
唐
・
蕭
倣
「
享
太
廟
樂
章
・

懿
宗
室
舞
」
の
「
金
枝
繁
茂
、
玉
葉
延
長
（
金
の
枝
が
繁
々
と
生
え
、
玉
の
葉
は

長
々
と
伸
び
る
）」（『
全
唐
詩
』
巻
一
三
）
な
ど
が
見
え
る
。

（
五
一
）
金
騰
：『
校
注
』
は
「
金
騰
」
を
「
金
藤
」
と
し
、「
降
魔
變
文
」
に
「
蕂
」

で
藤
を
表
す
字
形
が
頻
出
す
る
と
い
う
。
上
文
の
「
玉
葉
」
と
対
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
は
「
金
藤
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
二
）
八
十
随
形
号
釋
迦
：
本
訳
注
で
は
「
八
十
の
特
徴
を
持
ち
釈
迦
と
号
す
」

と
訳
し
た
が
、「
号
」
は
音
通
字
「
好
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

「
八
十
随
形
好
」
は
八
十
通
り
の
優
れ
た
姿
。
仏
の
三
十
二
相
が
顕
著
で
見
や
す

い
の
に
対
し
て
、微
細
で
見
に
く
い
身
体
的
特
徴
を
い
う
。
八
十
の
小
さ
な
特
徴
。

八
十
随
好
、
八
十
種
好
と
も
い
う
（『
広
説
』）。

（
五
三
）
加
：S.2114

（
丙
）
は
「
如
」
と
作
る
が
、
字
形
の
類
似
に
由
来
す
る

誤
写
か
。

（
五
四
）
三
十
二
相
：
三
十
二
大
人
相
と
も
い
う
。
三
十
二
種
の
仏
の
よ
き
姿
。

仏
像
の
特
色
で
も
あ
る
。
例
え
ば
頭
上
に
肉
髻
が
あ
る
こ
と
、
身
体
の
毛
が
一
つ

一
つ
右
旋
し
て
い
る
こ
と
、
前
額
が
平
正
な
る
こ
と
、
眉
間
に
白
い
柔
ら
か
い
毛

が
あ
っ
て
右
旋
し
て
い
る
こ
と
、
歯
が
四
十
本
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

                                                        （
孫
）

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）

　
　
　
　
　

セ
ク
シ
ョ
ン
4
～
7

担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4

藤
田

優
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5

大
賀

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6

宮
本

陽
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

孫

琳
浄

（
二
〇
二
一
年
九
月
三
〇
日
受
理
）
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（
こ
ま
つ

け
ん
・
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

（
い
の
く
ち

ち
ゆ
き
・
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
講
師
）

（
お
お
が

あ
き
こ
・
京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

（
か
わ
か
み

め
ぐ
み
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
）

（
そ
ん

り
ん
じ
ょ
う
・
立
命
館
大
学
言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
嘱
託
講
師
）

（
た
ま
き

な
お
こ
・
京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
）

（
た
む
ら

さ
い
こ
・
京
都
府
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
ふ
じ
た

ゆ
う
こ
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
）

（
み
や
も
と

は
る
か
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
）

本
訳
注
は
小
松
が
交
付
を
受
け
て
い
る
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基

盤
研
究
C
・
課
題
番
号
一
九
K
〇
〇
三
七
五
「
全
文
翻
訳
と
詳
細
な
注
釈
作
成
に

よ
る
『
水
滸
伝
』
の
研
究
」、
井
口
が
交
付
を
受
け
て
い
る
令
和
三
年
度
科
学
研

究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
一
八
K
一
二
三
一
〇
「
明
代
武
官
を
中

心
と
し
た
社
会
的
異
種
階
層
間
の
文
学
的
交
流
の
研
究
」、
川
上
が
交
付
を
受
け

て
い
る
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号

一
九
J
〇
一
九
七
七
「『
懐
風
藻
』
編
纂
意
図
の
解
明
―
日
本
漢
文
学
史
の
構
築

に
向
け
て
―
」、
藤
田
が
交
付
を
受
け
て
い
る
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事

業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号
二
一
J
〇
〇
六
〇
七
「
中
国
韻
文
芸
能
の

展
開
：
異
種
芸
能
間
の
交
流
と
文
学
化
」、
お
よ
び
宮
本
が
交
付
を
受
け
て
い
る

令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号
一
九
J

〇
一
〇
九
七
「
漢
籍
解
釈
か
ら
見
る
言
語
観
の
確
立
―
日
本
近
世
期
に
お
け
る

唐
話
学
再
評
価
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

八
五

「
金
剛
醜
女
因
縁
」
訳
注
（
二
）




